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プロローグ１　決意








「これと、これと、これ……」

　少女はバッグに衣類や食料を詰つめ込こみながら呟つぶやいた。

「この子は――置いていかないとダメだね」

　小さな熊くまのぬいぐるみを手に取ってため息をつく。亡き両親に買ってもらったお気に入りだったが、仕方ない。

　当てのない逃とう避ひ行こうなのだ。荷物は必要不可欠なものだけに絞しぼらなければならない。

「あとは――お金か」

　金きん属ぞく片へんに紙切れ。人間たちの街に出れば、これが大きな意味と価値を持つことになる。

　伯母おばさんが働きに応じて支し払はらってくれたし、集落では使う機会も無かったから、蓄たくわえはゼロではない。とはいえ伝え聞く相場を考こう慮りよすれば安心できる額には遠い。例えばホテルなる施し設せつに泊とまるような贅ぜい沢たくをしようものなら、一〇日と経たたずになくなってしまうだろう。慎しん重ちように使わなければならない。

　だいたい人間たちの中にもぐりこむなんてのは、できれば願い下げにしたかったのだ。しかし、現状、それ以外に選せん択たく肢しが無い。

　人間は大だい嫌きらいだが、差さし迫せまった敵にして危機――〝奴やつら〟はそれ以上の下げ種すだ。

「…………」

　少女はふと準備の手を止める。不安が心の中で膨ふくれ上あがってきたのだ。

　ここを出てどうする？　どうなる？

　可能な限り知識は仕入れたものの、自分は人間社会で生活した経験に乏とぼしく、世事にも疎うとい。逃にげ切きれるのだろうか。仮に逃げ切ったとして、その後は？

　――いや、悩なやむな。他に道は無い。

　小さく首を振ふって、無理やり弱気を抑おさえ付つける。

　先に何が待ち受けていようとも、自分はここから、そして〝奴ら〟から離はなれなければならないのだ。

　階下は暗い。伯母さんはもう寝ねてしまったのだろう。

　相談はしなかった。言えば必ず引き止められる。

　――あなたがそんなことする必要は無いのよ。ここに居てもいいの。

　彼かの女じよは絶対にそう言う。そんなわけが無いのに、必ず言う。

　だから決断しなければならなかった。

「お世話になりました」

　親なしのあたしの面めん倒どうを今まで見てくれて、本当にありがとう。

　少女は深々と頭を下げ、そして窓を開けると暗がりの中へ飛び降りた。









プロローグ２　ホームにて








　実み尋ひろ駅は市内の、ほぼ真ん中にある。

　そこそこの規模とはいえ実尋市は一地方都市に過ぎず、都会の大都市のように地下鉄や市バスの路線が網あみの目のごとく走っているわけではない。自然、交通手段として鉄道にかかるウェイトは大きくなり、利用者は安定して多い。

　そのホームの片かた隅すみ。一人の少年がだらしなく足を広げてベンチに座すわっていた。

　外見は中学生くらい。白銀に近い金髪に、派手な服。

　夏休みであるから昼間から出歩いていること自体は不思議ではないが、良識的な大人が見れば眉まゆをひそめたくなるようないでたちだった。そう、『模も範はん的てきな優等生』の対極にあるような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　少年はホームを出て行く電車を遠目に眺ながめている。そして、車両が見えなくなると満足そうに肯うなずいた。

「〝彼かれら〟は出発した。概おおむね予定通り。あっちも順調こっちも順調――っと」

　携けい帯たい電話を確かく認にんし、カチカチとボタンを操作する。どこかにメールを送ったようだ。

「ただし、予定外の要素が一つ」

　彼は皮肉げな笑え顔がおを浮うかべた。

「こっちはこっちで動くからいいとして、あっちにどう影えい響きようするかな？　なかなか楽しませてくれる。いやいやまったく、成長したもんだな――亜あ夜や花か」









一章　逃亡少女







　実み尋ひろ市しでは、多くの〝人ならざるもの〟が正体を隠かくしつつ、人間の中に混ざって生活している。





　近年の人類の発展に伴ともない、人外の勢力は衰すい退たいを余よ儀ぎ無なくされていた。

　彼らの中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの信しん仰こう心しんの低下は神々の力をさえも大きく減じさせていたからだ。

　このままでは存在を保つことすらできなくなる――と彼らは判断した。状じよう況きようはそれほどまでに切せつ迫ぱくしていた。

　そして彼らは『あらゆる〝人ならざるもの〟は、人間の世界で人間との共生を目指すべきだ』と結論した。これまでにも人間社会にとけ込んで生きる例外的な者は存在したが、それを大規模かつ組織的に推進しようというのである。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートする。その際に人的、霊れい的てき環かん境きようを考慮し、モデルケースとして一つの街が選ばれた。

　それが、ここ、実尋市。







　――という事情は聞いているのだが、実のところ私、羽は村むら梨り玖くにとってはさほど興味を惹ひかれるものでもない。

　重要なのは、その事情のおかげで私の幼おさ馴なな染じみにして敬愛と思し慕ぼの対象であるたか兄――名な塚つか天たか人との近くに、私が居場所を得られているという事実の方なのだった。







　今、私が生活しているのは曙しよ光こう山ざん学園紅こう南なん寮りよう――通つう称しようニュートラルハウスという、大きな洋館である。

　学がく生せい寮りようであると同時に、〝人ならざるもの〟たちの監かん視し、統とう括かつを行う『天てん秤びんの会』の拠きよ点てん。住人のほとんどが人間のフリをした神様であるという非常識な場所。寮りよ生うせいたちは圧あつ倒とう的てきな力を背景に街の秩ちつ序じよを維い持じする役目を担にない、人外たちに畏い怖ふされている。

　そんななかで、私はややイレギュラーな存在だった。この統治機構の一員ではなく、過去に事件を起こして監視下に置かれている、いわば囚しゆ人うじんの身なのだ。

　人間から転化したばかりの新米吸きゆ血うけ鬼つき――それが私。

　曙光山学園の中等部三年に在ざい籍せき、ただし現在休学中。学校に行けないのは日光に当たると火傷やけどを負うというやっかいな体質を獲かく得とくしてしまったせいである。とはいえ、その弱点は次し第だいに克こく服ふくしつつあり、現在は日焼け止めや日ひ傘がさを駆く使しすればある程度の時間、外出できたりもする。

　吸血鬼物語の定番イベントである吸血衝しよ動うどうとの戦いだが、どういうわけか私の場合、ほとんどそれらしいものがなかった。栄養は普ふ通つうに食事からとることができる。ただし味覚が壊こわれてしまったので味はわからない。

　転化後の適応や耐たい性せいの獲得がかなり早い方だと、寮りよう長ちようの御み子こ神がみてとらさんには言われた。比ひ較かく対象を知らないので私には実感できないが、まあ、いくつかの不便を除けば、人間であったころとさほど変わらない生活ができているのは確かだ。

　神々の監視下に置かれているとはいっても外出を制限されるくらいだし、私は現状に不満を持っていない。

　もっとも、たか兄の傍そばに居られるという一点が満たされているのなら、他の事情がどうであっても私は大きな満足と安らぎを覚えるのだろうけど。







　さて、人間の集団のなかならいざ知らず、神々が集つどっているこの寮においては『吸血鬼である』という私の属性はあまり意味を持たない。

　大事なのは果たすべき役割――要するに平時の責任者であるたか兄が居ないとき、寮の家事がこの私に一任されるという慣例の方だ。

　この役目を任された当初、わざと失敗のオンパレードを演出して『やっぱり天人君じゃないと……』と相対的にたか兄の評価を上げるという方向も考えたのだが、それでは推すい薦せんしてくれたたか兄に気まずい思いをさせることにもなる。

　彼本人もそんなことを期待しているわけではないだろうし……ということで、寮りよ内うないに健康で文化的な生活をもたらすべく、素す直なおに全力を尽つくすことにした私だった。

　そんなわけで、たか兄が一日留守にしている今日は、私が食事当番を務めることになっている。

　食材のストックはどのくらいあったかなあ、などと考えながらキッチンへと向かい冷蔵庫の中を確認。

「んー……」

　たか兄プラス一人が、遊びに来ていた奏かなでちゃん（たか兄の妹さんである）を家まで送っていったので、今寮にいるのは七人。

　今日の夕食分は問題なさそう。明日の朝食も何とか大だい丈じよ夫うぶとして……その後の夕食まで考えると不安かな。野菜類はあるけど、メインディッシュになりうる肉か魚が足りなくなりそうだ。私が頼たのまれているのは明日の朝までだけど、だからといって放っておくわけにもいかないよねー、これ。

　一応日帰り予定、状況によっては実家に一泊ぱくしてくるかもと聞いてるけど、帰りが明日になった場合、買い物行ってる暇ひまあるかな、たか兄。

　できれば今日のうちに誰だれかに頼んで買ってきてもらうべきかなあ、などと考えながら廊ろう下かを歩いていると、ぱたぱたと駆かけてきた犬耳メイド服姿の女の子が私の隣となりをすりぬけた。ウルリカちゃんだ。

「おかえりなさーい、なのですー」

　出かけていた誰かが帰ってきたのだろう。帰きり寮ようの気配を感じると、必ずこうして出で迎むかえる。よくできた子だ。

　ドアを開けて入ってきたのは柚ゆず原はら万ま那なさんだった。

　曙光山学園高等部の二年生。細くてスタイルのいい美人さんである。姉の千せん那なさんともども柚原姉妹として学校中に知られていて、男女を問わずファンが多い。

　万那さんは靴くつを脱ぬいで室内履ばきをつっかけると、ウルリカちゃんの頭を撫なでた。

　私も歩み寄って声を掛かける。

「お帰りなさい、万那さん」

「たっだいま。はいこれー」

　大きなビニール袋ぶくろが手て渡わたされる。中には色々なお菓か子しが詰まっていた。

「これ、おみやげだから、みんなの――」

　と、少し迷うような素そ振ぶりを見せ、万那さんはポテトチップスの袋を一つ抜ぬき取とった。

「みんなのおやつにでもして」

　取った一つは自分用にするらしい。もともと万那さんのものだから好きなだけ取ればいいと思うんだけど、迷った末の一袋に止とどめたのは色々葛かつ藤とうがあったんだろうな。主にカロリー的な意味で。

「クレーンゲームで獲とったんですか？」

　私がそう言ったのは、袋が繁はん華か街がいのゲームセンターのものだったからだ。

「そ。さっきまで友だちとゲーセン＆カラオケに行ってた」

　このところ毎日遊びに行っているような気がするなあ、この人。

「万那さんは、もう夏休みの宿題とかは……」

「もちろんとっくに終わってるよ。遊びのためには手を抜かない主義だから」

　ふふん、と少し得意そうに万那さんは胸を反らせた。

　なるほどね。享きよ楽うら的くてきに見えて、意外に要領がいい人なのだ。

　対照的なのはお姉さんの千那さんで、決して不ふ真ま面じ目めではないものの、不器用でどこか抜けていたりする。宿題を終わらせたと思いきや、問題集一冊丸ごとやり忘れていたのが判明したとかで、今日も部屋に籠こもっているところだ。――あ、夕食食べる余よ裕ゆうはあるのかな？　後で確認しておこう。

　と、そこで思い出す。

「万那さん、今日か明日、また出かける予定ありますか？　余裕があったら、買い物をお願いしたいんですけど。たか兄居ないし、ちょっと食料のストックが心ここ許ろもとないので」

「ん、別に行ってもいいけど……梨玖はまだ外に出られないの？　そろそろ買い物に出るくらい認めてもいいと思うんだけど。てとらに聞いてみたら？」

「あー、そうですね……」

　少し前には学校行事に参加するため外出許可をもらった。体質的な問題と、あとおそらくは信用がないため（自じ業ごう自じ得とくではある）普ふ段だんは敷しき地ちから外へ出るのは禁止されているのだが、寮の用事なんだし頼むだけ頼んでみてもいいかもしれない。

　と、そのとき、ウルリカちゃんがぴくりと耳を動かし、玄げん関かんに視線を向けた。

　同時に扉とびらが開き少年が入ってきた。見覚えのない顔だけどお客さんかな？

「いらっしゃいま――」

　出迎えようとするウルリカちゃん――だったが、客人の姿をみて目を見張ると、すごい速さで万那さんの背後に逃げ込んだ。

「ちょっと邪じや魔まするぜ。――いよお、ウルリカ。久しぶりじゃねえか。元気だったか？」

「は、はは、はい、げ、げんき、なのです……」

　耳と尻尾しつぽが垂れている。人ひと懐なつこいこの子がこういう態度をとるのは、極きわめて珍めずらしい。

　そりゃ結構だ、と言い、少年は歯を剥むきだして笑った。

　年ねん齢れいとしては私と同じくらいだろうか。女の子のような綺き麗れいな顔をしているけど、繊せんじ弱やくな印象は受けない。やんちゃな――というか、むしろ獰どう猛もうと呼んでもいいような気質が表情に強く現れている。

「――亜あ夜や花かに用？　今いないわよ」

　震ふるえ上がっているウルリカちゃんに代わって、万那さんがお客さんの相手を買って出た。ただし、お世辞にも友好的とは言い難がたい顔だ。

　二人の様子を見るに、知り合いなのかな？　で、亜夜花ちゃんの関係者？

「お客様ですか？」

　と、そのとき、休きゆう憩けい中なのか二階の自室から降りてきた千那さんが、ひょいと顔をのぞかせた。

　そして次の瞬しゆ間んかん――

　正確には何が起こったのかわからなかった。

　空気が揺ゆらいだかと思った刹せつ那な、喉のど元もとに突つきつけられた千那さんの手首を、少年の手が掴つかんでいた。

　結果から推察するに、千那さんが距きよ離りを詰めて首を貫つらぬこうとし少年がそれを防いだ――ということでいいのだろうか。人間を止やめてから感覚の鋭するどさが非常識なまでに跳はね上がっているのだけど、その私の目にも何も見えなかった。

「……お久しぶりですね。殺されに来てくれたんじゃないんですか？」

「いーや、平和的な話し合いだ」

　動じた様子も無く少年は返す。

「それは身勝手というものでしょう。私が殺したいんだから殺されてくれないと」

　うふふふふと笑いながら千那さんが言った。ふーん、普段は穏おだやかなお姉さんなんだけど、こういう一面もあるんだ。さすが戦神というところかな。

「お姉」

　ため息をついて、万那さんが千那さんの肩かたを押おさえた。

「ここじゃダメ。抑えて」

「…………」

　しばらく間があり、そして千那さんが表情を消して離れた。対照的に少年は笑った。とても楽しそうに。

「ツンツンすんなよ。さっきも言ったとおり、話があって来ただけだ。――そっちは新入りの吸血鬼さんか？」

　視線が私の方を向いた。

「――そうですけど」

「オレの名は氷ひ室むろ結ゆい。御子神てとらに取り次いでくれねえか？」






　　　　　＊　＊　＊





　八月が終わろうとしている。

　日差しは相変わらず厳しく照りつけ、温度計の数字をぐんぐん上じよう昇しようさせているが、このところ、少しだけ日の傾かたむくのが早くなってきたようにも思われた。

　夏休みも終しゆ盤うばん、最後のお出かけということなのか、ホームには親子連れの姿が多い人々の集つどうこの駅という場所は、季節によって、日によって、そして時間によって様々な表情を見せる。かつては毎日のように利用していたんだよなあ、ここ。

「――おにいちゃん？」

　隣から怪け訝げんそうな声が聞こえた。足を止めた俺おれを、奏が見上げていた。

「ああ、悪い悪い。考えてみればここにくるのも久しぶりだなあ――なんて思ってさ」

「なつかしい？」

　奏は小さく首を傾かしげた。

「まあな」

　俺は妹に笑いかけた。

　夏休みの間寮に遊びに来ていた妹の奏を、家まで送り届けに行くところである。

　ここは複数の路線が乗り入れているそこそこ大きな駅。俺の実家がある街の中心部に位置している。現在実尋市の寮で生活している俺にとって、ここを訪おとずれるのは春に引ひっ越こして以来数か月ぶりのことだった。

「じゃ、最後にこっちの電車に乗のり換かえだ」

　実家の最も寄より駅自体はここから二つ先になる。

　実のところ歩いて行けない距離ではない。夜までにはまだ時間があるし、人ではないものの血が混じっているおかげで、俺も、そして八歳さいの奏も人並み以上の体力を備えていたりするからだ。

　だが、今このときに限って言えば、問題が一つあった。

「おーい、生きてるかー？　あと一〇分くらい電車に乗ったら到とう着ちやくな。もう少しだけ我が慢まんしろよ」

　俺の背中の上の物体に向かって話しかけると、うめき声が返ってきた。

「……あのあの、だいじょうぶですか？　亜夜花さん」

　奏が気き遣づかわしげに言う。今度はあーともうーともつかない返答。どうやら心配するなと言いたいようだが、説得力はあまりない。

　俺に背せ負おわれてぐったりしているこいつは氷室亜夜花という。俺と同じ寮に住まう、中等部の三年生（ただし不登校）だ。このザマからは想像できないが、一応、神と呼ばれる強い力を持った存在でもある。

　普段は部屋にひきこもっており『生活を一室で完結させる』と主張してはばからない。しかし、どういう風の吹ふき回まわしかこのところは努力して外出する姿勢を見せるようになっており、今日も奏を送っていくのに同行を申し出たのである。

　心がけ自体は大変よろしいことだと思う。俺としても、積極的に支し援えんして行くことに吝やぶさかではない。しかし――

「ずっと冷れい房ぼうの効いた電車内に居て、どうやったらこんなに体力を消しよ耗うもうできるんだよ？」

「……人、多い……で、揺れる……」

　息も絶え絶えな様子で亜夜花は答えた。

「はいはい。人ひと混ごみと振しん動どうで気分が悪くなって、一気に体力ゲージがゼロになったってことか。だったら、電車はパスして歩いていくって選せん択たく肢しもあるぞ。ちょっと時間はかかるけど。どうする？」

　まあ、もちろん歩くのは俺で、亜夜花は背負われていく訳だが。

「……暑…………」

「ああ、そうすると今度は暑さにやられるんだ。じゃ、短時間電車に耐たえてもらう方向で行くか。いいよな？」

「…………」

　拒きよ否ひの返答はなかったから、承しよ諾うだくってことだろうな。ま、こいつの虚きよ弱じやくさにもいい加減慣れた。

　今日はよれよれのジャージではなく小ぎれいなワンピースに麦むぎ藁わら帽ぼう子しという姿だし、俺が背負っていてもさほど奇き異いの目は向けられない。遊あそび疲つかれたお嬢じよ様うさまといった風ふ情ぜいである。

　さて、それじゃ目的のホームに向かうか、と歩き出し――

「――ん？」

　俺は小さく声を上げ、眉を寄せた。

　そして少し考え、亜夜花を背中から下ろしてベンチに座らせると、妹に声をかける。

「あー、奏。俺、ちょーっと急用ができた。すぐ戻もどってくるから、悪いけど二人で待っててくれるか？」

「あ、うん」

　俺は微笑ほほえんで妹の頭を撫でると、早足で駅の改札口の方へ向かった。

　先ほど、視界の端はしに少々物ぶつ騒そうな光景が映ったのだ。

　――改札を通って駅に入ってきた少女が、二人の男に捕つかまり、物もの陰かげに連れて行かれた。

　見えたのはほんの一いつ瞬しゆんだが、明らかに抵てい抗こうを封ふうじられ意思に反する様子だった。性格的に、こういうのはどうも放っておけない。

　あるいは友だち同士がじゃれあっているだけなのかもしれない。その場合は完全に余計なお世話で、しゃしゃり出ると非常に恥はずかしい思いをすることになる。だが、どうせ大したことでもないだろうと自分に言い聞かせて行動しなかった場合、そのことが後こう悔かいとなっていつまでも心に引っかかり続けるのだ。結局のところ、そっちの方が精神衛生上よくないということを、俺はこれまでの経験から学習していた。

　周囲を見回す。――発見。

「ちょっとごめん」

　声をかけると、柄がらのよくなさそうな若い男二人が振ふり向むいた。少女を壁かべに押おしつけるようにして逃にげ道みちをふさぎ、何やら押し問もん答どうしていたようだ。

「えーっと、違ちがってたら謝あやまるけどさ、さっき、あんたたちがその女の子を無理やり連れて行ったように見えたんだ。で、少し気になって。なあ、何か揉もめ事ごとなのかな？」

「……なんだ、てめえは。関係ねえだろうが」

　あ、このテンプレ反応は当たりっぽい。

　さて、できればあまり事を荒あら立だてずに追おい払はらいたいが、どうしたものだろうか。駅員さんがこちらに気づいてくれたら、こいつら、退散するかな？

　逃とう走そうを警けい戒かいしてか、男の一人が少女の腕うでをしっかりと掴んでいる。そしてもう一人が俺に向き直り、胸を小こ突づいた。

「失うせろよ、ガキが」

「いやいや、そういうわけにも――」

　いかないよ、と言おうとしたとき――不意に、はぉぅっというような、どこか間ま抜ぬけな苦鳴が聞こえた。視線を向けると、少女を掴まえていた方の男が膝ひざを折って崩くずれ落おちるところだった。

　俺も、俺と向き合っていた男も、一瞬停止する。

　少女が予備動作の欠片かけらもない見事な前まえ蹴げりで股こ間かんを潰つぶしたのだ。そう俺が理解したときには、もう彼女は駆け出していた。綺麗な跳ちよ躍うやくでフェンスを越え、駅の構外へと逃げ出す。

　待ちやがれ、と焦あせった声を上げて元気な方の男が追いかけ、へっぴり腰ごしの男が苦痛の声を漏もらしながらその後に続く。死ぬほど痛そうだな、あれ。

「ちょっと！　お客さん、そんな所から出てもらったら困――」

　ようやく騒さわぎに気付いたらしい駅員さんが飛んできたが、時すでに遅おそく彼かれらは非正規な方法で駅から姿を消していた。もう背中も見えない。

　何事かと足を止めていた乗客たちも、すぐに歩き出す。

　あとには顔をしかめてぶつぶつ言う駅員さんと、一人頭をかく俺だけが残された。







　俺の名前は名塚天人。曙光山学園高等部の一年生で、紅南寮、通称ニュートラルハウスの住人。そして現在、やっぱり余計なお世話だったのかなあ、などと自分の行動を思い返してたりする半天使ネフイリム。

　――まあ、いいや。奏たちのところに戻ろう。
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「たっだいまー」

　鍵かぎを開けると、奏が元気よく言って中へ駆け込んで行った。俺と俺に背負われた亜夜花も後に続く。

　乗り換え後は特に何事も無く、家に到着した。

　大きくも小さくも無い二階建て。今は親おや父じと奏が二人で暮らしている。もともとは亡なくなった母方の祖父のものだったそうだ。

　実家の、その記き憶おくのままの佇たたずまいは、俺に不思議な安心感をもたらしていた。まあ、数か月でそうそう劇的な変化があるはずも無いのだが。

「まずは空気入いれ替かえな。奏、家中の窓を開け放して」

「はーい」

　奏はもどかしそうに靴を脱ぎ、ぱたぱたと駆けていく。

「……思っていたよりはきれいだな」

　亜夜花を下ろして上あがり框がまちに座すわらせながら、俺は呟つぶやいた。

　寮りように入るまでここの家事を担当していたのは俺だった。居なくなってからどうなっているだろうと少々不安に思っていたが、意外に秩ちつ序じよが保たれているようだ。親父はあまりそのあたりを気にしないから、奏ががんばっているのだろう。

　ここ数週間は、親父が国外出張、奏が寮に来ていたため無人となっていた。当然ながらものが散らかったりはしないが、それでも埃ほこりや汚よごれは蓄ちく積せきされていく。

　親父の帰国は明日になると連れん絡らくがあった。んじゃまあ、それまでに一階だけでも掃そう除じをしておこうか。

「……クーラーの、作動を……要求……します」

　少しでも体を冷やそうとしているのか、ぺたんと玄げん関かん前まえの床ゆかの上にうつ伏ぶせになった亜夜花が言った。

「掃除が終わったらな」

　埃が立つので、作業中は窓を開けておく必要がある。当然クーラーは点つけられない。

「……いつ、終わり、ますか？」

「はたきと掃そう除じ機きかけが済んだら」

「…………」

　亜夜花は無言のままのっそりと起きあがった。

「どこ行くんだ？」

「手伝い、ます」

　意外な返答が返ってきた。

「……熱でもあるのか」

「日射病に、やられている可能性は、否定しませんけど。――単に、その方が、早く終わると、判断しただけ。合理性の、問題です」

　へえ、と素直に感心する。積極的に外に出るのもそうだけど、ずいぶんアクティブになったもんだな。何か心境の変化でもあったのか？

「さあ、始め、ましょう」

　そう言って歩きだした亜夜花だったが、わずか数歩でふらついてごちんと壁に頭をぶつけていた。

　――大だい丈じよ夫うぶだろうか、と思いながら俺は後を追った。







　掃除は一時間ほどで終しゆう了りようした。

　結論から言えば、亜夜花はあまり役に立たなかった。俺はもちろん、奏とも経験が違う。ある程度の慣れがないと、何事も効果的な働きはできないものなのだ。

　とはいえ、努力とやる気は評価するべきである。なので俺はクーラーの効いた部屋と冷たいお茶を提供した。

「おつかれさん」

　二人の少女に声を掛ける。

　亜夜花は畳たたみの上に伸のびて息を荒あららげ、奏はぱたぱたと団扇うちわで彼かの女じよに風を送っている。

「で、俺はちょっと夕食の買い物に出てこようと思うんだけど、お前らどうする？」

　亜夜花は寝ね転ころがったまま軽く両手を上げて見せた。無理、動けない、ということだろう。

「あ、わたし、行く――」

　奏は腰こしを浮うかせかけたが、ぐったりとした虚弱神を見て複雑な顔を見せる。

　と、亜夜花はうっすらと目を開けた。

「……一人で、大丈夫、ですよ」

　そして、奏に向かってそんなことを言う。普段と同じく感情の読めない顔だが、いくらか視線が優やさしいような気がした。

「留守番、してますから、行って来るといいです」







「いっぱい買ったねー」

　夕日の射さす中を二人で歩く。奏はニコニコしながら、戦利品の入ったエコバッグを両手で提さげている。

「今日の夕食分と、あと何か適当に飯作っていくつもりだからな。一応、それなりに日持ちするものにするけど、親父と一いつ緒しよに早めに片づけてくれよ」

「うん」

　そして少し間を置き、奏は続けた。

「あの……おにいちゃんたち、今日のうちに帰っちゃうの？」

「その予定」

　そう俺が言うと、奏はあからさまに落らく胆たんの表情を見せた。

「……だったんだけどな。亜夜花があの様子だと難しいかもな、と思い始めてるとこだ」

「え？　――え、えっと、だったら、その、泊とまっていけばいいんじゃないかな！」

「ああ、そのつもり」

「ほんと？」

　奏は嬉うれしそうに言って、そしてすぐに表情を改めた。亜夜花の体調不良を喜ぶようで気が咎とがめたらしい。
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「日にち常じよ茶うさ飯はん事じだから、まー、ある程度予想はしてたけどな。あいつも今日は動く気ないだろうし、かえって喜ぶだろ」

　あるいは亜夜花が気を遣つかって俺が一泊ぱくできる理由を作ったのかな、とも思う。疲れたというのも嘘うそではないだろうが、少々大げさな気もするのだ。まあ、いちいち真意を確かく認にんする必要もないが。

　と、そのとき。

「…………」

　俺は眉まゆをひそめ、足を止めた。

「――おにいちゃん？」

　どうしたの、と奏が俺を見上げる。

「ん、ちょっとな」

　言葉を濁にごして、さりげなく周囲に視線を配った。俺の家のすぐ近所。夕暮れどきの、それほど人通りの多くない住宅街。左手の方にそこそこ大きな緑地公園がある。

　不ふ穏おんな気配はそちらから漂ただよってきているようだ。

「奏、ちょっと待っててくれ」

　俺の分のエコバッグを預けて、公園に足を向ける。

　殺意や悪意の類たぐいではないと思う。しかし、かすかに漂ってくるこの臭においは――

「血、だよな」

　俺は小さく呟いた。

　以前なら気付かなかったかもしれない。ただ、ここ数か月でやたら慣れ親しんだ臭いだったので、意識に引っかかったのだ。

　公園の遊歩道から外れた茂しげみ、そのさらに奥おくへと足を進めていく。

　そして臭しゆ気うきの発生元が見えた。

「……おいおい」

　俺は思わず声を出す。

　低木の陰かげ、人目から隠かくれるように手足を縮めた人ひと影かげが横たわっていた。傍かたわらには、持ち物と思おぼしき大きめのスポーツバッグが転がっている。

『天てん秤びんの会』でのハードな経験が生きているのか、呆ぼう然ぜんとしていた時間はごく短かった。

　女性――それも俺と同じくらいの少女だった。

　俺は歩み寄って膝を突く。呼吸、脈、ともに有り。ただし、安定してはいない。

　着ているシャツ、そしてジーンズが血で汚れている。ちょっと失礼と心の中で謝って、服をめくってみた。脇わき腹ばら、そして太ふと股ももに真新しく大きな傷が走っている。出血はまだ続いているようだ。

　大丈夫か？と問う必要はなさそうだった。もちろん悪い意味で。

　俺は携けい帯たいを取り出し、１１９のボタンを押す。

「……何分くらいで来てくれるものなのかな、救急車って」

　しかし、呟いたその瞬間、不意に少女の手が動いて俺の手首を捉とらえた。驚おどろくほど強い力だった。うっすらと開かれた目が俺と携帯電話を見つめていた。

「気が付いたのか？　待ってろ、今救急車を――」

「だ……め……」

　弱々しかったが、それは確かに拒きよ絶ぜつの言葉だった。

「病院、だめ。おね、がい、や、め、て――」

　必死に力を振り絞しぼるようにそれだけ告げると、再び少女の頭が力なく落ち、次いで手首から指が離はなれた。俺の肌はだにくっきりと跡あとを残して。

「いや、止やめろと言われても……」

　どうみても放置しておけるような傷ではない。途と方ほうに暮れた気分で俺は気絶した彼女を見つめる。

　と、その顔に覚えがあるような気がした。わずかの時間考え、そしてはっきりと思い出す。駅で見かけたのだ。二人の男に絡からまれ、股間を蹴けり上げ、そしてフェンスを飛び越えて逃げ出した、あの女の子に間ま違ちがいなかった

「奇きみ妙ような縁えん、と言うべきなのかな。――んでも結局、俺はどうすりゃいいんだよ？」

　俺はため息をついた。







「――それで、連れてきた、と」

　無表情で亜夜花は言った。特に怒おこっているというわけではなく、これが彼女のデフォルトなのである。

　怪け我が人にんはひとまず俺の――というか、かつて俺が使っていた部屋のベッドに寝ねかせている。奏が心配そうにその血の気の無い顔を覗のぞき込んでいた。

「亜夜花だったら、容態の悪化を止められるよな？」

「正確には止めるわけではありませんが、死の危険を回かい避ひすることは可能ですね」

　亜夜花の本ほん性しようは生死を司つかさどる冥めい界かいの神だ。力の大部分を失ってはいるが、それでも俺などが及およびもつかない能力を備えている。

　命を死から切り離すというのはその一つだ。いくつか条件と制限が付くが、他者をどれほど深い傷を負っても死なないようにする、という力を持っているのである。

　救急車を呼ばずに少女を家に連れて帰ってきたのは、今は人間の医者よりも亜夜花の力の方が有用なのではないかと思ったからだ。

　そして、理由はもう一つ。

「――この女の子、人間ではないですね」

　亜夜花は言った。

「天人さんはともかく、奏さんは気付いたでしょう？」

　奏はこくんと肯うなずいた。

　人外は人外を見分けることができる。とはいえ、これには個々の力――つまり『他者の気配を感知する能力』と『自分の気配を隠いん蔽ぺいする能力』の精度が関係しており、常に相手の正体が見み抜ぬけるわけではない。単純に言えば、格下のはわかりやすく、格上のはわかりにくい。

　俺に関して言えば、感知能力、隠蔽能力はゼロに近い。同じく半天使の奏以下である。一方、神と呼ばれるレベルの存在である亜夜花は、どちらに関してもほぼ最高レベルの能力を備えている。……そういうの、少しは体力の方に回せたりしないのかな？　いやどうでもいいけど。

「だから医者に診みせるのは避さけたんだよ」

　共生のための街、実尋市ならともかく、このあたりを〝人ならざるもの〟がうろつくのはきわめて珍めずらしいだろう。一口に人外といっても多種多様で、構造がほとんど人間と変わらないものも存在するが、病院へ連れて行って万が一騒ぎにでもなったら面めん倒どうだ。

「傷はどう見る？」

　申し訳ないが、下着を残して服は脱ぬがせてもらった。

　細くて引ひき締しまった裸ら体たいが横たわっている。色気には乏とぼしいので妙みような気分になることはない。いや、もちろんどんなスタイルであっても、そんなことを考えている場合ではないのは承知しているけど。

　腹と太ふと腿ももに大きな傷。刃は物ものではなく、巨きよ大だいな爪つめか何かで抉えぐられたように見える。公園で見たときは明らかに致ちめ命いし傷ようだと思った。ただ、今は――

「少しずつ、出血は収まってきているようですね。しばらくは動けないと思いますが、私の力を使うまでもなく命は大丈夫でしょう」

「……よかった」

　奏が大きく息を吐はいた。亜夜花の生命の流れを読む能力は、信しん頼らいできる。

「なら、当面は様子見かな。一応、傷口の手当てくらいはやっておいた方がいいか。奏、洗面所からタオルをありったけ持ってきて」

　はいっ！と元気よく言って、奏はパタパタと駆かけていく。

「霊れい格かくの高さはそれほどでもないでしょう。肉体が急激に活性化していますから、おそらく優ゆう秀しゆうな身体能力に特とく徴ちようのある種族かと」

「ああ、そんな感じだな」

　駅でも見事な運動能力を披ひ露ろうしていたなあと思い出す。

　今は呼吸もいくらか楽になってきたようだ。この回復速度なら、早ければ明日にでも目を覚ますかもしれない。

　ただ、少女の容態に対する不安が一区切りつくと、新たな問題が浮かび上がる。

　彼女をこんな状態にした奴やつが、この近くに居るということだ。

　いったい――彼女はどういう経けい緯いで怪け我がを負う羽目になったのだろうか。
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「ああ、うん、そっちに泊まってくるんだね」

　私は受話器に向かってそう言った。携帯ではなく寮の電話の方である。

「事情はてとらさんにも伝えとく。寮のことは任せておいて。――うん、気にしないでね。それじゃおやすみ、たか兄」

　受話器を置く。

　何でも怪我をしている女の子を拾ったので、落ち着くまで実家の方に残るとのこと。

　よくよくトラブルに巻き込まれる人だなあ、と思う。ここ数か月で一、二、三、四――まあ、私が意図的に巻き込んだこともあるので、あまり他人ひと事ごとのように言えたものでもないのだけれど。

　さて、キッチンに戻ろう、と思ったとき、声が聞こえた。

「よう」

　振り返ると、お客さんの少年が立っていた。氷室……結とか言っただろうか。

　姓せいから判断すると亜夜花ちゃんの弟？　いやもしかしてお兄さんかな？　この人たちは外見から実じつ年ねん齢れいが測れないので、考えてもあまり意味はないか。

　それはさておき、こんなところで何をしているのだろう。てとらさんと何やら話し合いをしていたはずだったけど。もしかして、お手洗いからの帰り道が分からないとか？

「応接室ならこの先ですよ」

「いや、もうそっちに用はねーよ。てとらにちっと相談があったんだが、物別れに終わっちまってな」

「なら、お帰りですか？　玄げん関かんなら方向が逆ですけど」

「お前に用があるんだよ、羽村梨玖」

「…………」

　思わず目を瞬またたかせる。

　私の名前を知っていることに関しては特に驚かないけど、用があるという言葉には意外さを覚えた。これまでに接点なんかないし、興味を持たれるようなことをした記憶もないんだけどな。

「ここじゃ何だな。ちいと外に付きあわねえか？」

「あ、それは無理です。私、これから夕ゆう御ご飯はんの支し度たくがあるので」

　私は笑え顔がおでそう答える。

　たか兄から任された、大切な役目だ。疎おろそかにするわけにはいかない。

　少年は大人びた仕草で肩かたをすくめた。

「別に今日じゃなくてもいいさ。――亜夜花と名塚天人に関して、ちょっとした提案がある、と言えば、来る気になるか？」

「……提案？」

　私は眉をひそめて彼の顔を見つめなおした。

　今度は即そく答とうし損そこねた。たか兄の名前を出されては、無関心でいられるはずもない。

「どんな提案です？」

「興味があるなら、いつでもいいから寮の外に出てきな。オレの方から会いに行ってやるから」

　結さんは、にい、と口元を緩ゆるめる。

　ひどく楽しそうに笑う人だなあ、と私は思った。
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　夕食を済ませると、俺おれたちは朝まで交代で少女を看みることにした。

　一応、血は拭ぬぐい、包帯やガーゼを買い込んで手当てをした。気休めだが、まあやらないよりはマシだろう。

　出血は徐じよ々じよに止まってきており、容態は安定している。とはいえ、人間なら確実に命が危険に晒さらされる怪我だ。意識が戻もどるまでは油断する気分にはなれなかった。

　真夜中近くになったあたりで、奏は寝かせることにした。ずいぶんと少女の様子を心配していたが、子どもに徹てつ夜やさせるわけにもいかない。

　先に亜夜花に看てもらい、午前四時ごろ交代。

　ベッドの様子を見ると、少女は穏おだやかな表情のまま規則正しい寝ね息いきを立てていた。

　安らかな表情だとかなり幼く見える。俺と同じくらいかと思ったけど、もう少し若いのかもしれない。ま、見た目通りの歳としだとすればの話だが。

　外が明るくなってきたころ、汚れたガーゼと包帯を交こう換かん。傷口を確認する。

「……血はほぼ止まったかな」

　俺はほっと息を吐いて呟いた。

　治ったとまでは言えないが、確実に危険な状態は脱だつしたようだ。この分なら意識が戻るのも時間の問題だろう。

　さて包帯を巻き直そうとかとドラッグストアの袋ふくろをゴソゴソあさる。

　――と、不意にベッドの軋きしむ音が聞こえた。

　振ふり向むくと目が合った。少女は肘ひじで支えて上半身をわずかに起こし、こちらを見ている。

「お、気が付いたのか。でもまだ起きない方が――」

　体を支えようと伸ばした俺の手を振り払はらって少女は跳はね起おき、壁かべ際ぎわまで飛びすさって距きよ離りを取った。同時に小さくうめき声を立てる。傷が痛んだのだろう。当然だが、本来ならまだ動けるような状態ではない。

「えーと、とりあえず落ち着け。俺は敵じゃない」

　敵意のなさを示すように両手を上げる。

「――誰だれ？　ここ、どこなの？」

「俺の家。君は昨日、公園で倒たおれてた。救急車呼ぼうとしたら、病院を嫌いやがったのでここに連れてきた。覚えてないか？」

　少女は険しい目で俺を睨にらみ付つけたまま、眉を寄せる。狷けん介かい孤こ高こうとでも言うのだろうか、容易には他人に気を許さないという性格を窺うかがわせる表情だった。

　やがて、彼女は少しだけ肩の力を抜ぬいた。

「……そう、迷めい惑わくかけたね。出て行くから、荷物返して」

「バッグならそこの隅すみに置いてある。でも、動くのはまだ無理だろ。もう少し休んでいったら？　あと――」

　俺は少し迷ってから続けた。

「ちょっと目のやり場に困るんだけど」

「…………？」

　何のことだ、という怪け訝げんそうな顔。

「せめて下だけでも隠さない？」

「――――っ！」

　下着だけの自分に気付いたようだった。赤面して慌あわてたようにベッドの上のタオルケットに手を伸ばす。

「な、あ、あたしに何をした！」

　わたわたと前を隠そうとするが、焦あせっているのか手つきがおぼつかない。――と、彼女は突とつ然ぜん苦く悶もんの声を上げて、膝ひざを折った。

　俺は慌てて駆け寄り、崩くずれ落おちる体を抱だき止とめる。

「だから動くなって」

　塞ふさがりかけている傷口が、また開きかねない。弱々しい抵てい抗こうを押おし切って抱かかえ上あげると、強ごう引いんにベッドへ連れ戻した。

「は、はなせ、人間……！」

「ちゃんと言うこときくまで放さない。――あーもう、おとなしくしろってば！」

「おにいちゃん？」

　そのとき、部屋の入り口からそんな声が聞こえた。

　パジャマの奏がきょとんとした顔で、Ｔシャツ姿（寝ね巻まき用に俺のを貸した）の亜夜花がじとっとした目で、それぞれベッドの上の少女にのしかかって押さえつけている俺を見ていた。
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「……襲おそっているところでしたか」

「誤解だ」

「おそっている……って、なあに？」

「それはですね、奏さん――」

「おい、亜夜花！」

「冗じよ談うだんです。あなたにそんなことができるはずないですから」

「真顔で冗談言うなよ！　あと、なんか含ふくみを感じるぞ、後半の台詞せりふ！」

「いいから放せぇ！」







　――というような少々のドタバタ劇の後。

　体力に限界が来たのと、亜夜花たちも宥なだめる方に回ってくれたことで（最初からそうしろと言いたい）、ひとまず少女は落ち着きを取り戻した。今はベッドに戻っておとなしくタオルケットを被かぶっている。ただし、視線はこちらから外さず、半身を起こしていつでも動ける体勢だ。

「えーっと、んじゃ最初に確認しとくけど、お前、人外だよな？　さっき、俺のこと人間って呼んでたし」

「…………」

　彼かの女じよの顔に浮うかぶ警けい戒かいの色が強くなった。

　純じゆ粋んすいな人間でないことは奏が初見で気が付いた。そして、傷の治りが早く俺を人間だと勘かん違ちがいしたということは、亜夜花の見立て通り霊れい的てき感知能力は高くなく肉体的に強いタイプなのだろう。

「あー、言っとくけど、俺たちも人じゃない。俺と奏――パジャマの方な――はハーフだけどな。何にしても、お前の正体を詮せん索さくするつもりや、もちろん危害を加えるつもりもないから、ちょっと力抜いてくれ」

　そして、改めてこれまでの経緯を説明する。

　一区切りついたところで、少女はふう、と息を吐いた。

「――ああ、思い出したよ。駅のおせっかい男か」

「おせっかい……」

　改めて言われると複雑な気分だ。いやまあ自分でもその傾けい向こうはあると思ってるんだけど。

「で、安心できたか？」

「敵じゃないのはわかった。でもやっぱり長居はしたくない。すぐにでも出て行くから」

　少女は頑かたくなだった。硬かたい表情のままベッドを降りようとする。俺は慌てて押し止とどめた。

「だから、すぐにって言ってもその傷じゃ無理だって」

「どいて」

「あ、あの……」

「やっと血が止まったところなんだぞ？　今動いたらまた出血する」

「あたしの体のことはあたしが決める。だから――」

「あのっ！」

　大きな声が割り込んだ。全員の視線が集中する。少し気き後おくれしたように、奏は顔を赤らめた。そして続ける。

「あの、おねがいですから、もう少しだけ休んでいってくださいませんか？」

「でも――」

　少女は何か言いかけたが、奏の表情を見て言葉を呑のみ込んだ。

「よけいなおせわかもしれないけど、心配なんです。だって、あの、すごく血がいっぱい出てて、痛そうだし……その……だから……」

「…………」

　しばらくの間無言だったが、やがて少女は負けを認めるようにため息をついた。

「わかった。あと少しだけ休ませてもらう」

　そして、しぶしぶといった様子ながら起こしていた体を横たえる。奏は安心したように小さく笑った。

「……遅おくれたけど礼は言っておく。助けてくれて、ありがとう」

　こちらに視線を向けないまま、少女はそう言った。あくまで不ふ機き嫌げんそうな表情なのが少しおかしかった。

「どういたしまして。――自己紹しよ介うかいしとくよ。俺、名塚天人。こっちは妹の奏。で、あそこに立ってるのが氷室亜夜花」

「――果か乃の」

　名乗りは短かった。

「苗みよ字うじは無い。あたし、人間の戸こ籍せき持ってないから」

「というと、つまり、人間の中で暮らしているわけじゃない？」

　果乃は肯いた。

「ここよりもっと田舎いなかの、山の方に向かったところに、コミュニティがある」

　集落というか、小さな村みたいなものらしい。地図には載のっていないし、当然行政登録もされていない。ときどき人外であるということを隠して街に出ることはあるものの、ほとんど自給自足で可能な限り人とは交わらずに暮らしているのだそうだ。

「隠かくれ里ざとみたいなものですね。現代では少なくなってきていると聞きますが」

　と、亜夜花。

「少数派は身を寄せ合って生きていかなきゃいけないから。腹立たしい話だけどね」

　果乃は忌いま々いましそうに言った。

「で、どうしてそのコミュニティの外に出てきて、しかもこんな怪我を負う羽目になったんだ？　誰かに追われてるみたいだったけど……」

「――仲間割れ、みたいなもん」

「なんでそんなことに？」

「…………」

　口を噤つぐむ果乃。

「言いたくないなら無理に聞かないけどさ。――まあ、どのみち傷が治るにはしばらくかかるわけだし、ゆっくり休んでいけばいいよ」

　人ならざるものの回復速度を考こう慮りよしても、動いて支障がなくなるまでには数日ほど必要だろう。

「で、奏」

「え、な、何？　おにいちゃん」

「果乃は俺が看とくから、お前は速すみやかに寝直すこと」

「でも、もう朝だよ？」

　時計の針は五時半といったところ。外はかなり明るい。

「夕べも結構遅おそくなったしな。朝飯できたら起こしてやるから」

「うー……」

　まだこの場に居たそうな奏だったが、重ねて促うながすと不承不承といった様子で自室へ引き上げていった。もちろん全員に『おやすみなさい』という挨あい拶さつを忘れずに。

「亜夜花はどうする？」

「特に眠ねむくもないですからここに居ます」

　普ふ段だんから夜よ更ふかししてるからなあ、こいつは。まあ、その分の反動が日中に来そうな予感はするけど。

「ってか、あんたも寝ていいよ。そもそも、傍そばに居られると落ち着かないんだけど」

　果乃は迷惑そうな視線を俺に向けた。

「それとも、見張ってないと信用できない？」

「別に何か悪いことするとは思わないけど――勝手に起き上がって逃にげ出だすかも、くらいのことは考えてる。万一そんなことになったら、俺が奏に怒おこられるしな」

「…………」

　舌打ちして横を向いた。どうやら図星だったらしい。

　俺は頭をかいて少し考え、そして口を開いた。

「なあ、もしかして追ってくるのは相当アブない奴らなのか？　俺らにも危険が及およびそうなくらいの」

　愛あい想その無い果乃の態度の裏に、巻き込みたくないという意思が見えるのだ。意識が戻ってすぐに発たとうとしたのも、おそらくはそういうことなのだろうと思う。

　奏に席を外させたのは、このあたりの突っ込んだ話をしたかったからだ。あまり不ふ穏おん当とうなことを聞かせたくないのである。まあ、あいつは聡さといので、ある程度勘かん付づいているかもしれないが。珍しくぐずったのも、蚊か帳やの外に置かれる気配を感じてのことだろうし。

　――何となく、『天てん秤びんの会』の下したっ端ぱで、本当に危険な部分には関かかわらせてもらえない俺自身と重ねてしまう。先日、奏が襲われた事件のこと――結局誰が何のためにあんな真ま似ねをしたのか教えてもらえなかった。歯がゆい気持ちが蘇よみがえってくる。

　……まあ、そのことはいい。今は少女の話を聞かなければ。

　少しためらった後、果乃は言った。

「――あたしの傷見りゃわかるでしょ。手加減を知らない連中。仮にここを見つけたら、関係ないあんたたちに怪我させるくらいのことも平気でやると思う」

　そこでふと眉まゆを寄せ、焦ったように再び口を開く。

「あんた、えっと天人だっけ、あたしを運んでくるとき、誰かに後をつけられたりはしなかった？　家の周りに変な奴らがうろついてない？」

「大だい丈じよ夫うぶだよ」

　妙な気配は感じなかった。それに、人外が近づいてきたなら亜夜花か奏が気付いているはずだ。小さな隠れ里に亜夜花を上回るほどの存在が居るとも思えないし。

「あ――か、勘違いしないでよ。別にあんたたちの心配してるわけじゃないから。単に自分のために確かく認にんしてるだけなんだからね！」

　……うん、やっぱりこいつ、悪い奴ではなさそうだ。

「とにかく、傷が治ったらすぐに出て行くから！」

「行くあてはあるのか？　外に知り合いは？」

「…………」

　ふてくされたような顔で果乃は黙だまった。

「無いんだな。どうするつもりなんだよ？」

「……状じよう況きようをみて臨機応変に対応」

　要するに何も考えていないんじゃないか。

　や、本当にどうしようか、こいつ。傷が治ったとしてもこのまま一人で放ほうり出すのは心配だ。警察にも頼たよれないだろうし。

「天人さん、行き場なら……」

　そのとき、それまで黙っていた亜夜花が口を挟はさんだ。

「ああ、そうか」

〝人ならざるもの〟の無法を許さず秩ちつ序じよの保たれた、いい逃げ場所がある。

「なあ、実尋市って知ってるか？」

「……噂うわさは聞いたことある。行ったことないけど」

　果乃はそう答えた。不快そうに顔をしかめたように見えた。

　――気のせいか？

　引っかかるものを覚えつつも、俺は話を続けた。

「だったら話が早いな。よかったら実尋市に来てみないか？　俺たち、そこに住んでて、これから帰るところだったんだ。ついでだから送っていくよ」

　多分、彼女にとってもそれが最良の選せん択たく肢しのはずだ。

　しかし――果乃は首を横に振った。

「断らせてもらう。悪いけど」

「どうして？」

「実尋市のことは、確かに話に聞いて知ってるんだ。『人と人外が共に暮らす街だ』ってね。でも――いや、だからこそ、あたしはそこに世話になる気にはなれない」
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「逃げられた――ってことか？」

　ソファに座すわったスキンヘッドの大男が低い声で言った。

　怒ど鳴ならないから冷静であるのかといえば、そうでもない。その証しよ拠うこに足元のテーブルは粉々になっている。報告を受けた彼かれが、言葉を発する前にまず蹴けり潰つぶしたのだ。

　とあるホテルの一室。

　広めの室内。それなりに値の張りそうな調度品。中央の革かわ張ばりのソファに腰こしを下ろしているスキンヘッドの前には、直立不動で男たちが整列している。

「どうなんだ？　口が無ねえのか、お前ら」

　手下らしき男たちは、皆みな怯おびえたように目を伏ふせた。

　と、そんな中、不意に大きな声が上がった。

「いやいやいやいや、兄弟、そういうことじゃない。単に今回はまだ捕つかまえるに至らなかったってこと。いいか？　あくまで『今回は』だ」

　サングラスをかけた金きん髪ぱつの男が、大げさに両手を広げている。

「次はできる、と？」

　スキンヘッドはじろりと発言者を睨ねめつけた。

「お前が保証してくれるってのか？　大おお神がみよぉ」

「も、もちろんだ、浦うら坂さかの兄弟」

　大神と呼ばれたサングラスは、幾いく分ぶん引きつった笑いを浮かべ早口で続ける。

「俺様自身が怪け我がを負わせて、後一歩まで追おい詰つめた。つまり、あとは捕とらえるだけってことだぜ？　俺様の追つい跡せき能力を信用してくれよ、兄弟」

「…………」

　無言のまま、スキンヘッドは手下たちを眺ながめる。ややあってから舌打ちをもらすと、顎あごをしゃくった。

「――行けよ。次はしくじるんじゃねえぞ」









二章　実尋市へ








　昼過ぎに家を出て数時間、夕焼けの中を俺おれたちは足早に歩いている。

　辛かろうじて舗ほ装そうはされているものの、人や車の気配がほとんどない山沿いの道。

　昼間のうちにアスファルトがたっぷりと熱を蓄たくわえていたせいか、日が傾かたむいても体感気温はなかなか下がらない。俺に常人以上の体力があるとはいっても、この中を進むのはなかなかの苦行だった。

　早朝から一ひと眠ねむりしてとりあえず動けるようになると、果か乃のはやはり俺の家を発とうとした。引き止めても聞く耳を持たないので、しかたなくこうしてついてきたというわけだ。

　あれだけの傷がすぐに治るはずもなく、果乃の表情に余よ裕ゆうは無い。痛みをこらえながら歩いているのがよくわかる。

「……なあ、本気で歩いて行くつもりか？」

「嫌なら帰れば？　そもそもあたし、一いつ緒しよに来てなんて頼たのんでないし」

　まっすぐ前を向いたまま、果乃は言った。この無愛想っぷりにもそろそろ慣れた。

「あんたも見てたでしょ？　あたしが駅の改札通ったところで捕まったの。近くの駅は間ま違ちがいなく押さえられてる」

　同様にバスも危険。タクシーは資金的な意味で論外。なので歩いていくしかない、とのことである。

　まあ、俺たちにとっては徒歩で行けないほどの距きよ離りじゃない。休きゆう憩けい時間を多めに取ることを考えても、二日というところだろうか。順調に行けば、の話だが。

　そう、出発は止められなかったが、実み尋ひろ市し行きは何とか承しよ諾うだくさせることができたのだ。

　俺は明け方のやり取りを思い出していた。







「人間のことが大だい嫌きらいだから」

　断る理由を彼女はそう説明した。

「だから、あたしは人間と一緒に暮らす奴やつらのことは理解できないし、そんなことをお勧すすめしてくる街には関わりたくない」

「と言っても、他に行くあては無いんだろ？」

「それは……」

　果乃は返答に困ったように黙り込んだ。

「中に入ればそれなりの保護が期待できる。気に食わないならそこから改めて身の振ふり方かたを決めてもいいだろうしさ」

「…………」

「今現在をどうにか凌しのがないと、その先はないんじゃないの？」

　――そんな感じで説得し、どうにか実尋市をめざす同意を取り付けたのだった。

　理由について踏ふみ込こんで訊きいたりはしていないが、言動から判断して人間が嫌きらいというのは嘘うそではないと思う。実尋市の住人である俺たちへの隔意も、確かに感じる。

　ただ、俺が肩かた入いれするのは、それが全すべてでもなさそうだと思ったからだ。

　例えば、自分の問題に他人、特に人間が巻き込まれるのを極力避さけようとしているというのも根拠の一つ。でなければ、もう少しマシな移動手段を選せん択たくするだろうしな。

　何か、内面に複雑なものを抱えているのかなあ、と思う。傷のことや追われているということもあり、要するに放っておけないタイプの子なのだった。

　今朝、改めて寮りように電話し、てとらさんに事情は伝えてある。一任するから、彼女を保護しつつ無事に実尋市まで連れてきてねえ、とのことだった。ただ――

「『天てん秤びんの会』の権限はあくまで実尋市内に限られるから、非公式で非公認な活動ってことになるんだ。できるだけ穏おん便びんにねー。あと、『天秤の会』としては――中でも特に私は、市外で力を貸すことができないから、気をつけてー」

　と、のんきな声でそんなことを言われた。

　人間界に住まう神、中でも強力な者たちは、お互たがい協定を結んでその力の行使に制限をかけている。下手に争あらそえば、周囲に及ぼす被ひ害がいがとんでもないことになるからだ。

『天秤の会』は実尋市内の秩序の維い持じが主な仕事である。逆に言えば、その役目を外れる部分で神としての強力な力を行使することは、協定違い反はんになりかねない。奴が力を使ったのなら、俺も私も――という事態を引き起こす可能性があるわけだ。

　どこか一国が核かくミサイルを撃うてば、報復に次ぐ報復で歯止めがかからなくなる、みたいなものかなと俺は理解した。人と人ならざるものの共存は、なかなか危あやういバランスの上でなりたっているものであるらしい。

　俺は思考を整理する。

　今回の仕事――果乃を護衛するに当たって注意しておかなければならない点。

　まず、『天秤の会』の援えん護ごを期待せず、〝人ならざるもの〟としての力もできるだけ使わずに仕事を果たさなければならないということ。

　二点目。てとらさんの力が使えないことにより、俺の切り札も使えなくなるということ。

　経路パスで繋つながった神の力を借りて、ごく一時的にではあるが力を飛ひ躍やく的てきに跳はね上あげるという絶対神の代行者としての能力、それが封ふうじられる。

　三点目。認にん識しき修正の結界が存在しないという事実を、忘れないこと。

　実尋市には常識外の出来事を目にした人間の記き憶おくを改かい竄ざんするという結界が張られているが、当然ながら市外にその効果は及ばない。つまり、人外の力をつかって目もく撃げきされれば、大おお騒さわぎになるということだ。

　まあ、道中が平へい穏おん無ぶ事じであれば、どれも気に留める必要のないことばかりである。俺としてはそういう旅になることを期待したいところだった。







　黙もく々もくと足を進めていると、ポケットの中で携けい帯たいが鳴った。

　見ると奏かなでからメールが届いている。親おや父じが家に帰ってきたとのことだった。実家に危険が及ぶ可能性は低いと思っていたが、これで完全に安心だろう。

　実は家を出るとき奏もついて来たそうな様子を見せたのだが、さすがに同行を認めるわけにはいかず置いてきたのだった。果乃が心配なのと、一人では寂さびしいの、両方の理由によるものだろうが、危険がある以上許可できない。

　――でも、これからはメールや電話だけじゃなく、ちょくちょく顔を見せに帰るとしよう。うん。

　さて、もう一人の同行者はというと――

「……ねえ、その子、ほんとに大丈夫なの？」

　果乃は俺の背中に目をやり、そういった。

「お気き遣づかい、無く」

　亜あ夜や花かは力無い声で強がった。

　早々に力ちか尽らつきたので、例によって俺に背せ負おわれているわけである。

「だから、お前は電車で行けって言ったのに……」

　どう考えても、徒歩でついてくるのは無理だから先に帰そうとしたのだが、がんとして聞き入れなかったのだ。そういうキャラだっけ？　こいつ。

「……天たか人とさん、一人じゃ、心配ですから」

「大丈夫だっての」

　むしろ亜夜花がどこまで耐たえられるか、非常に不安である。背負って歩くこと自体は大した負担でもないからいいが、暑さまでどうにかできるわけではないのだ。

「でも、天人だって同じだよ」

　そこで果乃が口を挟んだ。

「あたしがいいって言ってるのについてくるわけだし」

　意外な方面からの指し摘てきに俺はやや狼ろう狽ばいする。

「いや、それは、そうなんだけど――」

　と、口を開いてみたものの、いい反論を思いつくことはできない。

「えーと、まあ、おせっかいついでというか。到とう着ちやくまでちゃんと見届けたいし、先に帰って、万一、果乃が実尋市まで辿たどり着つかなかったら気をもむことになるし……」

「……変な奴ら」

　果乃は小さく肩かたをすくめた。

　道は本格的に山間へと入り込んでいく。このあたりまで来ると、これまではちらほらと目に付いていた人家や人通りがほとんど見られなくなるようだ。

「まだまっすぐでいいんだよな、亜夜花？」

「はい」

　亜夜花は俺の背中で携帯を見ながらナビ役を務めている。

　果乃がしぶしぶながらも俺たちの同行を認めたのは、道案内の必要性があったからというのも大きいだろう。彼かの女じよには土と地ち勘かんが無く、携帯も地図も持っていないという。

「次の橋を渡わたったら下へ」

「……下？　橋の下にでも潜もぐるのか？」

「地図上の下、です。……南でしたっけ？」

「いや、どっちにしてもわかりにくいよ。進行方向から見ての右左で言ってくれれば……ああ、そういや地図みた経験なんてほとんどないもんな」

「…………」

　別にからかったつもりはなかったのだが、む、とプライドを傷つけられた様子で亜夜花は黙った。

　俺たちのやり取りを不思議そうな表情で眺めていた果乃が、口を開いた。

「あんたたち、どういう関係なの？」

「どういう……って、同居人、かなあ？」

　俺は答える。他に適当な言葉も浮うかばない。

「あっそ」

　果乃は微びみ妙ような表情で言った。『はいはい、ごちそうさま』的な。あれ、誤解されたっぽい？　弁明したほうがいいのだろうか。

　背中の亜夜花が何か反論するかな、と思ったが、黙ったままだった。暑さにやられてそんな元気もないのかもしれない。

「で、この子が動けないのは、何か種族上の制約なの？　氷や水に属する妖あやかしとか」
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「いや、単に体力がないだけだ」

「……なんで連れてきたんだよ」

「んー……成り行き？」

　より正確に言えば『せっかく自分から動く意欲を見せてるんだから、不安を感じながらも強くは止めなかった』ということになるが――果乃には何考えてるんだというような、呆あきれた顔をされた。

　まあ、そう思われても仕方ない。通常時はまったく役に立たないし。本来は俺より遥はるかに格上の存在なんだけどな。

「天人が責任持って護まもってあげなよ。――亜夜花だっけ？　あんたも、辛つらかったら言いなさい。休憩取るから」

「……そうします」

「そういうお前は大丈夫なのか？　傷口が痛んだりは？」

「大だい丈じよ夫うぶ。まだまだ行ける」

　果乃は即そく答とうする。

　額面どおりに受け取るわけにはいかなそうだな、と俺は思う。いかにも強ごう情じようで、死んでも弱音をはかないタイプっぽく見えるしなあ、こいつ。

　しかし、護るといえば――

「果乃の敵――いや、仲間なんだっけ？――が追いかけてくる可能性ってあるかな」

「敵でいいよ。あたしはもう抜ぬけて来たんだから」

　そして少し考えてから、果乃は続けた。

「追ってくる可能性はほとんどない、と思う。追跡に駆かり出だされてるのは多分最大でも二〇人ってとこだけど、近くの駅やバス停に張り込む程度ならともかく、その人数じゃすべての逃走経路を二十四時間見張るのは無理だ。それに、奴らはあたしたちの目的地も知らない。あんたの家を出た時点でつけられてなければ、大丈夫」

「何か、こっちを探さぐるような特とく殊しゆな能力を持ってたりは？」

「あたしたちの種族には、さほど霊れい的てき魔まじ術ゆつ的てきな素質はない。体動かすのが得意なタイプ。だから遠方からこっちの居場所を知るような手段はないはず。あたしの知る限りはね」

　なるほど。ひとまずは納なつ得とくできる説明だった。

　俺は振り返って背後を見る。歩いてきた道路が延びているだけで、人ひと影かげはない。一応ここまでも注意を払はらっていたが、確かにつけられているような気配はなかった。

　となれば、途とち中ゆうの駅から電車移動というのもありかもしれないな。

　果乃が一度駅での待まち伏ぶせを受けたことで警けい戒かいしているのと、争いになった場合他人を巻き込む可能性が高いので避けてきたわけだが、危険が無いとわかれば選択肢として考こう慮りよできるだろう。

「んじゃ、差さし迫せまった脅きよ威ういは無いみたいだし、そろそろ休憩にするか」

　俺は言った。

「……賛成」

　亜夜花が力無い声で同意する。

「え、でも、できるだけ先に進まないと――」

「焦あせること無い。先は長いんだから、回復させながら行ったほうが結局は効率がいいよ」

　俺の言葉に、果乃は一つ息を吐はいて立ち止まった。

　あっさり指示に従ったということは、こいつもかなり辛いのかもしれない。絶対自分でセーブできないタイプだし、注意して見ている必要がありそうだ。

　俺たちは目立たないように少し山側に入り、大きな木の根の上に腰を下ろした。

　呼吸を整え、ペットボトルの水で喉のどを潤うるおす。

「――ね、あんたたちは人間の中で暮らして長いの？」

　ややあって、果乃がそう問いかけてきた。

「俺は生まれたときから。半分人間だしな。実尋市に引ひっ越こしたのは今年の春」

　考えてみればまだ数か月だ。ずいぶんと密度の濃こい経験をしているから、もっと長い気がしていたのだが。

「……私は、二年と少し」

　と亜夜花。そういえばこいつが『天てん秤びんの会』に入った経けい緯いについて、詳くわしく聞いたことなかったな。てとらさんが引っ張ってきたらしいけど、何かきっかけがあったのだろうか。

「人間の中で暮らしててさ、その……嫌いやにならない？」

　果乃は微妙に視線を外したまま、さらに続けた。

「嫌、というと？」

「自分は異質だとか、決して人間の中にとけ込めないとか感じたりとか」

　亜夜花は複雑な顔で口をつぐんでいる。答えにくい質問だろう。ひきこもりだから――ではなく、そうなるに至った経験ゆえに。

「思うこともあるけどね」

　俺はそう答えた。

「でも、それは人外である俺が人外のグループの中に居たとしても起こるだろ。あるいは、仮に俺が純じゆ粋んすいな人間で、人間たちのグループに所属していたとしても。逆のことも言えるよ。誰だれがどんな集団の中に入ったとしても、うまくやっていける可能性は常にある」

　たとえば梨り玖くはかつて人間だったころ、事故で家族を亡なくし、人間の中で自分の居場所を見失った。

　あるいは、自分を人間の中の異物と見なしていたコウタは、今、それなりに学校を楽しんでいる。

　万ま那なさんは人間界での生活を謳おう歌かしているし、その兄である一ひ二ふ三みさんは人間文化に首まで浸つかっていた。

　多分、それは生まれによって結果が決まるというものではないのだ。

「果乃は、なんで人間が嫌いなんだ？」

「……色々、あったから」

　一いつし瞬ゆん迷うような表情を見せたものの、返答は短かかった。

　うーん、と俺は内心で眉まゆを寄せる。もう少し突っ込んだ話をしてもいいものだろうか。こういうときどこまで踏み込むかは難しい問題だ。足りなくてもやりすぎても後こう悔かいする。

　まあ、退くか進むか迷ったときには進むのが俺のやり方なんだけどな。

（とりあえず――）

　自分たちが『天秤の会』で、実尋市の運営に関かかわり、人と人ならざるものの融ゆう和わを進める立場にある――まずそれを伝えてみようと思った。

　だが俺が口を開こうとしたそのとき、果乃が先に問いを発した。

「ねえ、実尋市に住んでるなら、『天秤の会』って連中、知ってる？　中心になって、人との共生を進めてる奴らなんだって聞くけど」

「――え？　あ、ああ、まあ」

　俺たちがそうだと即そく座ざに言えなかったのは、彼女の表情がどう見ても『天秤の会』に対して好意的ではなかったからだ。

「そいつらがどうかした？　知り合いとか？」

「会ったことはない。でも、不信感は持ってる」

　果乃は硬かたさの感じられる声でそう言った。

「個人がどう人間とつきあおうと勝手だと思う。人間と仲良く暮らしましょうという〝人ならざるもの〟がいたとしても、別にいい。でも、なんでそれを集団で推おし進すすめようとするの？　まるでそれが絶対的に正しい理想であるかのように。人の中で人のふりして生きるのが『正解』で、そうしないことは『不正解』なの？　あたし、そういうのがすごく嫌なんだ。納得が――」

　一気に言い、そして、不意に言葉を切ってため息をついた。

「ごめん、ちょっとイライラしてるのかも。あんたに言ってもしょうがないのにね」

「あ、ああ」

　言葉の選択に困り、俺は口ごもった。

　果乃は気分を落ち着けるように間を置き、そして再び口を開いた。

「『天秤の会』なんだけど……あたしが信用することができないのは、今言った他にもう一つ理由があるんだ。数年前の――」

　そのとき、言葉を遮さえぎるように亜夜花が声を上げた。

「天人さん、気配」

　俺は一瞬で気持ちを切きり替かえ、立ち上がる。

「方向は？」

「山の上の方から――」

　亜夜花はそこでかすかに眉を寄せた。

「一直線にここを目指してます。――来ます」

　言葉と同時に、二人組の男が姿を現した。

　少し遅おくれて、果乃も立ち上がり身構える。が、傷が痛んだのかかすかにうめき声を漏もらした。無理をさせるわけにはいかなそうだな。

　男の一人が唇くちびるを歪ゆがめて果乃を睨にらみ付つけた。

「見つけたぜえ、果乃。ちょろちょろ逃にげ回まわるから、浦うら坂さかさんカンカンだぞ、おい。どうしてくれんだよ」

「知らない」

　果乃は吐き捨てるように言った。

「あたしはあいつの顔もあのハゲ頭も二度と見たいと思わない。そう伝えてって、言ったよね？」

　二人組は顔を見合わせて、くははははははとおかしそうに笑った。

　没ぼつ個こ性せいなチンピラなんで気が付かなかったが、よく見れば駅で果乃に絡からんでた奴らだな。

「そいつは自分で伝えるんだな。今、連れてってやっからよぉ」

　男が言うと同時に、背後から物音。

　振り返って眉をひそめる。亜夜花が新手の男に捕つかまり、首筋にナイフを押おし当あてられていた。

「おっと、お前も動くなよ」

　同じく俺おれの喉のど元もとにも白はく刃じん。こちらは俗にドスと呼ばれる短刀だ。

　これで男たちは合計四人。

「卑ひき怯よう者もの！」

　果乃が怒ど鳴なった。

「これはあたしたちのケンカじゃん！　この人たちは関係ない！」

「多少の犠ぎ牲せいは気にするなって浦坂さんに言われてるんでな」

「――――っ！」

　果乃が唇をかんだ。選択を間違えた。やはり巻き込むべきじゃなかった。――そんな後悔が見える表情だった。

「なあ、そこの兄ちゃん、親切心か助すけ平べご心ころか知らんが、こんな奴に手を貸したことが命取りだったなあ」

　前方の男が勝かち誇ほこったように笑った。

「ああいや、命が取られるかどうかは、これからのこいつの選択に懸かかってるわけだがね。どうだ？　兄ちゃんからも素す直なおになってくれるよう、果乃に頼たのんでみてくれねえか？」　　俺は男を無視して、右斜め後方に視線を向けた。

「……おい、亜夜花」

「何です？」

「お前、四人も居るって言わなかっただろ」

「二人だけだとも言ってませんよ。周囲に注意を払っておくのが当然なのでは？」

「…………」

　言い負かされる形になって俺は黙だまった。まあ、この場に万那さんが居たら、間ま違ちがいなくそう怒おこられるだろうなあ。

「それに、天人さんなら――」

「ああ、言わなくていい。その先はわかってるから。ちゃんとやるよ」

「おいガキ、ごちゃごちゃ喋しやべってんじゃ――」

「ちょっと黙ってね」

　背後の男が怒鳴ろうとした瞬しゆ間んかん、俺はその腹に肘ひじを入れた。

　がはっ、と空気を吐き出すと、男はあっさりと悶もん絶ぜつして崩くずれ落おちる。

「う、動くな！」

　亜夜花担当の男が、ぐいとその首に刃はを押し当てた。人ひと質じちは不快そうに眉をひそめる。

「亜夜花！」

　俺は声を上げ、そのまま突とつ進しんした。

　おとなしくなると思っていた男にとっては、予想外の行動だったのだろう。人質を盾たてに取るか手放して俺に対応するかで一瞬迷い、その間に殴なぐりとばされた。後方の木の幹に頭を打ち付け、伸のびてしまう。

　ちなみに亜夜花の名前を叫さけんだのは、その身を案じたからではなく制止のためだ。体力的には虚きよ弱じやくなひきこもりだが、生死を司つかさどる神である。その気になればこいつ程度の生命は一瞬で消し飛ばせる。

「……やりませんよ」

　亜夜花が不服そうに小声で言った。

「そういうのダメって教えたの、天人さんじゃないですか」

　果乃と二人の男はぽかんと口を開いていた。

　亜夜花が伏ふく兵へいの二人に気付きつつあえて口にしなかったのは、誘おびき出してから一いち網もう打だ尽じんにすることを狙ねらったからだ。もちろん、目の前の二人も逃がすと面めん倒どうなことになる。できるだけ争いは避さけたいが、どうやら、この場は選せん択たくの余地がない。

　なら、俺の役割を果たさないとな。

「はいはい、怪け我が人にんは休んでろ。こういうのは俺の仕事だ」

　肩をぐるぐる回しながら、前に進み出る。

　果乃が我に返った。

「だ、だめ、逃げて。こいつらまだ本気を――」

「舐なめんな、ガキが」

　果乃の言葉を遮り、男の一人が歯を剥むいて威い嚇かく。と同時に、二人揃そろってその姿が変わっていく。

　額から角が生える。

　筋肉が大きく盛り上がり、上半身の衣服が破れ散る。

　露あらわになった皮ひ膚ふが濃い赤しや銅くど色ういろに変化していく。

　そして――一回りでかくなった男たちが、俺を見下すように笑っていた。

「……なるほどな」

　俺は呟つぶやく。この姿を見れば、正体は一いち目もく瞭りよ然うぜん。日本において実にメジャーな〝人ならざるもの〟だ。

「楽に死ねると思うなよぉ？」

　牙きばの並んだ唇を歪めて笑い――それを合図とするかのように、二体の怪かい物ぶつは雄お叫たけびをあげ、地面を蹴けった。







「――いわゆる〝鬼おに〟って奴やつだよな、こいつら」

　俺は気絶させた男たちを山中の人目に付かない藪やぶの中へ隠かくすことにした。面倒そうな顔で歩いて同行する亜夜花（俺が男四人分の体を抱かかえていたため、背負ってやれなかったのだ）に頼んで、しばらく目が覚めないよう生命力を低下させてもらう。

　まだ仲間が居るはずだ。俺たちを発見したこと、襲しゆ撃うげきが失敗したことが伝わるのを遅らせて、その間にできるだけ距きよ離りを稼かせぐ算段である。

「……終わりました。二四時間は寝ねてるでしょう」

「ありがとな。んじゃ、戻もどるか」

　亜夜花はくいっと俺の袖そでを引く。どうやら帰りはおぶっていけということらしい。まあいいか、と背中を貸すことにする。

「――しかし、あんまり歯は応ごたえは無かったなあ」

　伝承やおとぎ話だと、大たい抵てい怪かい力りき無む双そうの暴れ者なんだけど。

「あなたの格だって相当に高いのですよ」

　自己評価が低すぎるんです、天人さんは――となぜか少し不ふ機き嫌げんそうに亜夜花は言った。

「そもそも、天人さんの普ふ段だんの相手を考えれば、当然の帰結でしょう」

「まあ、なあ」

　こいつらは、千せん那なさん万那さんのようなあり得ない存在はもちろん、ウルリカと比べても格が違ちがいすぎた。彼女たちに比べれば赤子も同然だ。それに俺には、亜夜花の兄貴であるあの大おお蛇へびを筆頭として、強力な人外の存在とやりあってきた経験もある。

　つまりは、日々の積み重ねの成果が出ているのだろう。着実に強くなっていることを実感できるのは、素直に嬉うれしかった。

　果乃のところに戻ると、彼女は木の幹に背中を預けて立っていた。まだ驚おどろきから覚めやらぬ顔をしている。

「片づけてきた。丸一日は動けないはずだ。――出発できるか？」

「え……あ、うん」

　果乃は、あいまいな生返事をした。

「あの……強かったんだね、天人」

「大したことないよ」

　別に謙けん遜そんではない。毎日思い知らされている。

「ただ、あの程度の相手なら簡単にあしらえるし、あてにはしてくれていい。果乃には怪け我がもあるしな」

　果乃は何とも言いようのない表情を作った。

「あの、それって、どういう……」

「俺にお前を護らせろってこと。いいよな？」

　あえて大げさに胸を張る。

「もう十分巻き込まれてるんだ。今いま更さら余計な気を遣つかうなよ」

「でも――」

「一度手を貸すといったら聞きませんよ、この人」

　と、ため息をつきたげな口調で亜夜花が言った。

「さっさと折れた方が時間と手間の節約になります」

「…………」

　果乃は少し悩なやんだあと、顔を上げて言った。

「うん。――お願い。あたしを――護って」

「おう、任せとけ」

　笑え顔がおで胸を叩たたく。

　果乃も笑い返そうとし――そして不意に足をもつれさせると、しりもちをついた。

「あ、あれ、変だな、力が……」

　笑っているのに、なぜか泣いているように震ふるえる声。

　ああ、そうか――と俺は理解する。

　気が強くてしっかりしているように見えても、この子は本当に怖こわかったんだろう。追いかけ回されて、誰も信用できなくて、孤こ独どくで、辛い旅を続けてきたのだ。

　俺は果乃の手を握にぎって、立ち上がらせた。

「大だい丈じよ夫うぶだ。もうお前は一人じゃないから」

　果乃は俺の顔を見つめて、そしてうんと小さく肯うなずいた。幼い子どものような表情だった。妙みように可愛かわいらしく感じられて、俺は思わず微びし笑ようを浮うかべる。

　そして――ぐえ、と声を上げた。

「……おい、亜夜花、なにすんだよ！」

　背せ負おわれたまま背後から腕うでを巻き付け、俺の喉をきゅっと絞しめたのである。非力なのでダメージは無いに等しいが、完全な不ふ意い討うちだった。

「何か、腹が立ったので」

「お前の不機嫌のツボがさっぱりわかんねえよ！」

　どういう思考回路なんだ、まったく。

　果乃はきょとんとした顔でそんな俺たちを見、そしてくすくすと笑い出した。それは出会ってから初めて見せる、無防備な笑顔だった。







　念のため果乃の傷が開いていないことを確かく認にんし、俺たちは再び歩き出した。

「……そういやさ、果乃って幾いくつなんだ？」

「歳とし？　一五。人間で言えば中学三年生相当。学校には行ってないけどね」

　基本的に老化の速度は人間とほぼ同じなのだという。

　ついでに、鬼族についての詳しい話を聞いた。

　人化の能力と、人間を上回る体力を生まれながらにして備えている。ただし、全力を出すには鬼本来の形態にならなければいけない。魔まじ術ゆつ呪じゆ術じゆつの類たぐいは苦手だが、まれに特殊能力を使える例外も存在。

「敵は二〇人程度って言ってたけど、強さはだいたいさっきの奴らと同じくらいと考えていいのか？」

「全員を直接知ってるわけではないけど、基本的にはそう。ただ、ボスの浦坂は飛び抜けて大きくて、強い。あとその直属何人かもさっきのよりは実力があると思う。――だから、あの、できれば戦わないでほしい」

「覚えとく」

　そもそも俺たちの目的は果乃を実尋市まで送り届けることで、戦って勝利することではない。俺としても可能な限り戦せん闘とうを回かい避ひする方針だ。

「――もう少し詳しく話すよ、事情」

　多少なりとも気を許してくれたのか、果乃はそう前置きして口を開いた。

「前に仲間割れって話をしたよね。だいたいわかると思うけど、あたしは所属していたコミュニティを脱だつ走そうして追われてる」

「脱走の理由は？」

「……簡単に言えば、嫌いや気けがさして」

　鬼たちの一族を中心とした、山間の小さな集落。

　産業といえば畑仕事や樹木の伐ばつ採さい。出で稼かせぎにしても、せいぜい恵めぐまれた体力を生かして日ひ雇やといの土木工事程度。

　しかし、最近になって犯罪まがいのことに手を出す者が増えたのだという。人間のヤクザ、悪徳企きぎ業ようなどから暴力や不法行こう為いの絡む仕事を請うけ負おう者が出始め、その数を増やし、やがてコミュニティのかなりの数が後ろ暗い仕事に関わるようになった。地道に働くよりも、はるかに実入りがよくなるという事情が大きかったのだろう。

　果乃自身は両親を亡くしており、農業を営んでいる親族の手伝いをしていたそうだ。

　が、あるとき裏仕事グループのリーダーである浦坂から誘さそいがかかった。もちろん断ったが、その直後から嫌がらせが繰くり返かえされるようになった。畑を荒あらされたり、納な屋やや備品を壊こわされたり、ときには知人たちへの暴力も。

　世話になっている親族にも迷めい惑わくがかかるので、形だけグループに加わることにしたのだが……犯罪行為の実態を知るに至って耐たえられなくなった。

「奴らが請け負ってたのは恐きよ喝うかつ、強ごう盗とう、麻ま薬やく売買とか色々。力が強いから物騒な仕事が多かったな。依い頼らいに従って誰かをさらったり痛めつけたりとか。――確証はないけど多分、人殺しもしてたと思う」

　表情が嫌けん悪おに歪む。

「あたし、人間は好きじゃないけど、人間を傷つけたり飯の種にしたりするのがいいことだとも思わない。あと……他にも色々我が慢まんできないことがあってね。でも、単に抜ぬけるだけじゃ、また嫌がらせされるだろうし……だから、考えた末、集落から完全に離はなれることにした」

　そして、俺が目もく撃げきした駅での一件へと繋つながるわけだ。

　駅から逃げた後、徐じよ々じよに追おい詰つめられ俺の家の近くで捕まってしまった。怪我を負いながらも何とか振ふり切ったのだが、公園に隠れたところで力ちか尽らつきた。

「そこを俺に拾われた、と」

　かなりギリギリのところで幸運が味方したわけだな。

「もうちょっと状じよう況きよう整理したい。質問、いいか？」

「う、うん」

「追いかけてくる可能性はほとんどないと思うって言ってたけど、実際はあいつらが現れたよな？」

　あの四人の男たちはこちらの居場所をかなり正確に把は握あくしていたようだった。

「う……ご、ごめん」

　申し訳なさそうに身を縮める果乃。

「いや、責めてるんじゃない。ただ、そうなった理由について心当たりはないかな？」

　しばらく考えてから、果乃は首を横に振った。

「わからない。ただ、浦坂は色々なところに付き合いがあったし、手下たちの数もどんどん増やしていた。だから、もしかしたら追つい跡せきとか、居場所特定とかできる奴が入ったのかもしれない」

　ふむ。まあ、偶ぐう然ぜん俺おれたちを見つけたってことはないだろうな。

　こちらの居場所を察知されているとして、それはどういう手段によるものだろうか。

　例えば犬が臭においを辿たどるように、こちらの痕こん跡せきを追って来た？

　いや、その可能性は低いと思う。その場合、俺たちと同じルートを通って追いかけてきたことになるが、見通しのよい道路で後ろを確認してもそれらしい気配はなかった。一応、俺もずっと背後に気を配ってはいたのだ。

　では考えられる他の手段。

　以前にコウタがやっていたように、魔まじ術ゆつで位置を割り出した？

　あるいは感覚を共有した使い魔ま的なもので、俺たちを追つい尾びしている？

　――んー、そういう方法を使われていた場合、警けい戒かいのしようがないな。少なくとも俺の能力の範はん囲いでは無理だ。

「亜夜花、何か感じたか？」

　俺の問いに、背中に乗っかった冥めい界かいの神はいいえ、と答えた。

「魔まじ術ゆつ的てきな手段の可能性はないと思います」

「亜夜花って魔まじ術ゆつ師しなの？」

「……肉体労働よりは、そちら向きですね」

　その辺は改めて主張するまでもなく、一目瞭然だろう。

「念のために訊きくけど」

　俺は前を行く果乃に聞こえないよう声を落とし、亜夜花に言った。

「もっと上のレベル、お前の感知能力を超こえた力が俺たちを監かん視ししている可能性は？」

「ありません」

　小声ながら、はっきりとした返答だった。

「私たちに対して直接的に干かん渉しようしてくる力があるなら、見み逃のがしません。もう絶対に」

　少し前、奏がとある事件に巻き込まれた際、ちょっかいを出してきた神の力を亜夜花が見落としてしまうということがあった。責める気はないが、相当に責任を感じていたようだ。色々と思うところがあるのだろう。

「了りよ解うかい。信用してるよ」

　まあ、亜夜花を上回るほどの神格がいるなら、ヤクザと組んで恐喝だの強盗だのというせこい真ま似ねをしたりはしないだろうしな。

　しかし、そうなると――やっぱり話は振り出しだ。敵がこちらの位置を知ることができる可能性はかなり高い。そして、その手段は不明。

　監視されているなら、さっきの四人を気絶させても時間稼ぎにはならない。追手が退けられたことを知ったなら、今度は更さらなる戦力を一気に投入してくるだろう。その場合、どのくらいの時間的猶ゆう予よがあるか。

　――どうも後手後手に回っていて、嫌いやな感じだな。手持ちの判断材料が少ないので、悩んでも仕方ないのだけど。こちらにできるのは、せいぜい追跡を想定してなるべく複雑なコースを移動することくらいか。

「私も一つ質問、いいですか」

　俺が考え込んでいると、背中から亜夜花の声がした。

「果乃さんは、彼かれらの悪行に加わったことがあるんですか？」

「冗じよ談うだんじゃない！　実行グループに割り当てられた時点で逃げてきたよ！」

　果乃は憤ふん然ぜんとして言った。

　亜夜花は感情の読めない声でそうですか、と言い、そしてゆっくりと続けた。

「でも……なら、なぜ追われているんです？」

　――ああ、そうか。少し遅れて俺は亜夜花の言わんとすることを理解した。

　包ほう囲い網もうを敷しいてまで、必死に捕とらえようとする理由が見えないのだ。深く関かかわっているならさまざまな情報を知っているだろうし、口くち封ふうじということも考えられるのだが、話を聞く限り果乃は新米の下したっ端ぱであるらしい。大勢の人員を割さいて追いかけるほどの重要性はないはず。

「それは――」

　気まずそうな表情で、果乃は口ごもった。

「重要なものを持ち出したとか、何かでその浦坂ってボスの面子メンツをひどく潰つぶしたとか？」

　俺は口を挟はさんだ。考えられるとすればそのあたりか。

「……両方、かな」

「何をしたんですか？」

　亜夜花が問うと、果乃は再び顔を曇くもらせた。気が進まない様子で唸うなり声ごえをあげていたが、やがてため息を一つついて口を開いた。

「あたし、同族の中ではちょっとした稀きし少よう種しゆでさ。一つ特とく殊しゆな能力を持ってるんだ。浦坂としてはあたし個人より、その能力を手に入れたい。そしてそれをコミュニティ内から絶やしたくない。で――」

　果乃は心から嫌そうに顔をしかめた。

「言われたんだ。『俺の子を孕はらめ』って」
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「果乃の所に向かった四人と連れん絡らくが途と絶だえた、と」

　浦坂は平へい坦たんな声で言い、ゆっくりと立ち上がった。

「なあ、それは失敗した、と言うんじゃねえか？」

　恐おそろしいまでの圧力を感じたのだろう。報告をした手下は、ひ、と怯おびえた声を上げて腰こしを抜かした。

「俺おれはしくじるなと命じたよな？　お前は言われたこともできない無能なのか？」

「い、いえ、俺らは全力を尽つくして――」

「ああ、そうだろうな。全力を尽くしているのはよく知っているとも」

　優やさしい口調で言い――そして浦坂は足をゆっくりと上げる。

「でも全力を尽くしても命令を守れないんだから、やはり無能だな」

「や、やめ――」

　無視して足に力を込める。まるで、ゆで卵を踏ふみ潰すように。

　くちゃ、と湿しめった小さな音が響ひびいて、男の体が痙けい攣れん。そして動かなくなった。

「――片付けとけ」

　浦坂は男たちに向かってあごをしゃくり、それっきり死んだ手下のことは脳のう裏りから消し去った。一いち罰ばつ百ひや戒つかい。この程度の人員ならいくらでも居る。替かえの利きかない存在を手に入れるための消費物でしかない。

「いや、まあ、落ち着け落ち着け、兄弟」

　サングラスの男は弁明するように早口で言った。

「俺様のこの狼おおかみの鼻に間ま違ちがいはなかっただろ？　あいつらの居場所は見つけられた。単にこいつらが失敗しただけで――」

「黙だまれよ、大おお神がみ」

　大神は黙った。

　もっと自分たちは人間と関わっていくべきだ――そのように浦坂は考えている。

　そう、蹂じゆ躙うりんし、奪うばい取とり、支配するような存在であるべきだ、と。

　人間たちより遥はるかに強い存在である自分たちが、こそこそと隠れるような暮らしを強しいられる理由はどこにもないはずなのだ。

　だから、彼は自分の所属するコミュニティから変革していこうと思った。

　まず、金を稼ぐ。種族や素すじ性ようにこだわらず、人員を増やす。協力者を募る。そして、人間たちを利用しつつ、勢力を拡大していく。

　現在、グループには、集落出身だけでなく外からの流れ者もかなりの数存在している。

　例えば、現在浦坂の下でサブリーダー的な立場にあるこのサングラスの男、大神太たい陽ようは国外から流れてきた獣じゆ人うじんだ。腕っ節ぷしが強く、そこそこ使える。バカのくせに大たい言げん壮そう語ごと見栄っ張りな癖くせがあり時に苛いらつくが、組織の発展のためにはこういう奴も使いこなしていかなければならない。

　そして、自分たちが今追っているあのガキ、果乃。

　あれは同族の中でもかなり特異な力を持っている。手に入れておけば、人間の社会に進出する際、必ず役に立つはずなのだ。是ぜ非ひとも手元においておきたい存在である。逃にげられないように足を切り落としてでも。

　――切り落とす、か。

　口の中で反はん芻すうする。その発想はいいな、と浦坂は思った。首しゆ尾びよく捕らえたら、実行することにしよう。立つこともできなくなれば、あの跳はね返りも大人しくなるだろう。その後は徹てつ底てい的てきにいたぶりぬく。女としては未成熟もいいところだが、気の強さと反発心は実にいい。心が折られて目の光が消えていくのは、実に胸躍おどる光景となるだろう。

　……しかし、小こむ娘すめ一人にこうも翻ほん弄ろうされるとはな。

「俺も直接、出向くか。――大神」

「お、おう」

「お前も先頭に立って動け。俺の寛かん容ようさが底を尽く前にな」

「お、俺様も？　あ、いや、嫌いやってわけじゃないぜ、もちろん。ただ俺様にも都合というか、予定ってもんが……」

「…………」

「わかった。行くから睨にらまないで」

　大神はそう言って、こくこくと肯いた。
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「これで全部かな。――うん、買い忘れはなし、と」

　私はメモをチェックして肯く。

　たか兄たちが帰ってこなかったので何とか夜の分の食材は足りたものの、ストックがほぼ尽きてしまった。そんなわけで夕食後、近くのスーパーへ買い物にやってきたのだ。

　日はとっくの昔に沈しずんでいるし、午後九時の閉店前ということで肉や魚には半額シールが貼はられている。色々な意味で良いタイミングだった。たか兄に報告したら褒ほめてもらえるかな？

　会計を済ませて、スーパーを後にする。

　たか兄の帰りは、最速でも明日ということだった。トラブルが長引けば、当然それより遅おくれることになるだろう。『そういうことだから、しばらく寮の家事、頼たのむ』という直々のお願いをもらって、私は奮い立った。全力でがんばりますとも。

「それにしても……」

　私は小さく呟つぶやいた。

　――考えてみれば、こうやって外に出て買い物をするのは久しぶりだなあ。

　前回は学校行事の手伝いで山と寮との往復だけだったし。もしかして、あの寮に引ひっ越こしてから初めてってことになるのかな？

　ずっと寮の中に居ることについては特に不自由を覚えていなかったつもりだけど、それでも今の気分は新しん鮮せんだった。中の空気と外の空気は、味も匂においも肌はだを撫なでる感かん触しよくも、まったく違うものなのだ。

　――と、そのとき。

「よお」

　感かん慨がいにふける私を現実に引き戻もどすように、そんな声が意識に割り込んできた。

　路地裏。見覚えのある少年が民家の塀へいにもたれて立っていた。

「出てこられたみたいだな」

「てとらさんがあっさりと許可をくれたもので。ああ、別にあなたに会いに来たのではなく、買い物がメインの目的ですよ」

　私は買かい物もの袋ぶくろに目を落とす。生肉や冷れい凍とう食品も買ったから、できれば早めに冷蔵庫に片づけたいなあ。

「それで提案とは？　一応は聞きますけど手短にお願いしますね」

「つれねえの」

　結ゆいさんは小さく笑う。

「昨日、オレがてとらのところへ行ったのはな、ある頼みごとがあったからだ」

「というと？」

「『うちの亜夜花をそろそろ『天秤の会』から引き揚あげさせたいんだが』ってな」

「はあ。てとらさんの返事は？」

「断る、だそうだ。本人の意思を無視して決めることはできないってさ」

　だろうなあ。あの人なら多分そう言う。

「自分で亜夜花ちゃんを説得すればいいのでは？」

「いやー、オレは嫌われてるからなあ」

　くははははっ、と結さんは笑った。

「電話にすら出やがらねえのよ、あいつ。仮に話せたところで、オレの言うことなんか聞くはずねえしな。そこで提案となるわけだ。オレたちは利害が一いつ致ちしている。オレは亜夜花を連れていきたいし、そしてお前は――」

　塀から体を離し、結さんが正面から私を見る。ねっとりとした視線が私にまとわりつく。

「お前は、亜夜花を名な塚つか天人から引き離したい。違ちがうかい？　羽は村むら梨玖。あの半天使を手に入れるため、人間を捨てた吸きゆ血うけ鬼つきよお」

「…………」

「てとらの奴やつは、亜夜花の意思を問題にした。逆にいえば、あいつが自主的にオレたちの方に帰りたくなれば、障害はないってことだ」

　にいっと唇くちびるが歪ゆがむ。

「――だから、オレと組まねえか？」

「と、言われても。具体的にはどうするんです？」

「オレはお前に力を貸す。そしてお前は、亜夜花の居場所をあのニュートラルハウスから無くす。どうだ？」

「…………」

　ふむ、と私は考える。返事をする前に、結さんが続けた。

「ま、いきなり言われても決めきれねえだろうから、一つ判断材料をくれてやる。返事はそれを聞いてからでもいい。――亜夜花についての情報だ」

　特に断る理由は思いつかなかった。

「……続けてください」

　私はそう言った。









三章　鬼と人と








　二日目の朝。

　日が高くなるにつれ、山中の景色を覆おおっていたもやが薄うすくなっていく。今はまだ空気が爽さわやかだが、ほどなく呼吸のたびに肺の中にわだかまるような、不快な蒸むし暑あつさを味わわせてくれるようになるのだろう。

「傷、どんな具合？」

　俺は背後に向かって問いかけた。

「……問題なさそうですね。出血は止まっています」

　亜あ夜や花かが返答する。果か乃のの包帯の交こう換かん中だ。肌をさらす必要があるため、俺は手伝わせてもらえない。少し距きよ離りをとり、手持ちぶさたな気分で背中を向けている。

「い、痛！　も少し、やさしく！」

　果乃が悲鳴を上げた。

　まあ、血が止まっても傷が完治したわけじゃないからな。本調子に戻るにもしばらく掛かかるだろうし、今日もペース配分を考えながらいかないと――

「ちょ、包帯の交換でしょ？　何、その手！」

「……かさぶたって、剥はがしたくなりませんか？」

「ならない！　やりたきゃ自分で傷つくってやれぇ！」

「――何やってんだ、お前ら」

　俺は呆あきれてため息をついた。

　昨夜は古い納屋に入り込んで一泊ぱくさせてもらった。警戒していたが結局襲しゆ撃うげきはなく、俺たちは無事に朝日を拝むことができた。

　とはいえ、晴れていたのはごく早い時間のみで、もう嫌な色の雲が広がりつつある。携けい帯たいで確かく認にんした天気予報では、昼前から雨とのこと。降ふり出す前に距離を稼かせげるといいんだけどな。

　昨日、就しゆう寝しん前に電話でてとらさんに報告を入れ、ついでにコウタに代わってもらって少し話を聞いた。

『位置の探知？　魔術に関して言えば、探したい人物に縁えんのあるものがあれば難しくない。衣服や持ち物、髪かみの毛けなんかね。でもそれは方向や大おお雑ざつ把ぱな位置を絞しぼり込こむというレベルまでの話で、正確に居場所を特定するのには結構技術がいるよ』

　昨日の襲おそわれ方を思い出すと、相手はかなり細密な位置を特定したうえで挟きよ撃うげきしてきたような気がする。とはいえ、亜夜花は不ふ審しんな力を感じなかったと言っているし、亜夜花に気配を悟さとらせず魔術でこちらを探さぐるというのは不可能だろう、とコウタも請うけ合あっていた。

　今のところ周囲に敵の気配はない。

　そして相手がこちらの位置をマークしている手段は不明のまま。

　と、なると、途とち中ゆうから電車を使うというプランは諦あきらめざるをえないだろう。いつ襲撃があるかわからない以上、うかつに人ひと混ごみには出られない。昨日の四人組の俺たちに対する態度を見る限り、向こうは一いつ般ぱん人じんを巻き込んでも気にしないだろうし。

　結局、歩いて前に進む以外にできることはないようだった。敵と鉢はち合あわせさえしなければ、おそらく今日中に実み尋ひろ市しへ到とう着ちやくできると思うけど、さてどうなるやら。

　俺は携帯を取り出し、地図を表示させた。本日の移動ルートを検討するためだ。

　――電池にはもう少し余よ裕ゆうがあるが、できればどこかで充じゆ電うでんしたいなあ。

　途中で休きゆ憩うけいや食事をとれそうな場所は――と考えながら画面に視線を走らせていると、一つの街に目が留とまる。

　位置的には休むのにちょうどいい、が……なんだろう、どこかでこの街の名前を聞いた覚えがある。多分、行ったことはないはずだけど、どこで聞いたんだったか――？

「終わりましたよ、天たか人とさん」

　亜夜花の声に振ふり向むくと、果乃がむすっとした顔で立ちあがるところだった。

「んじゃ、行くか。――少しペース上げられるか？　山を抜ぬけて、まずは途中の街を目指そう。そこでちょっと休めば、後は一気に実尋市まで行けるだろ」

「街には寄らないとダメなわけ？」

　果乃は少し不服そうに言った。

「単に休むだけならどこででも可能だけど、飲み食いしとかないと、体が持たないだろ」

　俺も果乃も人間離ばなれした体力を持つが、その分エネルギーの消費も激しいのだ。昨日の出発時にコンビニで食料と水を買ったが、ここしばらくは人ひと気けのないルートを選んで進んで来たため、手持ち分が尽きかけていた。

「やっぱ、人間が苦手か？」

「…………」

　返事はない。相変わらず拒きよ絶ぜつの意思は強いようだ。ただ、街に寄ることに関してはそれ以上異論を唱えなかったから、その意味では譲じよ歩うほしているのかもしれない。

　もう少し踏み込んで、彼かの女じよの奥おく底そこにあるものに触ふれてみたいところだが――

（時間かけたほうがいいのかな）

　結局、俺は態度を決めかねている。

　俺たちが『天てん秤びんの会』だということは、まだ果乃に伝えられていない。一度タイミングを逃のがしてしまったし、実尋市や『天秤の会』によい感情を抱いだいていない果乃にあえて伝えることが、プラスになるのかどうか確信も持てない。

「……なあ、果乃の人間嫌い、どんな理由だと思う？」

　歩き出しながら俺は亜夜花に話しかけた。もちろん果乃には聞こえないように。

　今日はスタート時点から亜夜花は背中の上だ。疲ひ労ろう度どに関係なく俺たちの移動ペースにはついてこられないので、そのほうがタイムロスが少ないという判断である。

「さあ、何か嫌な記き憶おくがあるんでしょう。内心は本人にしかわかりません」

「そりゃそうだろうけどさ。もっとこう……何かないか？」

「と、言われても」

「そういや、お前も人ひと嫌ぎらいだったよな。このところちょっとずつ改善されてきたみたいだけど、いいきっかけでもあったのか？　果乃にも応用できるようだったら、何かのヒントになるかもしれないしさ」

「…………」

　黙ってしまった。

　ついでに不ふ機き嫌げんそうな気配も感じる。そう、例えば『なんであなたがそれを訊きくか』というような感じの。

　やがて亜夜花はため息をついた。

「ずいぶん、彼女を気にかけるんですね」

「性しよ分うぶんだしな。必要以上に踏み込むつもりは無いけど……」

　気になるものは気になる。

『どんな問題も解決できる』と言い張るほど思い上がってはいない。自分に様々な意味で限界があることは、身に染しみて知っている。でも、俺にできることがあるのかないのか、せめてそれくらいは知りたいと思うのだ。

「…………」

　亜夜花はまたため息をついた。今度は苛いら立だったように。

「……何か、怒おこってる？」

「いえ、別に」

「でも――どう見ても機嫌悪そうなんだけど……」

「現状に不満があるかないかと言えばあるんですが、不満を解消してしまうのが正しいことだとも思っていません。あなたはあなたであり、そういう人なのですから」

「……意味がさっぱりわからない」

「――天人さんの好きなようにすればいいということです」

　やっぱりよくわからないことを、亜夜花は言った。







　日が中天に差しかかろうとしている。

　しばらく歩いたが、やはり後をつけられているような気配はない。もちろん襲撃も、だ。

　亜夜花の携帯のナビに頼たよりつつ、方向を変えたり回り道したりと色々進路を工く夫ふうしているのだが、その効果が出ているのかもしれない。もちろん楽観はできないが。

「にしても蒸し暑いなあ……」

　俺はぼやく。返事はない。背中の亜夜花は半死半生で声を出す元気もないようだし、前を行く果乃は振り向いて『わかりきったことをいちいち言うなバカ』と表情で語った。

　太陽は雲に隠かくれがち。しかしその分、湿しつ気けがひどいのだ。ちょくちょく休憩は取っているが、気温天候の問題は解消しようもない。

　人ひと気けのないところを選んで移動しているので、自然、周囲の景色には緑が多くなる。人工物の多い地域に比べて山中や森林は多少気温が低くなるというような話を聞いたことがあるが、あれは本当だろうか。

（ってことは、街中はもっと暑いのかなあ）

　実尋市の寮のみんなはどうしてるだろう。クーラーをガンガンに効かせてるのかな。あれ、電気をアホみたいに食うからできれば自重して欲ほしいんだけど。ああ、でも亜夜花がこっちに出てきてるから、一部屋分クーラー代は節約できてるよな――などと取りとめもないことを考え、そしてふと思い出した。

「なあ、果乃」

「――何」

「昨日だったか、お前、数年前に『天秤の会』がどうとか言いかけてたよな。あれ、何だったんだ？」

『天秤の会』が信用できないという話をしていたときだ。ちょうどあの四人組が襲ってきたので、そのままになっていたが。

「ああ、途中だったっけ」

　果乃は少し歩調を落として、俺たちの横に並んだ。

「人づてに聞いたことだけどね――二、三年前だったか、実尋市の人間と〝人ならざるもの〟たちの間で戦争が起こった。被ひ害がいは甚じん大だいで、どちらの側にも犠ぎ牲せい者しやが出たそうだよ」

「戦争？」

「大規模な殺し合い。そして『天秤の会』もそこに加わっていたって、そう聞いた」

　俺おれは眉まゆをひそめた。にわかには信じられないような話だった。

「……亜夜花は知ってたのか？」

　背中の上に尋たずねる。

「その時期に大きな揉もめ事ごとがあったという程度なら。ただ、私が実尋市で暮らし始めたのは、そのあとのことですから……」

　戸と惑まどったような声だった。詳くわしくは知らないということか。

　時期的に一致するのは――一ひ二ふ三みさんが身体を失うに至ったときのこと？　俺もその事件の詳細に関しては聞かされていないが。

「あたしだって、別に聞いた話のすべてが事実だと信じ込んでるわけじゃない。でも、その種の事件があったことは確実なわけだよね。人と〝人ならざるもの〟が一いつ緒しよに居れば衝しよう突とつの危険があることは誰だれにでもわかる。そこに加わっていたって噂うわさの真しん偽ぎは置くとしても、『天秤の会』はそれを防ぐことができなかった。にもかかわらず、まだ人との共生なんて絵空事を推進してる。どうして？」

「…………」

「今度は防げると思ってるのかな？　それとも、年数を重ねればいつかは分かり合えて争いがなくなると思ってる？　どっちにしても、夢を追いかけすぎて頭がお花畑になっている、とあたしには感じられる」

　強い口調で言い、そこで果乃は何かに気付いたように表情を改めた。

「あー、いつも熱くなりすぎるなあ、あたし。――別にあんたたちを責めるつもりはないんだ。実尋市に住んでるのもそれぞれに事情があるんだろうし」

「いや……うん、ごめん」

「？　なんで謝あやまるの？」

　俺は返答に窮きゆうした。

　先日の奏かなでの件もそうだが、俺には関かかわることのできない領域が多くある。もどかしさを覚える。できればすぐにでも寮に電話して、てとらさんに事情を聞きたいところだが――今、優先させるべきはそのことではない。後回し、だ。

「……あと一キロ足らずで街に入ります」

　肩かたの上から亜夜花が淡たん々たんと言った。

　俺たちはいったん足を止めた。相変わらず追っ手の気配はないが、人の居る場所に向かう以上、幾いく重えにも注意を払はらわなければならない。

「俺が先に行って様子見てくる」

　待まち伏ぶせされている危険を考こう慮りよしてのことだ。人が居るところに出たとたん囲まれでもしたら、これまでの努力が無む駄だになる。

「昨日気絶させた四人はまだ意識が戻らないはずだから、俺の顔が割れている可能性は低い。ただ、俺が純じゆ粋んすいな人間じゃないことが分かるとちょっとまずいけど――」

　地方の小都市だ。堂々と表を出歩いている人外というのはおそらくほとんどいないだろう。鬼おにたちが先着していて、俺が人ではないとばれてしまえば、それだけで警けい戒かいされる理由になる。おまけに俺は自分の気配を隠す術すべを持っていない。

「あたしの知る限り、そこまで鋭するどいのはいないはず。……多分」

　果乃の言葉は幾いく分ぶん歯切れが悪い。

　果乃自身は初対面で俺が人間じゃないことに気付かなかったから、彼女と同レベルの相手ならば大だい丈じよ夫うぶのはずだが――おそらく、断言できるほど全員の能力を把は握あくしてはいないのだろう。追ってこないはずだった敵が追ってきていることもあって、慎しん重ちようになっているのかもしれない。

「ま、大丈夫な方に賭かけるか。どうあれ、誰かが偵てい察さつに行かなきゃいけないわけだしな」

「私が行くという選せん択たく肢しもありますけど」

　珍めずらしく亜夜花が手を挙げた。

　亜夜花なら完全に神気を隠すことができるから、確かに感知される心配はない。

　しかし俺は首を横に振った。

「いや、俺が行くよ。お前は目立つし、地元民に見えないだろ？」

　人目を引く外見だし、芝しば居いも下手。体力的な問題で、臨機応変に対応するのも難しいだろう。結局は俺が一番適任だ。

「……もし、敵を見つけても戦わないでね。特に浦うら坂さかは本当に強いから」

「ああ、がんばって逃にげてくるよ。何かあったら亜夜花の携帯に電話する」

　果乃と亜夜花には、道路を外れ林の中で姿を隠して待っているように指示を出し、俺は一人で偵察に出た。

　三人そろってクーラーの効いたファミレスあたりで休憩が取れればベストだ。だが、そのためにはまず、安全を確認しなければならない。

　敵がこちらの進行ルートを予測なり把握なりしていると仮定する。そのうえで見張りが置かれているとしたら、どのあたりだろうと考えてみる。

　優先順位的には街の出入り口。そして余よ所そ者ものが立ち寄りそうな場所――という感じかな。

　例えば幹線道路脇わきにあるコンビニ。大きめの駐ちゆう車しや場じようがあるあの辺りなら、うってつけだと言えるだろう。

　通行人を装よそおいつつ遠目から観察する。

　駐車場には地元ナンバーではない車が停とまっていた。中には男が二人。気を張ってじっと外を眺ながめているようだ。

（ドライブ中の休憩には見えないよなあ……）

　携帯のメールをチェックするふりをして足を止め、もうしばらく観察。

　やがて、もう一台車が駐車場に入ってきた。乗員同士が二言三言言葉を交かわし、やがて、新しく来た一台を残してもう一台が走り去っていった。

（見張りの交代ってところか）

　俺はいったんその場を離れ、駅や道路沿いのコンビニ、ファミレスなどを見て回ることにする。そして、そのうちのいくつかで不審な人ひと影かげを発見した。

「これは待ち伏せ確定かな」

　ため息が漏もれた。

　車複数台と交代人員付き。果乃が言っていた敵グループの人数を考えると、ほぼ全員が来ている計算だ。これだけの戦力を一か所に配置するということは、やはり俺たちの移動ルートがかなり正確に知られているということか。

　しかし――なら、見張りを立てるなんてまどろっこしいことをせず、道中で一気に襲ってくればよさそうなものじゃないか？　そうしない、あるいはできない理由がある？

　少し頭をひねってみたが、説得力のある説明をつけることはできなかった。

　まあいずれにしても、果乃を連れてきて休憩をとるのが危険なのは間ま違ちがいない。迂う回かいして一気に実尋市を目指すか。

　そんなことを考えたとき、頬ほおにぽつりと水すい滴てきが当たった。そういえば、天気予報では昼前から雨だったな。

　携帯で検けん索さくをかけたが、次のコンビニはかなり先になるようだ。できればここで雨具、それに飲み物食べ物を仕入れておきたい。

　奴らが捜しているのはあくまで果乃であり、俺自身は顔バレしていないと思う。また、相手が、さらには店員や客も少人数なら、仮に見つかっても被害を大きくせずに切り抜けられるだろう。

　――ということで、俺は最初のコンビニへと戻もどった。寮りようの家事を預かる身としては価格が高目でセールもほとんど無いコンビニで買い物をするのには抵てい抗こうがあるのだが、そんなことを言っている場合でもない。

　見張りの車を横目に、不自然にならない程度の早足で店内に入る。おいお前！と追いかけてくるような気配はない。ほっと俺は息をついた。

　客の姿はほとんどなく、大学生っぽい男性店員が退たい屈くつそうに店番をしている。

　俺はおにぎりやパン、お茶などの食料と、ビニール合がつ羽ぱを三つカゴに放ほうり込み、レジに向かった。

　会計を待つ間、視線を外に向ける。空がさらに暗くなっていた。かなり強い雨になるかもしれないなあ――そんなことを考える。

　そして見張りの男たちに目を向けると――少々状じよう況きようが変化していた。

　駐車場に男の姿が二人ほど増えていたのだ。

　一人は金きん髪ぱつにサングラス。そしてもう一人は――恐おそろしいほどの大男だった。身長もさることながら筋肉の量がすごい。スキンヘッドで目つきが鋭く、一ひと睨にらみされたらヤクザでも裸足はだしで逃げ出しそうだ。

　果乃から聞いていた人相を思い出す。おそらく間違いない。このスキンヘッドが、ボスの浦坂だ。

　男たちを車の前に整列させ、苛立った様子で何事か話している。畏かしこまった手下の姿勢や表情から、その影えいき響よう力りよくが見て取れた。

（……近寄りたくないなあ）

　どうしよう、もう少し店内で時間を潰すか――

　と、そのとき、一台の車が駐車場に入って来た。ドライブ中らしい複数の男女が乗り合わせている。おそらく車を停めるのに浦坂たちが邪じや魔まだったのだろう、運転していた若い男がクラクションを連打し、さらに窓を開けてどけやだのボケだのと、口くち汚ぎたなく怒ど鳴なった。

　雲行きが怪あやしくなってきた。俺は出入り口のところで足を止めて様子を見守る。

　罵ば倒とうされた方は、当然ながら大人しく受うけ容いれたりはしなかった。浦坂の隣に控ひかえていた金髪グラサンが歩み寄り、手を伸のばす。そして、窓から運転席の男の襟えり首くびを掴つかみ、軽々と引きずり出した。

　同乗者たちのニヤニヤ笑いが凍こおりつく。

「何か言ったか？　よく聞こえなかった」

　手下にリフトアップされている男に視線をやり、浦坂はそう言った。低くてよく通る声だった。若い男は喘あえぐばかりで声も出せない。

「兄弟が言うのはなあ」

　金髪グラサンは嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「つまり、弱よえぇくせに偉えらそうに主張してんじゃねえってこった。どいて欲しいっつーなら……どかせてみろや！」

　そして男の体を彼かれ自身の車のフロントウインドウに叩たたきつける。強化ガラスにひびが入り真っ白になった。

　俺は顔をしかめた。ムチャクチャだ、こいつら。

「が……げほっ……す、すみませ――」

「あ？　何謝っちゃってんの、お前？　おいおいおいおい、男が一度言ったことを引っ込めんのか？」

　もう一度フロントウインドウへ。グァシャ、というやや鈍にぶい音。ガラスは粉々に砕くだけ散ちり、気絶したのか男の体からだらんと力が抜ける。

　奴やつらの注意は気の毒なドライバーに向いている。今ならこのまま、見み咎とがめられずにこの場を離れられそうだ。

　――だが。

（あー、くそ！）

　俺は舌打ちを一つすると、コンビニの外へ出て大きく息を吸い込んだ。

「ひ、ひいぃやああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ！」

　叫さけびながらぺたんとしりもちをつく。

「ひ、ひひ、ひと、ひと、ひとごろしいいぃぃいぃっ！」

　全員の視線がこっちを向く。

「――んだ、てめえ。おい、うるせーぞ！」

　男をぽいとボンネットの上に投げ捨て、金髪グラサンが俺の方に歩いてくる。

「あ、ひ、ひぃ……」

　俺は地面に這はったまま後ずさった。浦坂の手下たちが露ろ骨こつな嘲笑を浮かべるのが見えた。

「……ん？　お前……」

　金髪グラサンが俺に顔を寄せ、小さく呟つぶやいた。気付かれた？

　その瞬しゆ間んかん、突とつ然ぜんエンジンの音が高鳴り、フロントウインドウの割れた車が急発進した。あっという間に道路に出て姿を消す。仲間の一人が男を車内に引き込み、ハンドルを握にぎって逃とう走そうしたのだ。後にはタイヤのゴムの焦こげる臭においだけが残された。

　うまくいった、と俺は内心で胸を撫なで下おろす。

　金髪グラサンが、チッと舌打ちした。

「お前のせいで逃げちまったじゃねーか」

「す、すいませ――ひっ！」

　胸を蹴けられて仰あお向むけに転がる。だが、それだけで金髪グラサンは俺に何の興味もなくしたように背中を向けた。

　俺はほっと息をつく。どうやら賭けに勝った。この場は無事に切り抜けられそうだ。

「おーい、さっさと捜そう索さく始めようぜ、兄弟。あいつがこの辺りに居るのは間違いねえんだしよぉ」

　金髪グラサンが声を上げる。こいつがどうやら副官的な立場らしい。

　しかし――『この辺りに居るのは間違いない』？

　やはり、こいつらは俺たちの居場所を特定する手段を持っている。急いで果乃たちのところへ戻らなければならないが、できればどんな手段かヒントだけでも掴めないだろうかと、ゆっくりと立ち上がりながら、奴らの方を窺うかがう。

　――禿とく頭とうの大男と視線が合った。

　背筋が凍った。注意を払うに値あたいしない通行人を見る目ではない。今、こいつは間違いなく俺のことを観察していた。

　浦坂はゆっくりと歩み寄ってきた。

「あ、あの、なな、なんすか？」

　間近で見ると、さらに威い圧あつ感かんを覚える。身長二メートルは軽く超こえているだろう。

「雨降ふってるなあ、おい」

　感情の読めない声で浦坂はそう言った。

「そ、そうっすね。――あ、あの、忙いそがしいんで、俺はこれで……」

　踵きびすを返して歩き出そうとする。が、その俺の肩に手を置かれた。

「俺たちは人を捜さがしている」

「は、はあ」

「どうやらそいつらは、数人で行動しているらしくてな。――雨が降ってるんだから雨具は必要だよな。だから買いに来たんだろう？　だけど、なあ」

　浦坂はぬっと顔を近づける。人の持つ温かみの感じられない、爬はち虫ゆう類るいのような目が間近に見えた。そして、俺の手からビニール袋ぶくろがもぎ取られ、無造作に引ひき裂さかれる。

　中身が地面に散らばった。食べ物、飲み物、そして――雨あま合がつ羽ぱ。

「――なんでお前、三つも買ったんだ？」

「…………」

　くそ、と口の中で呟く。目ざとい奴だな。

　問題はどの程度の確信をもって、こいつが俺に声を掛かけてきたかだ。果乃を伴ともなっていることがばれているとは思えない。それならば、もっと直接的な手段に出ているはずだ。

　つまり――鎌かま掛かけして俺がボロを出すのを待っている？

「答えられねえのか？」

　浦坂がその大きな足で食料を踏ふみつけた。ペットボトルが弾はじけ、中身が飛び散る。あーあ、もったいないことしやがって。

「た、頼たのまれたんすよ。友だち三人とサイクリングでこっちの方来たら、雨に降られちゃったもんで」

　怯おびえている気弱な少年に見えるよう祈いのりながら、そう答える。

　とはいえ、これで納なつ得とくしてくれると思うのは楽観的に過ぎるだろう。俺だったら、最低でも『友だち』の存在は確かく認にんする。

　どうする？　不意を突ついて逃げるか？　それとも、多少の無理は承知で今戦うか？

　と、そのとき――

「おい兄弟！　果乃の奴が見つかったぜ！」

　金髪グラサンが携けい帯たい電話を握り締しめながら、興奮した様子で声を上げた。浦坂は俺に興味を失ったようで離はなれていく。助かった。

　――いや、違ちがう。安心している場合じゃない。

　果乃が見つかった？

　男たちはにわかに活気づき、慌あわただしく動き出している。駆かけ出すもの、携帯で連れん絡らくを取るもの――

「ああ？　なに見てんだゴルァ！」

　金髪グラサンに怒鳴られて我に返った。

　――そうだ、こちらも行動しなければ。早く！

　俺は急いでその場を離れた。

　亜夜花なら鬼たちの接近に気付くはず。襲しゆう撃げき前にもと居た場所から移動するだろう。

　俺はどうする？

　敵は続々と集結するだろうし、構っていたらキリが無い。どこかで合流、そのまま逃走がベストだ。ただ、あいつら二人だけで包囲を突とつ破ぱできるか？　捕まるのはもちろんだが、亜夜花がやりすぎるのもまずい。

　助けに向かった方がいいのだろうか。でも、もう顔を知られているし、鬼たちを追えば確実に戦せん闘とうになる。

　亜夜花の携帯にはＧＰＳが付いている。俺のから検索できるはずだが……いや、まずは電話で連絡か。

　とっ散らかった思考を整理しようとしていると、俺の携帯が振しん動どうした。

「亜夜花か、今――」

『敵に見付かりました。逃走中です』

　――その割に声に余よ裕ゆうがあるな。

　耳を澄すますと、荒あらい息いき遣づかいが小さく聞こえる。ああ、走る果乃に背せ負おわれてるのか。

『街の中心に大きな病院があるみたいなんですけど、そこからわかりますか？』

「え？　あ、ああ」

　周囲を見回し、遠目にそれらしいのを発見する。ひときわ背が高く、目立つ建物だ。

『その裏手で落ち合いましょう』

「あ、おい、援えん護ごしなくていいのか？　お前があんまり派手に力使うと――」

『大丈夫です。では』

　電話は切れた。大丈夫って――どうするんだよ。穏おん便びんに済ますよう言われてるのに。

　ひとまず、俺は指定された場所に向かった。

　建物裏に屋根つきの駐ちゆう輪りん場じようがあった。ここなら雨を凌しのげそうだ。

　今日は日曜だから外来窓口は開いていないのだろう。人の行き来は多くない。周囲に視線を巡めぐらせたが亜夜花と果乃の姿は見当たらなかった。まだ着いていないのだろうか。

　俺は濡ぬれた髪かみをかき上げて、息をついた。

　仮に二人と合流できたとしても、その後が問題だ。どうやってこの街から逃げ出し、奴らを振ふり切る？

　ある程度の精度でこちらの居場所を知ることができるのは確かなようだ。おまけに車を持っている。徒歩での移動は不利だ。

　駅は確実に張り込まれているはず。バス停も同様。なら、費用を度外視してタクシー？　いや、そのくらいのことは奴らも想定するだろう。電車が動いているこの時間帯に、他市までわざわざタクシーを使って移動するような人間は多くないはずだから、街から出るときにかなり目立つ。それに居場所を探知されれば、おそらく追いつかれるだろう。運転手さんに『悪者に追われているので速度制限無視して飛ばしてください』とは言えない。

「参ったね……」

　空を見上げる。天候は回復する気配を見せない。

　雨で煙けぶった視界に、病院の建物の上部に取り付けられた大きな文字が映った。

　――『十と川がわ総合病院』か。敷しき地ちも広く、地方の街には似つかわしくない規模の医いり療よう施し設せつだ。私立かな？　ぼんやりとそんなことを考える。

　と、そのとき、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。ああ、何となく覚えがあると思ったら、そういうことか――

「あ、居ました」

　声の方を見ると、亜夜花と彼かの女じよを背負った果乃の姿があった。

「……着いたんだから、降りてよ」

　相当走り回ったのだろう。果乃は肩で息をしている。

　ん、と小さく声を上げて、亜夜花が地面に立つ。雨に濡れた長い髪がばさりと広がった。

「逃げ切れたのか――って果乃、お前なんでそんな格好なんだ？」

　つばの広い麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶっている。よく見ると亜夜花のか、これ。

　果乃は少し帽ぼう子しを持ち上げる。と、額の左側に生えている小さい角が覗のぞいた。

「……人目につくわけにいかないしね」

「ああ、フルに実力発揮するためには本ほんし性よう出ださないといけないんだっけ？　でも、あの男たちみたいに大きく変わるわけじゃないんだな、お前は」

「…………」

　果乃は無言のまま、帽子を取った。もう角は消えている。

「それにしても、どうやって振り切ったんだ？　結構な人数だったと思うけど」

「あたしの能力で」

　能力？　そういやちょっと特とく殊しゆな力があるとか言ってたな。

「どんなのなんだ？」

「どうでもいいでしょ、今は。――亜夜花、もう周囲に気配ないよね？」

　果乃は不ふ機き嫌げんそうだった。触ふれられたくない部分――なのかな？
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　亜夜花が大丈夫だと保証したので、俺おれたちは手早く情報を交こう換かんし合った。

　といっても、特に経けい緯いは複雑ではない。亜夜花と果乃は、座すわって休んでいるときに鬼たちの接近を察知し、二人で逃走した。包囲されかけていたが、果乃の能力（どんなものかはやはり教えてもらえなかった）ですり抜ぬけることに成功。

　俺の方も、コンビニで浦坂たちとニアミスしたこと、食料と雨具は結局調達し損そこねたことを報告する。

「……サングラスの男は大おお神がみだね。流れ者で、少し前から浦坂の右みぎ腕うでみたいな立場になってる。あたしに怪け我がさせたのもそいつだ」

　不快なことを思い出したように果乃は顔をしかめた。

「傷は大丈夫なのか？」

「平気」

　果乃は即そく答とうする。

「多分、また少し出血してますね」

　冷静に指し摘てきするのは亜夜花。

「かなり動きましたから」

「それは平気とは言わないんじゃないか？　どこかに腰こしを落ち着けて、少し休みたいところだけど……」

　こうして二人が逃げ切れたところを見ると、奴らの探知能力も万ばん能のうではないのだろう。精度、あるいは情報を得るタイミングに何らかの制限があるのか。もし仮にそれを知ることができれば、裏がかけるのかもしれないが――いや、ないものねだりをしても仕方ない。

　現状、ほとんど行いき詰づまりな状態なのは間違いなかった。安全な場所。安全な移動方法。いずれも手札の中には存在しない。

　――仕方ないか。

「なあ、亜夜花……」

　実は先ほどから考えていることがあったのだ。

　ただ、安易に採用したくない手段でもある。少し迷って、俺は話を続けた。

「この病院の名前、見覚えないか？」

　亜夜花は文字を見上げて十川――？と呟き、そしてああ、と肯うなずいた。

「思い出しました。ここ、あの人の街だったんですね」

「――巻き込む危険を考えると、正直、気は進まないけど、ちょっと手を借りようと思う。食べ物くらいは手に入れられるかもしれない」







　数か月前、行方ゆくえ不明の兄を捜すため実尋市に一人の少女がやって来た。ひょんなことから彼女と知り合った俺は、力を貸すことにする。紆う余よき曲よく折せつはあったものの、無事目的を果たした彼女は、自分の住む街に帰って行った。

　――そして今、俺たちの目の前に立っている。

「お久しぶりです。お変わりありませんか」

　十川蛍ほたるちゃんは生き真ま面じ目めな表情で言った。

　確かまだ中学生のはずだが、実じつ年ねん齢れいよりかなり大人びて見える。ただ、以前のような張はり詰つめた余裕のなさは影かげを潜ひそめて、幾いく分ぶん雰ふん囲い気きが柔やわらかくなったような印象を受けた。

　携帯電話で連絡を取ったのである。居場所を伝えて、食料とガーゼ、包帯を買ってきてもらえないかと頼んだら、すぐに行くと返事があった。

　そして一五分ほどで、この病院の裏手の駐ちゆう車しや場じように姿を現した。

「ごめん、迷めい惑わくかける」

「いいえ、とんでもないです」

　蛍ちゃんは手を振った。

「あなたたちがしてくれたことに比べれば、こんなの……。あ、頼まれたものは車に置いてあります」

　蛍ちゃんは自分が乗ってきた車に視線を向ける。スモークガラスの高級そうな外車だ。ここ、十川総合病院を経営している一族のお嬢じよ様うさまなのである。

「ありがとう。あと、迷惑ついでに訊ききたいんだけど、この街に人目につかなくて、雨を凌げそうな場所、ないかな？」

「うちにいらっしゃいますか？　今日は夜よる遅おそくまで誰だれも居ないので、しばらく休んでもらえると思いますけど」

「あー……いや、それは遠えん慮りよしとく」

　少し離れたところに立っている亜夜花と果乃に目をやりつつ、俺は答える。特に果乃の顔色は良くない。できれば休ませてやりたいけど――

「ちょっと事情があって、追われてるんだ。危ないかもしれない」

「どこかに向かうところですか？」

「いや、実尋市に戻りたいんだけどね」

「でしたら、車でお送りします」

「それも危険――いや……」

　俺は考え込んだ。追いつかれる可能性を考えれば、実尋市まで行ってもらうのは危険だろう。だが、街を出るわずかの時間、乗せてもらうのならどうだろうか。見つからずにここを出るというのが、まず最初の難関なのだ。姿をさらして徒歩で歩くよりは遥はるかに良い。

　ただし――それは俺たちにとっての話だ。蛍ちゃんにとっては俺たちに関かかわれば関わるほどリスクが高くなる。

「ひとまず、中に乗って手当てと食事にしたらどうでしょう？」

「……そう、だな」

　その間に今後の方針を考えよう。雨に打たれながら悩なやんでいても仕方ない。

　蛍ちゃんは、ガチャリと車のドアを開けた。広々としたリアシートが見えた。この広さなら俺たちが乗って、中で果乃の手当てをする余裕が十分に――

　と、妙みように若くてラフな服装をした運転手がこちらを見てにやりと笑った。

「よお、久しぶりだな、牙がり龍ゆう院いん煌こう夜や」

「……その名前は止やめてください。ってか、お互たがいの古傷えぐるだけだと思うんですが」

　十川翔しよ馬うまさん。蛍ちゃんのお兄さんだ。以前に会った時より髪が短くさっぱりとし、ずいぶんと爽さわやかな外見になっている。

「十川家の運転手に就職ですか？」

「んなわけねえだろ。実家の世話になれるような立場じゃねえしな」

　翔馬さんは小さく肩かたをすくめた。

「アパートに一人暮らし、バイトしながら職探し中。今日は蛍に頼まれたんだよ。親が居ないし、雇われの運転手も休みなんで都合よく車が出せる。だからドライバーが必要だったってだけだ。ま、お前には借りもあるしな。――乗るならさっさとしろ」

　俺は亜夜花たちの所に行って、話を伝えた。しかしというか、やはりというか、果乃は難色を示した。

「信用できるの？　人間でしょ？」

「こっちが人間じゃないことを知ったうえで協力してくれてるんだ」

「……やっぱ、やだ」

「お前さ、状じよう況きようを考えろよ。その怪我で――」

　眉まゆをひそめながらわがままをたしなめようとした俺は、そのとき、果乃の体が震ふるえていることに気付いた。体調不良によるものではない。おそらくこいつは単純に嫌きらいなのではなく――怖こわいのだ。人間に触れることが。

　俺はふう、と息を吐はいて果乃の手を取り、強ごう引いんに引っ張った。

「ちょ、天人――」

「これが最善手なんだから異論は認めない。特にお前には手当ても休きゆ憩うけいも必要だ。不安なら俺が傍そばに居ることを思い出せ。護まもってやるって約束しただろ？」

「…………」

　果乃は言い返さなかった。ただ、少しだけ力をこめて、俺の手を握り返してきた。

　と、そのとき、ぐに、と足を踏まれた。

「――おい」

「失礼。疲ひ労ろうで足元が。――早く行きましょう。時間が惜おしいです」

　亜夜花が無表情でそう言った。

　女性陣は後ろに乗って果乃の手当て。俺は助手席に座る。

　車の中には水と食料の他に、人数分のタオルも用意されていた。ありがたい。濡れた髪や体を拭ふいて、ペットボトルの水を一口飲むと、ようやく気分が落ち着いた。

「……で、オレはどの方面に走ればいいんだ？」

「走らなくていいです。――あ、カーナビは付いてないんですか？　この車」

　細かい地図が確認できればありがたいと思ったのだ。

「親おや父じが新しいもの嫌いでね。つーか、車の中にどかんとテレビみたいな機械があったり、あまつさえ運転手がその機械に道を教えられてたりするような光景は、品位を損なうんだとよ」

　なら、携帯のお世話になるしかないか。そんなことを思ったとき――

「触さわらないで！」

　鋭するどい声が車内に響ひびいた。果乃が蛍ちゃんを睨にらみつけていた。

　血で汚よごれた包帯の交換をしようとしていたところだったようだ。

「……触らないと手当てできませんけど」

　さすがにむっとしたように蛍ちゃんは言った。

「でも、触られたくないの。人間には」

　理り不ふ尽じんな物言いをする果乃。

　亜夜花はいつもの通り内心を窺うかがわせない表情だったが、どこかため息をつきたそうな様子に見えた。

　蛍ちゃんは重ねて言う。

「せめて、傷を診みせてください」

「やだ！　ほっといたら治る！」

　俺は眉をひそめた。明らかに果乃は冷静さを失っている。

「一応確認してみないと――」

「寄るなぁ！」

　果乃は瞬しゆ間んか的んてきに本ほん性しようを現していた。小ぶりな角が額から生え、明らかに人間とは違う異相を見せる。

　蛍ちゃんはわずかに目を見張ったものの、特にそれ以上驚おどろいたような様子は見せず、小さく息をついた。

「それ、降りるまでには引っ込めた方がいいですよ。目立ちますから」

「…………」

　果乃は荒い息をつきながら、蛍ちゃんから視線を離そうとしない。

「果乃」

　俺が呼びかけると、果乃は軽く手を上げた。

「……ごめん、大だい丈じよ夫うぶ」

　やはり、人間嫌いというより、むしろ一種の恐きよ怖うふ症しようのように見える。何かトラウマでもあるのだろうか。

「――あんたは、怖くないの？　人じゃないモノが」

　やがて果乃はいくらか落ち着いた声で、蛍ちゃんにそう言った。

「もっと恐おそろしい思いをしたり、常識外れなものを見たことがありますからね」

「あー、すごかったよな、あの蛇へび」

　翔馬さんが軽い声で同意する。

　亜夜花が少し気まずそうな顔でそっと目を伏ふせた。そういやあのときこの兄きよ妹うだいを殺しかけたのは、こいつの兄だったな。まあ、亜夜花によってその報むくいはきっちり受けさせられたわけだけど。

「……恐ろしい思い、ね。なんで、そんな目にあっておきながら、人じゃない天人に手を貸すの？」

「私たちを助けてくれたのもまた〝人ならざるもの〟だったからですよ。そもそも人とか人じゃないとか、そんな区分を設けても仕方ないでしょう？　私たちは恩人に恩を返したい。それだけです」

「…………」

　果乃は沈ちん黙もくする。そして少し間を置き、ぼそりと言った。

「天人」

「何？」

「包帯、替かえて」

「いいのか？　その……」

　肌はだやら下着やらが見えることになるけど。

「……だからって、何をするつもりもないでしょ。天人に手伝ってほしいの」

　不安定になっているのかな。まあ、それで気分が落ち着くならいいか。

「わかったよ。――ああ、亜夜花は携帯の地図でルート確認しといて」

　そう言って、俺はリアシートに移動。果乃の包帯を解いた。真新しい血が付着している。やはり少し傷口が開いたようだ。安静にしてれば、こいつの回復力ならすぐにでも塞ふさがるんだろうけど、なかなか事情がそれを許してくれない。

「――では、兄さん、出してください」

「はいよ。実尋市までな」

　そのとき、そんな会話とともに突とつ然ぜん車が動き出した。

「ちょ、翔馬さん？　送ってくれとは言ってないですよ」

「時間が惜しいし、怪け我が人にん抱かかえているんでしょう？　これが一番いいです」

　蛍ちゃんがそう答えた。

「安定性は抜ばつ群ぐんですから、名な塚つかさんは安心してその子の手当てを続けてください。ああ、兄さんの運転の腕うでは保証しかねますけど」

「いや……だから、君らが危険なんだって！　かなり頭がアレな奴やつらに追われてるんだから！」

「だったら、なおさら急がないと駄だ目めでしょう？」
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　冷静に答える蛍ちゃん。

「もともと、あなたたちに救われた命です。それだけでなく、大切なものも取とり戻もどすことができました。おにぎりとお茶を買った程度では、収支が合わないんですよ」

「そういうこったな」

　翔馬さんがどこか楽しそうに言った。

「オレも蛍も、借りをそのままにしとくのが嫌いなんだよ。――んじゃ、飛ばすぜ」

　車は一気に加速した。






　　　　　◇　◇　◇





「自分に任せろと、そう言ったよなお前」

　浦坂は目の前の金きん髪ぱつを見下ろした。

　大神も結構な長身だが、浦坂に比べれば三〇センチは低い。

「大たい言げん壮そう語ごの結果がこれか」

「いやいやいやいや、ちょっと待ってくれ兄弟」

　焦あせった様子で言いい募つのる大神。

「あの果乃っての、絶対変だって。俺様たち、ちゃんと包ほう囲い網もう敷しいてるのにこっちの動きが見えてるかのように――いや、こっちの動きを先読みしてるみたいに動くんだぜ？　いったい、どうなってんだ？」

「…………」

　浦坂は小さく舌打ちした。

　果乃の能力について知っているものは、コミュニティ内にも多くない。浦坂にしても果乃の母親をたまたま知っており、また娘に力が受うけ継つがれているという情報をもたらした者がいたため、把握できただけである。実際に彼女がその能力を使うところに居合わせたのはこれが初めてだったのだ。

　大神に指揮を任せたのは間ま違ちがいだった。甘あまいことを考えず、自らの手で足を潰つぶしておくべきだった。四し肢しを奪うばっても果乃の能力は発揮できるし、やることがやれるなら、血脈を保つこともできる。

　しかし世慣れない子どもの逃とう避ひ行こうなどあっさり頓とん挫ざすると思ったが――やはり協力者の存在が大きいのだろうか。送り込んだ四人はどうやら返かえり討うちに遭あったようだが、これも果乃一人では無理だろう。

　先ほどの追つい跡せき劇の際、果乃に背負われていた小こ柄がらな少女を手下が目もく撃げきしている。どんな力を持っているのか知らないが、もろともに処置しなければならないようだ。

「それで、奴らはどちらに逃にげた？」

　浦坂は大神に問うた。

　頭ず蓋がいを砕くだいてやりたいほどはらわたは煮にえくり返っているが、追跡するにはこの獣じゆ人うじんの鼻に頼たよるしかない。忌いま々いましいことだが。

「おお、それだそれだ。実は果乃の目的地がわかった。――逃げてる方角を考えると、おそらく実尋市だ」

「実尋市？」

　浦坂は眉み間けんにしわを刻んだ。

　その名前は知っている。人と人外の共生を目指す――とか実に能天気なモットーを掲かかげる、アホな街だ。人間嫌いの果乃なら選ばない逃とう走そう先さきだと思ったが、追い詰められて背に腹は代えられなくなったということだろうか。

「で、面めん倒どうなことに、奴ら、どうも車を調達したらしい。どっかの自家用車だ。どうやったんだろうな。タクシーをマークしてたのが無む駄だになっちまったよ」

「……すぐに追う」

　浦坂は短く言った。









四章　信じた先には








　雨は激しさを増していた。

　俺は目の前の山道を見上げた。あとこの山をひとつ越こえれば実み尋ひろ市しだ。

　これまでのことを考えれば、ごく短時間のタイムラグを置いて敵は俺たちの居場所を探知しているようだ。ここまでくれば目指すのが実尋市であることはばれていると考えたほうがいいだろう。

　少し手前で車から降ろしてもらい、蛍ほたるちゃんたちとは礼を言って別れた。

　山間を縫ぬうように舗ほ装そうされた県道が通っているが、ここを車で行くのは目立つ上に遠回り。捕ほ捉そくされる可能性も高くなる。となれば、道を避さけ山を突つっ切きるのがベストという判断だ。少々の悪路でも俺と果か乃のなら問題ない（当然、亜あ夜や花かは背せ負おうとして）。

　幸いにも、車に乗っている間、襲しゆ撃うげきを受けることは無かった。

　一応蛍ちゃんたちには、俺たちと別れた後に何かあった場合、携けい帯たいで連れん絡らくをくれるよう言っておいた。万一の場合は亜夜花の力をフルに発揮することも含ふくめて、なりふり構わず助けに行くことになる。おそらく探知の対象は俺たち自身だろうから確率は高くないと思うが――そうならないよう、祈いのるしかない。

　さて、山を突っ切る場合、一番怖いのが敵の人海戦術だ。

　下したっ端ぱの一人一人はそこまで手ごわくないが、足止めから仲間を呼ばれるというやり方でこられると、果乃を護りきれない恐れがある。俺の体は一つしかなく、同時に相手にできる人数は限られるからだ。

「ウルリカとは連絡ついたか？」

「ええ、実尋市の境界まで呼び出してあります」

　先ほど亜夜花から寮りように電話を入れてもらった。おそらく最後の連絡の機会になるだろう。

　俺の選んだ手段は、獣けもの形態のウルリカに迎むかえに来てもらうことだった。

　実尋市の境界を越えて出てきてもらうことになるが、彼かの女じよは『天てん秤びんの会』ではなくあくまで亜夜花の従者だ。ある程度行動に融ゆう通ずうがきくはず。

「合流場所は決めなくて大丈夫か？」

「近くにいれば思念が届きます」

「了りよ解うかい」

　とにかく急いでウルリカと合流。そして彼女の背に乗り一気に実尋市内へ辿たどり着つく。スピード重視の作戦である。これなら動きが読まれていても、そのハンデをある程度無効化できる。相手の対応前にゴールしてしまえばいいのだ。仮に見つかっても戦せん闘とうは避け、一気に実尋市まで逃げ切る方針である。

「じゃ、行こうか。あと少しだ」

　そう言って、俺おれたちは道なき道を駆かけ出だした。

「――早く帰りたいですね」

　背中から亜夜花の声。果乃は無言のまま後に続く。

　車を降りてから、いや、車の中から果乃の口数は少なくなっていた。気にはなっていたが、問いかけても生返事。何か考え込んでいるようである。

　――などと思っていたら、不意にその果乃が顔を上げた。

「亜夜花には――実尋市で暮らす理由があるの？」

　話しかけられた亜夜花が、え、と小さく声を上げた。

「天たか人とのように、人間と関わって行きたがっているようには見えない。言っちゃ悪いけどその人間よりひ弱な体じゃ、人間から自分の身を護ることもできないんじゃない？　どうして実尋市に居るの？」

「…………」

　返答に困る気配。

「なんでいきなりそんなことを？」

　俺は脚あしを緩ゆるめずに問いかける。

「……色々わからなくなってさ」

　果乃はらしくない細い声で続ける。

「人間の数は多くて、世界の大部分は人間の都合で動く。だからそこで生活したほうが何かと便利なんだろうとは思う。――でも、天人が人間と一いつ緒しよに居るのはそういう損得勘かん定じようじゃないよね。あの十と川がわ蛍って人間たちはあんたを信じてたし、あんたもあいつらを信じてた。なんでなの？」

「なんで……って、言われてもなあ」

　単純なようで、ひどく答えづらい質問だった。

　いや、答えるのがというより、納なつ得とくさせるのが難しいのだ。誰かを信じられるかどうかというのは経験に根ざした感情の問題であり、俺と果乃では辿ってきた道も思うところも異なる。そしておそらくは果乃もそのことをわかったうえで訊いている。

「逆に果乃はなんで人間が信用できない？」

「…………」

「実尋市に行くのは、やっぱり気が進まないか？」

「……人間との共生とかいうお題目は信用できない」

　そうか、そうだよな。一いつ朝ちよ一うい夕つせきで考えが変わるわけもない。

　などと思っていると、果乃は続けた。

「でも――天人個人なら、ちょっと信じてみてもいいと思ってる」

「俺？」

　虚きよを衝つかれた気分になった。

「……いや、うん。嬉うれしいよ。ありがとう」

　ひねくれた物言いに、笑えみを誘さそわれる。つられたように、果乃も口元を綻ほころばせた。

　と、後頭部にゴツンと頭ず突つきが入った。

「――何するんだよ」

「失礼。頭が滑すべりました」

　亜夜花が無感動な声で言った。頭って滑るものなのか？

（ああ、でも――）

　ふと思い出す。まだ言えていないんだよな、俺たちのこと。

　心が重くなる感覚があった。

　果乃の信用は嬉しい。でも、俺たちが『天秤の会』であることを黙だまっているのは、裏切っていることにならないのだろうか。状況を考えれば、このまま何も言わず彼女を実尋市に連れて行くのがベストだと思う。波風を立てる必要はない。亜夜花もおそらくは同じ判断なのだろうが――やはり心に引っかかる。

　あれこれ考えるうちに思考の迷めい宮きゆうに入り込みそうになったが、結局俺はその問題を一時棚たな上あげにした。当座の急務はどうやってこの山を越え実尋市に入るか、だ。

　と、そのとき――俺たちは揃そろって足を止めた。

「……聞こえましたか？」

「聞こえた。何だあれ？」

　まるで何かを叩たたき潰すような、大きな音が耳に届いたのだ。俺たちが今居る場所より、少しふもと寄りからだっただろうか。

　顔を見合わせて、木々の途と切ぎれた見晴らしのいい所に出る。

　そして轟ごう音おんの聞こえてきた方を眺ながめた俺たちは――唖あ然ぜんと口をあけた。

　片側一車線の県道。そこに数台の車が横向きで停車されていた。

　当然ながら道を塞がれては通行できない。本来さほど交通量の多い道ではないのだが、それでも渋じゆ滞うたいができることになる。

　そしてその先頭。

　通行止めをかけている車の付近に、浦うら坂さかと金髪グラサンの姿が見えた。遠目にも目立つ容姿だ。見み間ま違ちがえようがない。

　先ほどの大きな音は、どうやら浦坂が一いつ般ぱん車しやのフロント部分を拳げん骨こつで叩き潰したときのもののようだった。文句を言われたので黙らせたというところだろうか。

「な、何、これ……」

　果乃が声を漏もらした。

「検問ってやつだろうな」

　もっとも一いつ般ぱん人じんに公道を塞ぐ権限はないはずだが。――いや一般〝人〟ではないのか。

　車の列の間を男たちが駆け回り、中を確かく認にんしている。誰だれを捜しているのかは言うまでもないだろう。蛍ちゃんたちには早めに引き返してもらってつくづく正解だった。

「警察に怒おこられるんじゃないですか？　これ」

　淡たん々たんと亜夜花。

「そりゃ怒られるだろうけどさ……」

　言っている間にサイレンが聞こえてきた。

　パトカーが一台到とう着ちやく、車列の脇わきを通って路ろ肩かたに停車。中から制服警官が二人出てくる。

（でも、ここは実尋市内じゃないんだよな……）

　ということは、治安維い持じを担になう警察といえどその構成員はほぼ間違いなく人間なわけで――ああ、やっぱり浦坂の手下たちに袋ふく叩ろだたきにされている。常人では、警棒、下手したら拳けん銃じゆうを使っても対たい抗こうするのは難しいだろう。鬼おにたちは力加減を考えていない。警官たちはみるみる血ち塗まみれになり、そして抵てい抗こうの力を失っていく。

　隣となりの果乃に視線をやる。青ざめた顔で歯を食いしばっていた。自分のせいで他人に危害が及およんでいることに、耐たえ難がたいものを感じているのだろう。

　俺は一つ息を吐はいた。

　――腹をくくるか。

　果乃と亜夜花を先に行かせる。俺は奴らを止めた後、可能なら囮おとりになって別方向に誘ゆう導どう。相手が果乃の位置を把は握あくできるなら引っかかってくれるかどうか甚はなはだ疑問ではあるが、これが今取りうる一番マシな手だ。

「二人とも――」

　プランを伝えようと口を開く。だが、そのとき。

「う、ら、さ、かぁーーーーーーーーッ！」

　果乃が怒ど鳴なっていた。声は山々にこだまして、広がっていく。

　警察官を殴なぐり倒たおしていた手下たちが手を止め、周囲を見回す。

　そしてひときわ大きなスキンヘッドの巨きよ漢かんが、ゆっくりとこちらを見上げた。

「あたしはこっちだ！　追って来い！」

　金髪グラサンがこちらを指差し、何か言う。手下たちが一いつ斉せいに動き始めた。

「逃げるぞ！」

　俺たちは踵きびすを返して全速力で駆け出した。






　　　　　◆　◆　◆





　窓ガラスを大きな雨あま粒つぶが叩く。

　午前中から降り始めた雨は、午後になってその勢いをいっそう強めていた。

「うー、気分悪い……」

　吸きゆ血うけ鬼つきの体質的な問題で、私は流水を苦手としている。雨の日は体調がすぐれなくなるのだ。これでも成りたてだったころよりはだいぶ耐たい性せいが付いたのだけど。

　降らなかったら窓を開け放して建物中に掃そう除じ機きをかけるつもりだった。でも、どうやら無理そうだ。なので軽く拭ふき掃そう除じをするだけにしておく。

　バケツに水を汲くんで雑ぞう巾きんを固く絞しぼり――そして、ふと手を止める。

「……亜夜花ちゃんを出て行かせる、ねえ」

　私は小さく呟つぶやいた。昨夜、結ゆいさんに聞いた話が脳のう裏りに浮うかんだのだ。







「そもそもあいつが『天秤の会』に居ること自体が不思議だとは思わねえか？」

「まあ、そうですね」

　こういう組織に積極的に関かかわる性格には見えない。

「一応ちょっとばかし特とく殊しゆな事情があってな。――聞くか？」

　少し迷ってから、私は肯うなずいた。興味があったのは間違いなかったからだ。

　結さんは薄うすく笑い、話し出した。







「……彼かれが言った通りなら、確かに少しばかり他の神様たちと違ちがうよね」

　キッチンの床ゆかを拭きながら、彼の話を思い返す。

　それは亜夜花ちゃんの、現在における立ち位置にも関わることだった。少なくとも、彼女には『天秤の会』としてたか兄の隣で戦う資格はないと言えるだろう。

　彼女に対して特に思うところがあるわけではない。しかし、たか兄の傍そばにいる存在としてどうかという基準なら、ふさわしくないと思う。よって排はい除じよすべきというのが私の個人的見解だ。そして話が本当なら、たか兄との関係性を解消させる理由としては十分である。

　と、そのとき、ポケットに入れていた携帯電話が鳴った。非通知表示。

『――よお』

　出てみると、昨夜会った少年の声が聞こえた。

「……この番号を教えた記き憶おくはないんですけど」

『電話会社のデータベースを探さぐればそんなもん、簡単に手に入る。デジタルアナログを問わず、その辺の情報をいじくりまわすのが好きなんでね。――で、一晩考えて結論は出たか？』

「結論……」

　私は考える。否いや、考える振ふりをする。答えは最初から決まっているのだ。

　――しかし、亜夜花ちゃんの身内ということは、神族だよねえ。こういう取引の持もち掛かけ方かたはむしろ悪あく魔ま的てきだな。彼の神話に悪魔という概念があるのかどうか知らないし、まあ、どうでもいいことだけど。

「いいですよ、協力しましょう」

『賢けん明めいだ』

　満足そうな笑い声。

「それで、私は具体的に何をすればいいんですか？」

『協力関係をより強固にしておきたい。――今から出てこられるか？』

「大だい丈じよ夫うぶだと思いますけど。今日はてとらさん、留守ですし」

『なら昨日の場所で待ってるぜ』

　そう言って通話は切れた。
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「……悪い」

　併へい走そうしながら、果乃が小さな声で言った。

「何が？」

「あたしの責任だ。できるだけ距きよ離りを開けて逃げ切らないといけなかったのに……」

「謝あやまる必要はないよ。俺も助けに入るつもりだったから」

　あんな光景を放置して、自分たちだけ逃げ出せるわけがない。

「それに、一いつ瞬しゆんでも早く止めないと、警察の人たちがやばかったからな。果乃の判断で正解かもしれないさ」

　とはいえ、アドバンテージを失ったのは確かだ。先行しているのは距離にして数百メートル、時間にして数分もないだろう。さて、ここからどう逃げる？

　そのとき、不意に果乃が足を止めた。

「どうした？　急がないと――」

「ここまででいいよ」

「いいよ、って……ここからが一番危ないところだろ？」

　浦坂たちがすぐ背後に迫せまっているのだ。

「だからこそだよ。もうこれ以上巻き込めない」

　静かに果乃は言った。

「そもそもあたしは実尋市の方針を全面的には受け入れられないで居る。なのに実尋市の住人の力を借りて、実尋市の世話になろうってのは図ずう々ずうしいことなんだ。考え方は違うけど、あんたたちがいい奴やつだってのはわかった。だから、これ以上迷めい惑わくをかけられない」

「…………」

　俺は言葉を失った。ここまできてそれはないだろ、おい。

「あの浦坂が頭おかしいやつなのは十分わかっただろ。天人は顔も覚えられたし、捕つかまれば絶対ひどい目にあう」

「でも、お前……」

「別にあきらめたわけじゃないよ。ここからは一人で行けるってこと。あたしだって、結構体力には自信あるしね」

　少し無理したような笑え顔がおを浮かべながら、額の小さな角をこつんと叩く。

「ここまで連れてきてもらっただけでもすごく助かった。あたし一人じゃとっくに捕まってたと思う。だから、もういいんだ」

　おそらくずっと揺ゆれていたのだろう。一人で行くべきだと思う一方で、孤こ独どくが怖こわくて俺たちから離はなれられずにいた。しかし、逃げ続けるための気力と俺たちへの罪悪感が、とうとう限界を迎えた。

　それは理解できる。できるのだが――なぜこんなときに、こんな形で。

　間違いだ。認められない。そのことを伝えなければいけない。でも、どう言えば納得させられるのか──

「ふざけないでください」

　そのとき、亜夜花が声を上げた。俺の背中から降りて、果乃の前に立つ。

「そんな言葉を聞くために連れてきたんじゃない。迷惑だと思うならここまで来たりしない。あなただって本当は頼りたいんじゃないんですか？」

「だから、あたしの都合に巻き込みたくないって言ってるの！」

「怖いんですか？」

「あたりまえだよ！　あいつの、浦坂の怖さは──」

「違う。自分に手が及ぶことを怖がってるんじゃない。あなたが怖がって、見たくないと思っているのは天人さんが失敗するところ」

「…………」

「浦坂は恐ろしい。だから、天人さんは必ず追いつかれる。浦坂は恐ろしい。だから天人さんは戦えば必ず負ける。そう思ってるということでしょう？　──私にはそれが許せません」

「おい、亜夜花──」

　亜夜花は俺の言葉を無視した。

「果乃さんの持つ特殊な能力とは──相手の思考を読む力ですね？」

「…………」

「街で逃げ回っているとき気付きました。あの鬼たちの連れん携けいを全部読み取りましたね？　どう配置されていて、どう動くのか。だから、包囲をすり抜ぬけることができた。そして蛍さんに対しても使いました。彼女が本心から天人さんを信用しているのか、確かめたくなったから。そして──」

「やめて！」

　果乃の悲鳴。しかし亜夜花は続けた。

「そして、天人さんにも使いましたね。自分を助けるというのがどの程度本気か測るために。そしてその結果、怖くなった。だって、自分の安全を考えず、心の底からあなたを助けようとしてたんですから」

「…………」

　果乃は無言のまま顔を伏ふせた。

「……そうなのか？」

　俺は問いかける。もしそうなら、果乃の様子がおかしかった理由にも説明がつく。

「……………………だよ」

　長い沈ちん黙もくの後、やがて小さな声が聞こえた。

　果乃は勢いよく顔を上げた。開き直ったような、あるいは、やけになったような笑みを浮かべていた。

「ああ、そうだよ。あたしは他人の心を読める。天人の心も覗のぞき見みした。他人を信しん頼らいしない理由がわかったよね？　だって、嘘うそが見えちゃうんだもの。笑顔で嘘つく奴をいっぱい見てきたんだもの。どう？　考えを読まれるって、どんな気分？　不ふ愉ゆ快かいでしょ？　幻げん滅めつしたでしょ？　だからもう──ほっといてよ！」

「悲劇ぶらないでください」

　俺が何か言うより先に、亜夜花が斬きって捨すてた。無気力で無表情な彼女が、珍めずらしく本気で腹を立てていた。

「それは天人さんへの侮ぶじ辱よくです。あなたの弱さの責任を他人に押おし付つけないで。不愉快だろうが幻滅しようが、天人さんは絶対にあなたを投げ出したりしません。だから最後まで結果を見届けなさい。それがあなたの義務です」

　その言葉は的確に急所を捉とらえたのだろう。あっさりと果乃の顔から笑みが剥はがれ落おちた。

「──なんで」

　搾しぼり出すように、震ふるえる声で応じる。

「なんであんたにそんなことを言われないといけないの！　自分で歩くことすらできずに背せ負おわれてるだけのあんたに！　あたしたちを追ってるのは、喜んで殺し合いをするような奴らなんだよ？　一人で逃げ切る自信なんかない。でも……でも、天人たちにも傷ついて欲しくないの！　どうすりゃいいのよ！　あたしに――何ができるのか、教えてよ！」

「……そう心から叫ぶだけで十分だったんですよ」

　亜夜花はため息をついた。

「強がる必要も、ましてや心を読むなんて必要もなかったのに。結局あなたは他人を信じていないんじゃなく、信じたがっているだけ。だからそんな力に振り回される。――苛いら々いらするんです。まるで……」

　まるで、昔の私みたい。小さかったが、その声ははっきりと俺の耳に届いた。

　そこでふと亜夜花は眉まゆを寄せた。

「……追いつかれましたね」

　俺にもわかった。気配がこの場所に殺さつ到とうしてくる。

「下から半円形で詰つめてきてるな。上ならまだ逃にげ道みちがあるか」

「――もう議論してる時間はない。二人とも、早く行って」

　果乃が言った。どうあっても、一人で囮になるつもりのようだった。

「そして、できるだけ遠くへ――」

　そのとき果乃を制して、亜夜花が進み出た。

「私ができるだけ多くを足止めします。天人さん、彼かの女じよをお願いします」

「は――？」

　果乃は一いつし瞬ゆん唖あ然ぜんとし、そして怒鳴った。

「そんなの……あんたに、できるわけないじゃない！　殺されるよ!?　何考えてんの！」

「何を考えているのか、あなたの力で読み取れますか？」

「――え？」

　あれ？　というように、果乃が目を瞬またたかせた。できなかったのだろう。

「それがあなたと私の差であり、私が残ることの有効性の証明。――彼女を送り届けたら迎むかえに来て下さいね。歩いて戻もどる体力はないので」

「……わかった」

「てとらさんに怒られたら私が責任を取ります。加護は要いりますか？」

「戦せん闘とうに制限がかかるからいいよ。責任もいい。それは俺おれたち二人のもんだ。――ほんと、珍しく独りで喋しやべって独りで決めやがって。出る幕なかったじゃねえか」

　俺は苦くし笑ようした。

「でも、かっこよかったぞ。あとは頼たのむ」

「任されました。――信じられれば信じられるほど、力を得るのが神族わたしたちですしね」

「ちょっと、天人まで何言ってるの！」

　一人納なつ得とくできない果乃が声を上げた。だが、この状じよう況きようなら確かに亜夜花を残すのが一番有効なのだ。俺はそのことをよく知っている。

「――あなたに、私たちを信じさせてあげると言ってるんです。行動と、力で」

　果乃にそう言い、亜夜花は視線を動かす。茂しげみや木立から、追っ手の男たちが次々と姿を現し俺たちを取り囲んだ。浦坂や金きん髪ぱつグラサンの姿はないが、それでも一〇人ほどは居るだろうか。

「……なんだぁ、おい、諦あきらめたのかよ？」

「おとなしくするなら命だけは助けてやるぜ。やるこたあ、やらせてもらうがなあ」

「おいおい、お前こんなガキが趣しゆ味みかよ」

　ゲラゲラ笑う男たち。

　亜夜花は小さく息を吐いて彼らを見み据すえ、そしてそのまま背後に向かって語りかけた。

「果乃さん、天人さんから離れないでください。その人はきっと、あなたの望みを叶かなえてくれる。――では、また後で」

　果乃が口を開いて何か――おそらくは『だめ、一いつ緒しよに逃げよう！』と――叫さけぼうとする。

　その瞬しゆ間んかん、突とつ風ぷうが吹ふいた。亜夜花の帽ぼう子しが飛ばされ長い髪かみがばさりと広がり――

　同時に圧あつ倒とう的てきな畏い怖ふと恐きよ怖うふがその場の全員を襲おそった。抑おさえていた冥めい界かいの統治者としての神気が、一気に解放されたのだ。

「――っ！　な……何、これ――」

　後ずさってしりもちをつきかけた果乃を、俺は後ろから支えた。無理もない。心の準備をし、神気霊れい気きに対する感受性が鈍にぶい俺でさえ、膝ひざを折りそうになっているのだから。

　すべてのものが否いや応おうなく理解させられる。

　――存在の次元が違う、と。

　亜夜花が傍の木に触ふれる。瞬またたく間まに、太い木が塵ちりとなって消え去った。まるで、何千年もの時間が一気に経過したかのように。

　惚ほうけたように動けずにいる鬼たちに、亜夜花はゆっくりと語りかけた。

「さて、冥界の女王に手向かおうとする者は、居ますか？」






　　　　　◆　◆　◆





「よお、遅おそかったな」

　結さんは昨日の路地裏に、昨日と同じように立っていた。

　雨具を使っていないのに、なぜかまったく濡ぬれている様子もない。便利だな、神様って。

「……雨、苦手なんです」

　対照的に私は傘かさを差しレインコートを羽織りレインシューズをはいて、完全防備である。

　当然ながら日は出ていないから火傷はしないが、雨のせいで頭がグラグラして吐き気がする。

「それで、なんでわざわざ呼び出したんですか？」

「契けい約やくを結んでおきたいと思ってな」

「契約、とは？」

「関係を強固にし、連れん絡らくを取りやすくする、簡単な儀ぎ式しきだ。オレの方としても寮りようの情報が自由に入手できて、動いてくれる奴がいると助かるんでな。なに、すぐ終わる」

　結さんは笑う。

　私はいつの間にか、彼の目から視線を外せなくなっていた。

「こっちに来い」

　足が勝手に動き、路地の奥おくへ。――あれ、これ、もしかしてまずい？

「復唱しろ。――お前はオレの手足となる」

「……私はあなたの手足となる」

「お前はオレの目となり耳となる」

「……私はあなたの目となり耳となる」
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　自分ではないものが、口を乗っ取っているように自然に言葉が紡つむがれる。

「お前は自分の意思を捨て心を捨てる」

「……私は自分の意思を捨て心を捨てる」

　心がすうっと空っぽになっていく。私が消える。

「お前はオレの人形となり下げ僕ぼくとなり永遠の忠誠を誓ちかう」

「……私はあなたの人形となり下僕となり永遠の忠誠を………………………………」

　言葉が途と切ぎれる。結さんが怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「……誓い……ま――せん！」

　その瞬間、頭の中でパシンと何かが弾はじけるような音がし、体の自由が戻った。

「――っは、あ」

　少し遅おくれて五感も回復。私は大きく息を吐いた。

「――いやいや、それは無理ですよー。私、そういう相手は一人だけって決めてるので」

「……なぜだ？　心の隙すきを捉えて、完全に掌しよ握うあくしたつもりだったんだがな」

　納得できない様子で、結さんは言った。

「そう思い込まされてただけだったんだよ」

　答えたのは涼すずやかな声。細身の男性が、傘も差さず路地の入り口に立っていた。

「和泉いずみリョウタ――？」

「手を貸す必要もなかったかな？　大した精神力だね」

　リョウタさんは私に微笑ほほえみかけた。いえいえ、いいタイミングで出てきてくれました。

「ってかさあ、今、明らかに意に反してその子操あやつろうとしたよねえ？」

　いつのまにか、私たちを挟はさんでリョウタさんの反対側に万ま那なさんの姿があった。大きな木ぼつ剣けんを肩かたに担かついでいる。

「『天てん秤びんの会』としては、ちょーっとお話を伺うかがいたいんですが、よろしいですかねー、氷ひ室むろ結さん？」

　その言葉が終わらないうちに、上から人ひと影かげが降ふってきた。結さんは大きく飛びのいてその攻こう撃げきをかわす。

「話なんていいじゃない、万那ちゃん」

　こちらも同じような木剣を持った千せん那なさんが、ニコニコしながらそう言った。

「今すぐ殺そ？」

「おおう、物ぶつ騒そうだな」

　結さんは大きく両手を広げて見せた。余よ裕ゆうを取り戻したようだ。

「言っとくが、協力するって言質はその女からちゃんと取ったぜ？　そいつは不当な言いがかりだな、柚原万那。あとオレはこんな街中で暴れるつもりねえぞ。……お前らが仕し掛かけてこない限りはな」

　万那さんが舌打ちしたそうな表情を作った。

　つまり、『仕掛けてきたら、暴れるつもりだ』と言っているのだ。こんな街中で。

「――協定違い反はんだけど？」

「だから？」

　結さんは動じた様子もなく笑う。

　仮に結さんに何かペナルティが科せられるとしても、出てしまった犠ぎ牲せい者しやが戻ってくるわけではない。単なるブラフかもしれないけど『天秤の会』、特に万那さんみたいなタイプには有効なのだろう。実行される可能性がわずかでもあれば、動くわけにはいかないのだから。

　リョウタさんも様子見モードのようだ。千那さんの方は――何も聞かなかったかのように木剣を振り上げていた。

「お姉！」

「今殺やっちゃった方が、あとあと面めん倒どうはないと思うよ」

「ダメ。ここでやるのは……お兄の意志に反する」

「…………」

　その言葉を聞いた千那さんは動きを止めた。ややあって自分を納得させるように息を吐くと、ゆっくりと武器を下ろし、攻撃態勢を解いた。ただ、結さんから視線は外さない。

「嫌きらわれてんなあ。ま、この場は退散するよ。要するにオレ、嵌はめられたんだろ？」

「ごめんなさい、そういうことです」

　私は苦笑しつつ頭を下げた。もし本心から彼かれの誘さそいに乗っていたなら、術には抵てい抗こうできなかっただろう。

　最初に声を掛けられた時点で、全部寮に報告していたのだ。そして、私が囮おとりになって結さんを誘い出した。

「読よみ違ちがえたかね。お前の利益になる話だし、神々に義理立てするようなタイプにも見えなかったんだが」

「いや、恩や義理くらいは知ってるつもりですけど」

　何気にひどいこと言われてないか、私。

「……でも、私の利益は意味ないですよね。なんで私がそんなものを気にすると思ったんですか？」

　あん？と結さんが顔をしかめた。

　そう、それが心から不思議だったのだ。確かに私は亜夜花ちゃんと対立していたし、彼女をたか兄から切り離したいと思っていたんだけど――それはあくまで私個人の見解に過ぎない。

「だって今、たか兄、留守じゃないですか。私一人の判断で動いたって、そこにはたか兄の意志も、たか兄の利益も無いじゃないですか。たか兄のことが、まるっきり考こう慮りよの外になっちゃってるんですよ？　なのに――どうして、私が、私の利益ごときを優先するなんて思っちゃったんですか？」

　こんな自明のことを、なぜ見落とすのだろう。

「あのですね、たか兄の居ないところで、たか兄の望まないかもしれない状況を作ろうとするなら、あなたはもうたか兄の敵だし、つまり私の敵でもあるんですよ」

　結さんは一瞬ぽかんと口を開ける。そして――大声で笑い始めた。

「何かおかしいですか？」

「……いやいや、感心したんだっつーの」

　どうにか笑いを収めて、結さんは言った。

「なるほどなあ、そうかそうか、そう思考するのか。それは読めなかった。うん、これはオレの負けでいいや。おとなしく退散するさ。――ああ、最後に一つ尋ねるが、吸血鬼、羽村梨玖」

「何ですか？」

「お前、転化してから誰かに吸血衝動を感じたことはあるか？」

「…………」

　私は眉間にしわを刻んだ。なぜそんなことを尋ねる？

　彼は無言の私を見て、微笑を浮かべた。

「ま、いいや。――んじゃ、またな」

　そして結さんの姿がすうっと消える。またなって、私の方は別に用事は無いけど。

「……行ったね。被ひ害がいなし、か」

　万那さんが小さく言って、体の力を抜いた。

「お姉ちゃん的にはあんまりよくない。また、殺せなかった」

　珍しく機嫌悪そうに千那さんは言う。

「しょーがないでしょ、だって人間を巻き込んで――」

「わかってるから言わないで、万那ちゃん」

　千那さんは少し疲つかれたように遮さえぎった。

「まったく、兄様の敵かたきも討うてないなんてね――私、先に帰るね。ああ、梨り玖くちゃん、ご協力ありがとう」

「あ、いえ」

　そして千那さんの姿も消えた。

「さて、彼、また何かやってくるだろうかねえ？」

　どこかのんびりとした調子でリョウタさんが言う。

「どーだろうねー。飽あきっぽさと執しゆう念ねん深ぶかさが同居したような奴だから。今回は釘くぎを刺さすのが目的だったし、それは達成できたけど……基本受身でいるしかないってのは、ストレスたまるわね」

　そこで万那さんはふと気付いたようにリョウタさんへ視線を向けた。

「そういやあんた、よく手を貸す気になったね。我関せずが基本姿勢だと思ってたけど」

「長い人生、平へい穏おんと安定を求める時期もありかと思ったものでね。現在、こっちにちょっかいを出してくる結とは利害が対立しているわけだ。――あと、なかなか面おも白しろいものも見られたし。僕ぼくは君を肯こう定ていするよ、梨玖ちゃん」

「え、は？　私ですか？」

　急に話がこちらに向いた。

「それじゃ、僕もお先に。コウタが図画の宿題に苦労していたようなんでね」

　そしてリョウタさんも居なくなる。

　残った万那さんは、なんだか微びみ妙ような表情で私を見ていた。

「……あー、薄うす々うす気付いてはいたけど、そういう感じに曲がっちゃってたのね」

「はい？」

「あんたね――」

　そこで言葉を切ったあと、万那さんは難しい顔でうーと唸り、そしてため息をついた。

「やっぱやめ。それを正すのは、多分あたしの役目じゃないし。――今日あったこと、天人にも教えたげて。あんたの口から」

「あ、そうですね。たか兄褒ほめてくれるかな？」

　今日中には戻ってくるだろうか。早く会いたいな。

「帰ろっか。傘入れて」

　万那さんが隣となりに並んだ。この人は歩いて寮まで戻ることにしたようだ。

「……あの、万那さん」

「何？」

「結さんって、危険な神様なんですか？」

　多分、かなり高位の神だとは思うけど、それを考えても万那さんたちはかなり彼を警けい戒かいしているように見えた。

「危険といえば――うん、危険かな。喧けん嘩かっ早ぱやいとか戦争好きとかではないんだけど……何をしてくるか予想できない怖こわさがある。悪いた戯ずら好きで悪わる知ぢ恵えの回る子どもが、莫ばく大だいなお金とミサイルの発射装置と軍隊への命令権を持っちゃった感じ」

「千那さんはずいぶん拘こだわりがあるようでしたけど、何かあったんですか？」

「過去にちょっとね。まあ、近くに住んでりゃ色々といざこざはあるよ、人間と同じく。――ああ、あいつも一応実尋市の住人で、表向き『天秤の会』の方針に賛同してることになってる」

　万那さんはため息をついた。

「お姉だけじゃなく、ほんとはあたしも一つ二つ三つ四つぶん殴なぐるぐらいはしてやりたいんだけど……立場上、人間巻き込むわけにもいかないし」

　普段は軽く見えるけど、意外に責任感の強い人なんだな。

「万那さん、苦労を背し負よい込むタイプだなってよく言われません？」

　私が言うと、万那さんは何とも表現しようのないじとっとした目でこちらを見た。

「――あのさ」

「はい？」

「そう思うんだったらさ――お願いだからこれ以上苦労とか心配とかかけさせないでくれるかな？　梨玖チャン」

　え、あれ？　怒おこられてるの、私？
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　俺たちは全力で駆かけた。

　亜夜花が足止めしてくれている間、できるだけ距きよ離りを稼かせがなければならない。あれが全員ではないはずだし、亜夜花も永遠に一人残らず押さえ込んで居られるわけではない。

　もちろん、殺してしまえば後腐れはないが、おそらく亜夜花はやらないだろうし、俺もそんなことをしてほしいとは思わない。

「……心を覗き見るような真ま似ねして、ごめん」

　果乃が走りながらぼそりと言った。バッグは投げ捨て、すでに身一つである。

「――あー、まあ、嬉うれしかないけどな、その話は逃げ切ってからだ」

「でも、下手したらもう伝える機会がないかもしれないし――蛍だっけ、あの車の子にも謝あやまっといて」

「自分で伝えるもんだろ、そういうのは」

　強気に見えてネガディブなんだよな、こいつ。ここしばらく一緒に居てわかったけど。

「……いけないとわかってるのに、止められないんだ」

　独り言のように言葉は続いた。

「昔、人間の中で暮らしていたときからそうだった。今見えているものが、感じていることが嘘うそ偽いつわりのない真実かどうか、自信が持てなくて、怖くて、確かめないと気が済まなくて……集落に引っ込んでからは使わないことに決めてたのに――ほんとにあたしは……ダメだ……」

　もうそれは呪のろいのようなものなのだろう。力さえもっていなければ、果乃もここまで苦しまずに済んだに違いない。でも――

「懺ざん悔げのつもりなら筋すじ違ちがいだ」

　俺は歩調を緩ゆるめ、足を止めた。

「天人――？」

　不安そうな表情で、果乃は俺を見た。まるで捨てられた仔犬のように。

「亜夜花に言われたこと、よく考えてみな。――ま、それはそれとして、話は後だ」

　果乃も気付いて顔を強こわ張ばらせる。前方に殺気。

　目の前にゆっくりと男が現れた。金髪のサングラス。単身だ。

「大おお神がみ太たい陽よう――」

　亜夜花が小さく言った。

　男はふふふと声を出して笑った。

「よくここまで来たな。果乃、俺様の付けてやった傷の具合はどうだ？」

「…………」

「ああ、この状況を作るために色々と骨を折った甲か斐いがあったというものだ。そう、俺様はこのときを待っていた！　――さあ、名な塚つか天人、俺と一対一で勝負してもらおうか！」

「………………は？　俺？」

　俺は思わず声を上げていた。

「何で？　果乃を追ってたんじゃないのか？」

「浦坂の目的はそうだが、俺様の目的はお前なんだよ、名塚天人！　ああ、存分にぶん殴れるこの日をどれだけ待ったことか！」

　確かにコンビニで顔を合わせたとき、俺のことを知っていながらわざと見み逃のがしたようでもあった。――以前にどこかで恨うらみでも買ったのか？

「いや、そもそもあんたとあのコンビニより前に会ったことあったっけ？」

「ふふん」

　なぜか得意げに大神は笑った。

「俺様がなぜお前を殴り倒たおしたがっているのか！　その理由は俺様に勝てたら教えてやろう。果乃も見逃してやってもいい。ああ、お前が負けても命があったなら教えてやるけどな。言っておくが俺様は強いぞ！　お前など小指の先程度の力で十分！　圧倒的な差を見せ付けてぐほぁっ！」

「走るぞ！」

　口上の最中にとび蹴げりをかましたのだ。果乃の手を引いて駆け抜ぬけようとする。

　が、男は倒れず、俺の襟えり首くびに手を伸のばした。

「……俺様は強いっつったろうが」

　鼻血を流しながら大神は笑い、俺を地面に引きずり倒した。

「――天人！」

「平気だ」

　跳はね起おきて身構える。

　飛び蹴りを見み舞まった足が重くしびれている。言動はどことなく間が抜けているが、油断できる相手ではなさそうだった。

　俺おれがこいつを足止めして果乃を先行させるか？　しかし、果乃は道を知らないし、途とち中ゆうで敵に遭そう遇ぐうする危険性もある。浦坂プラス数人がまだ残っているはずだ。この大神を無傷で残しておいて、浦坂たちと挟きよ撃うげきされる形になるのもまずい。

　俺は決断を下した。多少手ごわくても敵は一人。最小限の労力で、かつなるべく早く倒して、二人で先へ進む。

「俺が相手する。ここ動くな。――ただ、もし俺がやばくなったら迷わず逃にげろよ。まっすぐ上を目指して山を越こえろ」

　そう言い残して大神に歩み寄った。

　ここはまだ実尋市の外。俺の最後の切り札、絶対神の力を借りることはできない。

　――なら、自分の力で正面から殴り倒すのみ。

　俺は相手の顔面に拳こぶしを叩たたき付つけた。確かな手て応ごたえ。

　だが、大神はふんと鼻を鳴らした。

「なんだそりゃ。――軽いんだよ、ガキ！」

　大おお振ぶりの右。余裕を持って回かい避ひ――したつもりが、こめかみをかすめた。

　それだけで視界がぐらりと揺ゆれた。予想以上の速さ、予想以上の威いり力よく。

「…………」

「なに驚おどろいた顔してやがる。気合が足りてねえんだよ。適当に相手して力を消しよ耗うもうせずに倒して先へ進めりゃベスト――とか考えてるだろ、お前」

　大神は嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがめた。

「舐なめた気分で俺様の前に立つんじゃねえよ！」

　同じくモーションの大きな右フック。だが、先ほどよりさらに速い。

　かろうじてガードしたが、吹ふき飛ばされないためには全力で踏ふん張ばらなければならなかった。腕うでがビリビリと痺しびれる。

　――なるほど。これは昨日やりあった鬼おにたちとはレベルが違う。

　いつか万那さんに言われたっけな。『あんたは先を考えすぎる』って。今、この場では、雑念を入れず、全力でこいつを倒すことが必要なのだ。

　俺は細く長く息を吐いて、呼吸を整える。集中しろ。

「――お？」

　空気が変わったのを理解したのか、大神が意外そうな表情を見せた。

「悪かったな。じゃ、ちょっと気合入れて行くぞ」

　俺は踏み込み、相手の顔に再度拳を放った。攻撃は目標を的確に捕とらえた。いや、あるいはわざと避よけなかったのかもしれない。

　大神は攻撃を受けきったが、今度は膝ひざがわずかに揺れた。にい、とサングラスが笑う。

「ふん、今度のは悪くねえな」

「そりゃどうも」

「お返しだ。――遠えん慮りよなく受けとれやぁ！」

　拳が襲おそい掛かかってくる。

　そこからは嵐あらしのような殴り合いだった。

　純じゆ粋んすいなパワーという点で言えば、俺はさほど優すぐれているわけではない。手数、動きの鋭するどさと駆け引きで勝機を見み出いだすタイプだ。

　相手の攻撃を受け流す、捌さばく。そして生じた隙に攻撃を叩き込む。

　対照的に大神は凄すさまじいパワーを生かした戦い方をする。無造作に拳を振り回すが、一度でもまともに食くらえば立っていられないだろう。

（食らえば、な）

　攻撃をやり過ごす。がら空きになった顔に拳を入れる。

　反はん撃げきがくる。だがこれも予測どおり。カウンターで腹に蹴りを叩き込む。

　くはぁ、と息を漏もらして大神の動きが止まった。

「……くく、調子出てきたな、おい」

「まだ笑えんのかよ」

　このくらいでは倒れてくれないか。

「一次試験合格だ。だが、こっからはちょっと厳しいぜえ」

　言葉と同時に大神の体が膨ふくれ上がった。上半身が毛皮に覆おおわれ、頭部が大きな顎あごと獣けもの耳みみを持つ獣のものに変わる。人じん狼ろうか。

「天人、気をつけて！」

　ああ、と相手から目を離はなさず果乃に答える。

「行くぜぇ。おぉ――らあ！」

　獣の腕が眼前を通り過ぎた。前まえ髪がみが数本、宙を舞まう。

　パワーがさらに増したようだ。しかし、基本的な戦い方は変わっていない。

　なら、手数をさらに増やして、速さで押おし切る。

　攻撃に空を切らせた後、がら空きになった顔面に二発返す。

　だが――それは相手の誘いだった。

　二発目の手ごたえが甘あまい。踏み込んで、打点をずらされたのだ。

　そして――それに気づいたときには、もう大神の姿が目の前にあった。

「遅えよ、小こ僧ぞう」

　至近距離から打ち下ろされた拳を、辛かろうじて片かた腕うででブロック。だが、勢いを殺すことはできなかった。俺は体ごと地面に叩きつけられた。

「かはっ――！」

　肺から空気が一気に押し出される。

「おらおら、起きろ！」

　わき腹を狙ねらって蹴り。かわし切れない。衝しよ撃うげき。

　果乃が短く悲鳴を上げた。

　が、こちらもただ喰らっただけではない。飛ばされた勢いを利用して距離をとり、立ち上がって体勢を整える。

「おいおい、アバラいったんじゃねえか？」

「……慣れてるんでね、心配無用」

　そう答えたが、半分は虚きよ勢せいだ。体を捻ひねるたび痛みが走る。反応と動きの鋭さが一ランク落ちるだろう。――まずいな。

「じゃあ、まだ俺様を楽しませてくれるんだよなあ」

　大神の口元がめくれ上がり、太い牙が覗く。

　再び目まぐるしく入いれ替かわる攻こう防ぼう。だが、次し第だいに守勢に回ることが多くなる。かわしきれず、ガードして凌しのぐ回数が増えたためだ。速さを生かして二倍の手数を叩き込んでいたのが、やがて互ご角かくになり、そして二回に一度しか反撃できなくなる。

「――がっ！」

　ガードをミスって蹴りの威力を殺し損そこねた。ぶっ飛ばされて、木の幹にしたたかに背中をぶつける。がくんと腰こしが落ちた。

　大神がゆっくりと歩み寄ってくる。

「おら、へたってんじゃねえよ」

　胸むな倉ぐらをつかんで引き起こされた。

（あー、くそ。強いな、こいつ――）

　それは認めざるをえなかった。現状、そこまで圧あつ倒とう的てきに上回られている感覚はないものの、相手の底はまだ見えない。確実な力の差がある。

　が、こういう勝負は、負けたと思ったときに負けるのだ。そして俺はまだ負けるつもりはなかった。

　相手の手首に手を添そえる。

「――あ？」

　大神が眉間にしわを寄せ、そして――次の瞬しゆ間んかん、大きくバランスを崩くずした。

　重力操作。俺と俺が触ふれているものに限り、重力の方向を変えられるという、ささやかな特とく殊しゆ能力。

　自分に使えば壁かべや天てん井じようを自在に歩くことができ、相手に使えば視覚情報と平衡感覚に齟そ齬ごを生じさせる。効果が期待できるのは一いつ瞬しゆんだけだが、それでも隙すきを作るには十分だ。

　俺は大神の腹に膝を叩き込む。さすがに効いたようで、がっしりとした長身が二つ折りになった。そして、低くなった頭部目掛けて、渾身の肘ひじ。――手応えは十分。

「か――あ……」

　大神は一歩よろめいて、地面に片膝をつく。勝てた――か？

　しかし、次の瞬間大神はバネ仕掛けの人形のように立ち上がり、拳を振り回す。狙いが甘かったため回避できたが、距離を取らざるをえなかった。

「……ああ、痛いてえ。久しぶりだな、こんないいのもらったの」

　狼おおかみの頭を軽く振る。ノーダメージではないが、決定的な一撃にはならなかった。仕留め損なった、か。

「しかし、今の変な感覚――あー、そうか、それが半天使の能力か」

「…………」

　やはり俺のことを知られている。どういう関かかわりなのだろう？

　――いや、それは勝ってからゆっくり聞けばいい。今の問題は、どうやれば勝つことができるか、だ。

「でもよ、所しよ詮せんは小手先の目くらましだな。つまんねえ小技だ。お前は今の一撃で俺様を倒せてなけりゃいけなかった。もう通用しねえぜ」

　感覚を掴まれたかな、と思う。二度目はおそらくもっと短時間、おそらく一瞬にも満たない時間で立て直してくるだろう。攻こう撃げきするだけの隙を見出せるか――いやそれ以前に、もう一度体に触れさせてもらえるかどうか。

　相手にもそれなりのダメージは蓄ちく積せきされている。だが、俺の余力を考えれば、これから攻撃を当てるのは難しいだろう。どうする？

「……小技が嫌きらいなら、派手なの行こうか？」

　俺は言った。

「ああ？」

「予告しとく。俺はこれから、お前に右みぎ腕うでで殴りかかる。全力で、だ」

　その言葉を聞くと大神はにやりと笑い、太い獣の腕を掲げて見せた。

「おもしれえ。じゃあ、俺様も同時に右ストレートだ。お前の顔面にぶち込んでそれで終わらせる」

　単純な挑発だ。現状有利な方が乗るメリットはない。しかし、それを承知の上で、こいつは受けて立つだろう、そう読んだ。

　一発勝負。

　劣勢を跳ね返せるような奇策ではない。長引かせると先にこちらの限界が来る以上、ここに活路を見出すしかなかったのだ。

「――行くぞ」

「こいや、おらあ！」

　互いの距離は十数メートル。俺と大神は全力で地面を蹴けった。

　瞬きほどの間に距離がゼロになる。

「おおおおおおおおおおおおぉぉぉッ！」

「らあああああああぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　同時に攻撃を放ち、二つの拳はともに標的を捉え――そして一方が吹き飛んだ。

「――天人！」

　果乃の悲鳴に飛びかけた意識が戻もどってくる。俺は片膝を突ついたところでこらえた。

　気力を振り絞って顔を上げる。あいつはどうなった？

　大神は――大の字になって、地面に横たわっていた。

　――やった。

「か……は……な、なんで……」

「……『小手先の目くらまし』には違ちがいない。でも、俺の力には、何通りもの使い方があるってことだよ」

　からくりは単純だ。俺はダッシュしながら、攻撃の直前で自分の前方向に重力を変更した。これにより最後の瞬間、加速して踏み込みがわずかに伸び、数センチではあるが大神の目測を誤らせたのである。

　結果、大神の拳は腕の伸びきらない状態で俺に当たり、俺の拳は俺が狙った通り完璧、かつ大神の予想を裏切るタイミングでヒットした。

　さすがにこれは立てないだろう。というか、立たれたら終わる。

　相手は上体を起こし、戦意の衰えない目で俺を睨む。俺はぞっとするような感覚に襲われた。まるで、まだ余力を残しているような、いや、それどころかノーダメージで立ち上がってきそうなそんな予感が――

　だが次の瞬間、大神は何かを受け入れるように小さく鼻を鳴らすと、ふっと頬ほおを緩めて笑って見せた。

「――いいパンチだった……ぜ……」
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　そして、がくりと頭が落ち、動かなくなった。

「…………」

　か、勝った――のか？

「だ、大だい丈じよ夫うぶ？」

　果乃が駆け寄ってきた。

「大丈夫――だけど、ちょっと肩かた貸してくれ。体力尽つきた……」

「……ごめん」

「だから謝るなよ。俺は俺が助けたいように助けるんだ」

　笑ってみせる。ズタボロなのであまり様にならないが。

　そういえば、あの狼男、何も言わずに気絶しちまいやがったな。結局、俺に何の恨みがあったのか聞けなかったじゃないか。

　ゴールまではあと少し。果乃に掴まって歩を進める。

　木の葉を叩く雨音が大きくなった。雨が激しさを増したようだ。

「――あたしが、人間嫌いになった理由、話すね。前に聞きたがってたでしょ？」

　果乃が荒あらい息の下から、唐突にそんなことを言った。

「いや、今は喋しやべらないほうがいいんじゃないのか？」

　こいつも傷がかなり痛んでいるはずだ。

「いいの。少し話させて。……あたしの父さん、人間だったんだ。小さいころ、あたしは人間の社会で人間として育てられた。二人の馴れ初めについては聞いた記き憶おくはない。でも、特に母さんの方は反対を押し切って一いつ緒しよになったんだと思う」

　人間の血が入っていることに関しては、あるいはそうかもと思っていた。本ほん性しようを現したときの姿が、かなり人に近かったからだ。

「あたしが三つか四つのころかな――父さんが事業に失敗して自殺しちゃった」

　それだけならば、ありふれたとは言わないまでも、いくらでも前例のある不幸だっただろう。特異だったのは――その葬式の席で、果乃の能力が発現したことだった。

「今でもそうだけど、あたしの力はそれほど強くない。一言一句具体的に思考を読み取るのは無理なんだ。読めるのは、抽象的なイメージ、そのときの意図、感情、嘘うそをついているか否いなか、そんなあたり。で、父さんのお葬式のとき、突とつ然ぜんおでこに瘤こぶみたいなのができてね。そしたら、参列者の中に嘘吐つきが何人もいるのがわかっちゃった」

　幼かったのは幸運だったのか不運だったのか。

　今思えば、おそらく父は、仲間、あるいは同業者に嵌はめられたのだろう、と果乃は言う。

　だが当時の彼かの女じよにそんな概念は理解できない。ただ不思議だった。なぜ何人かの参列者は顔で泣いて心で笑っているのか、なぜ悲しみを表しつつ喜んでいるのか。彼女はその疑問を母親にぶつけた。母親は長い沈ちん黙もくの後、果乃の疑問には答えず、代わりに二度とその力を使ってはいけないと厳しく命じた。

「でも、あたし、いい子じゃなかったからね。言いつけは守らなかった」

　苦くし笑よう気味の表情で果乃は言った。

　角は怪け訝げんに思われることが多かったので、帽ぼう子しで隠かくすという知恵を身につけた。

　そして彼女は外に出るたび、年の近い友だちや近所の大人たちと接触する機会があるたび、力を使った。結果、やっぱり嘘つきがいっぱいだった。それを言い当てるうちに彼女は気味悪がられるようになった。気味悪がられることに傷ついた彼女は、さらに力を使った。相手の本心を知りたくて。自分を心から好いてくれる人が居るのを信じたくて。

　しかし、それは彼女の傷を深めただけだった。

　彼女は母親に尋ねた。なんでこんなことになるの？と。何度も何度も。

「結局、寂しかったんだと思うよ、当時のあたし。だって母さん落ち込むばかりで、あんまり構ってくれなくなってたから」

　だが、それは母親をさらに苛さいなむ結果になっていた。

　やがて、終わりが訪おとずれる。

　少し疲つかれたような声で『お出かけしようか』と言った母親は、駅に行き、彼女を腕に抱だいてほほ笑むと、特急電車に飛び込んだ。

「母さんも鬼の一族だったから、そのくらいじゃないと死ねなかったんだろうね。で、幸か不幸かあたしは助かった。人間基準ではどう見ても死んだとしか思えない状態だったけど、霊れい安あん室しつで息を吹き返したって。ニュースで名前を見た母方の親類――つまり鬼のほうね――が手を回して、死亡扱いで戸こ籍せきを消したのち、里に引き取った」

　果乃は落ち着いた声で続ける。

「別にトラウマとか、そういう大層なものはないんだ。当時のあたしは死の意味を知らなかったし、何があったのかまったく不明のまま、集落に連れてこられたから。今の話は、何年も経ってから聞いたり知ったりしたことをつなぎ合わせて、こういうことだったのかな、と推測したもの」

　しかし、そのあと彼女は考えた。ずっと考え続けた。

　両親は死んだ。何が間違っていた？　どこがおかしかった？　悪いのは誰だれなのだ？

　それは、心を掻かき毟むしり、かさぶたができるたびに剥はがし、永久にジュクジュクと膿うんだ傷口を抱かかえて生きるに等しい行こう為いだったかもしれない。

　そして得た結論が――

「人は嘘つき。人とそうじゃないものは一緒にいられない、か……」

　果乃と俺の境遇は、ある意味よく似ている。片親を亡なくした後、人ではない親の手により、人の社会で育てられた。

　ただ、俺には人の心を覗くなんて力はなく、果乃にはあった。

　両親を亡くした後、果乃は自分の力を封印することにした。使って幸福になれる種類の能力ではないことを理解したからだ。しかし、見えていたものが見えなくなったことは、新たな困難を彼女にもたらした。

　他者が――理解の及ばない存在となったのだ。

　上辺と本心はまったく別のものであるという認識は、幼いころの経験により彼女の心に深く刷り込まれていた。自分を引き取り親身に世話を焼いてくれた伯母以外には、心を許すことができなくなった。

　殊に人間は恐ろしかった。間接的に両親を死に追いやった人とその社会――それは相手の本心を知ることを放棄した彼女にとって、意志も意図も感情もまったく読み取ることのできない、正体不明の怪物に他ならなかった。一度、伯母に連れられ人間の街に出た果乃は、得体の知れない力に圧殺されるような恐怖を覚えて、パニックを起こした。以降、彼女は人間と関わるのを完全に止めた。

　――しかし。

　十数年ぶりに力を使った果乃は、その価値観に亀裂が入ったことを自覚する。

「亜夜花は、あんたが望みを叶かなえてくれるって言ってた。あたしは答えがほしい」

　瞳がまっすぐにこちらを見る。

「――あたしは、誰かを信じてもいいの？」

「んー……」

　俺は唸った。亜夜花も無責任に人に宿題を押し付けてくれる。

「そうだな、一つ言えるとしたら――」

　そこで俺は言葉を切った。

　足を止め、肩を借りていた果乃からそっと離れ、周囲を見回す。

　怪訝そうな視線を俺に向け――そして果乃も息を呑のんだ。

　――まあ、そうだよな。世の中そういうものだ。

　ラスボスをスルーしたままエンディングに辿たどり着つくことはできないようになっている。

「囲まれたな。数はわかるか？」

「六人。一人は――浦坂。完全に見つかってるね。敵意を感じる」

　気付くのが少し遅おくれた。グラサン野郎に食らったダメージで、感覚が鈍っていたようだ。

　とはいえ、包囲はまだ完璧ではない。亜夜花が何人か引き受けてくれてよかった。合流されていたら逃げる隙さえ無かっただろう。

　大ボスは正面から来るだろう。獲物の退路を塞ふさぐのが下したっ端ぱの仕事。

「合図したら走れ。すぐ川に出る。川沿いに下れば迎むかえが居るはずだ」

　ゴールはすぐそこ。亜夜花は居ないが、ウルリカの鼻と耳ならきっと果乃を見つけ出してくれるだろう。

「でも――」

「俺一人ならどうにでもなる。俺の努力を無む駄だにすんな」

　果乃は何か言いたそうだったが、言葉を呑み込み小さく肯うなずいた。






　　　　　★　★　★





「…………」

「…………」

　鬼たちと、私。

　にらみ合ったまま、時間が過ぎていく。

　冥界神である私との格の差はわかっているはずなのに、彼かれらは撤退しようとしなかった。浦坂とかいうリーダーはこの場にいないようだったが、その統率力が窺い知れる。よほど恐おそれられているのだろう。

　もちろん膠着状態が長引けば長引くほど天人さんたちの方に向かう戦力を減らせるわけだから、これはこれでいいのだが。

　力の差は圧倒的で、負けるつもりも当然ない。しかし――実のところ、私は戦せん闘とう行こう為いには向いていないのだ。能力ではなく、どちらかといえば心根の問題で。だから、十分な時間釘くぎ付けになった後で、おとなしく退散して欲ほしいものだと思う。

　一人が回り込んで天人さんたちを追おうとする。私はそちらに視線を向ける。それだけで、彼は動けなくなった。派手に行使しなくても、強大な力には抑止効果がある。

　天人さんたちはうまく逃にげただろうか。何の障害もなければ、そろそろウルリカと合流していてもいいくらいの時間だけど……

　と、そのとき、遠巻きにしている鬼たちにかすかな動揺が走った。

「どけどけ、お前ら。そいつの相手は、オレがするから」

　正面の人垣がまるで声の主を避さけるように脇わきへ退く。

　その向こうからゆっくりと現れた人ひと影かげを見て――私はかすかに眉まゆをひそめた。






　　　　　＊　＊　＊





　――完全に囲まれる前に、こちらから打って出る。

　それが俺おれの決断だった。

　人数で不利なのだ。わざわざ相手が態勢を整えるのを待ってやる必要はない。

　前触れなく地面を蹴けり、大きく跳ちよ躍うやく。木の陰かげからこちらに忍び寄ろうとしていた鬼おにを、俺は思い切り殴り飛ばした。

　敵はすでに角を生やし本性を現している。なりふり構わず実力行使に出るつもりだったのだろう。だが、あのグラサン野郎ほどの力はない。追い撃ちの蹴りを叩たたき込こむと、相手はうめき声を上げて地面に転がった。

「――のガキッ！」

「おい、こっちだ！　急げ！」

　すぐに援軍が集まってきた。二人ほど地面に這わせたが、そこで捕まえられる。ダメージが大きくて、本来の動きができない。

　だが、これは予定通りだった。俺が数人を引き付けたことで、包囲に穴が開く。

「今だ！」

　声と同時に、果乃は勢いよく飛び出した。駆かけ出だす彼女の行く手に敵の姿はない。

　――よし、振ふり切れる。

　だが、そう思った瞬間――何かが空気を切る音。そして果乃は小さな悲鳴とともに地面に転がった。

　石つぶて――と言っていいものか、大人の頭ほどもある岩が背中に直撃したのだ。辛うじて意識を失ってはいないようだが、すぐには起き上がれそうにない。

　手下に押さえつけられている俺には目もくれず、巨体がゆっくりとした足取りで果乃の方に向かった。

「いよお、やっと会えたな」

「…………」

　倒たおれたままの果乃は恐きよ怖うふに彩られた表情を浮うかべ――しかし、それでも気丈に浦坂を睨にらみつけた。

「色々積もる話はあるが……これ以上ちょろちょろ逃げられると面めん倒どうなんでな、先に足、潰させてもらうぞ」

　その右手には黒光りする巨きよ大だいな鉄柱――あのあまりにも有名な鬼の武具、金棒が出現していた。人間形態のまま、軽々と扱っている。何百キロ、いや下手したらトン単位か？　どんな腕わん力りよくしてるんだよ。

「まあ二度と歩けなくなるかもしれんが、悪く思うな」

　薄うすく笑って振り上げる。冗じよ談うだんではない。あんなものが当たれば、果乃の足は千切れ飛ぶ。

「おい、止やめろ！」

　思わず俺は怒鳴り、同時に押おさえつける一人の顎あごに頭ず突つきを、もう一人に肘ひじを叩き込んだ。そして跳はね起おき、駆けようとする。だが間に合わなかった。

　鉄塊が果乃目め掛がけて落ちかかる。

　と、そのとき――

　うぉんっ！という吠え声とともに、風のような速さで黒い影かげが割り込んだ。果乃の盾たてとなり、その体で金棒を受け止める。

　灰色の巨大な獣けものだった。さすがにノーダメージとはいかず崩れかけるが、踏ふみとどまって浦坂に牙きばを剥むく。

「ウルリカ……」

　こっちを見つけて、迎えに来てくれたのか。

「狼おおかみ？　いや犬か。変なのが居るもんだな。――どけよ」

　浦坂は無造作に金棒を振るう。

　かわせば果乃に当たってしまう。ウルリカはその一撃を体で防いだ。そのまま即そく座ざに反はん撃げき。巨大な爪つめが風を切る。さすがに浦坂は舌打ちし、一歩下がった。

「おい、ハゲ！　てめえの相手はこっちだ！」

　掴つかみかかってきたもう一人を蹴飛ばすと、俺は立ち上がって大声を上げた。

　位置関係から言えば、ウルリカと俺で浦坂を挟きよ撃うげきする態勢になっている。

　だが、状じよう況きようはよくない。ウルリカはあの巨大な鉄の塊の直撃を二度も受けていて、後あと肢あしの踏ん張りが利いていないようだ。全力で走ったり跳んだりは――どうやら難しいか。

　そして俺が叩きのめした手下たちもすぐに回復してくるだろう。浦坂一人でも厄介なのに、そうなれば勝ち目はない。果乃を確保されれば、その時点で詰みなのだ。

　となれば、手は一つ。

　ウルリカの向こうで、果乃が顔をしかめながらもゆっくりと体を起こしたのが見えた。

　動けなくはなさそうだな。――気づいてくれよ、と内心で祈いのる。

「今から俺がぶっ倒してやるからな！　いいか、そこを動くなデカブツ！」

「……コンビニにいた奴やつだな。うっせえガキだ」

　浦坂はブンブン飛び回る小バエを見るような目を俺に向けた。まあ実害はなくとも不快には違いないのだろう。先に叩き潰つぶすことにしたらしく、ゆっくり俺に歩み寄ってきた。

　果乃は――ウルリカに何か囁ささやいている。よし。

「いっくぜえ！」

　俺は声をあげると、地面を蹴って浦坂に踊りかかる――と見せかけ、横に跳んだ。木の幹を蹴って方向転換。ウルリカの傍そばに転がるようにして着地。

　すでにその灰色の毛皮の背には果乃が乗っている。ウルリカは俺の服をくわえる。

「よし、跳べ！」

　ウルリカは身を翻ひるがえし、後方、敵とは逆方向に大きくジャンプした。

「読めてんだよ、アホが！」

　浦坂は巨体に似合わぬ速さで追いすがる。いくらウルリカでも、怪け我がを負っている上に俺たちという荷物付きでは十分な高さも速さも出せない。かわしきれないと悟ったのか、果乃が短く悲鳴を上げた。が――

「あ……？」

　浦坂の驚おどろく声。金棒はきれいに空を切っていた。

　灰色の獣は空中でその跳躍の軌道を変化させ、さらに高く舞い上がったのだ。

　俺のささやかな特技――自分と自分が触ふれているものに限って、重力の方向を操作できる能力。ベクトルを上に向ければ、飛ひ距きよ離りは伸びる。大神を倒したときの、応用だ。

　ややあって、俺たちは水の中に落ちた。一ひとか塊たまりになって浮かび上がる。

「手ぇ伸ばせ！」

　俺は果乃の腕を取って引き寄せ、二人でウルリカの毛皮に掴つかまった。

　雨で増水した川だ。俺たちは激しい流れにたちまち押し流された。

「……ちゃんと読めたんだな」

「そりゃ、あれだけはっきり念じてくれればね」

　もともと浦坂と戦うつもりはなかった。ただ、あそこから逃げるには一いつ瞬しゆんの遅滞もなく全員で呼吸を合わせる必要があったのだ。

　俺は浦坂をかわして果乃たちの方に回り込むイメージを強く持つ。果乃がその思念を感じ取ってウルリカに伝える。だから最高のタイミングで成功したというわけだった。

　常人なら溺おぼれかねない流れの中に、しばらく身を委ねる。人間を上回る体力があるとはいえ、楽な作業ではない。五体満足ならともかく、俺たちは全員ケガ人だ。

「そういや果乃、岩の直撃を食らってたけど、大丈夫か？」

「痛いけど――多分、肩の骨にひび程度で済んでる。あんたに比べりゃ何でもないよ」

「んじゃ、そこから岸に上がろう。悪いけど、お前が俺たちを引っ張り上げてくれ」

　体力がそろそろやばい。

　川に張り出している木に掴まり、果乃が先に上がる。続いて俺。

「この子は……あたし一人じゃ辛つらいかな。天人、手を貸して」

「ウルリカ」

　俺の声に応じて、巨大な犬は全裸の幼女へ姿を変えた。果乃が目を丸くした。

「……ふえぇ、た、天人さまー、いたいのですー」

　ウルリカが涙目で俺を見上げ、しがみついて来た。見ると片足が腫れ上がっている。金棒の直撃を受けたところだろう。

「よしよし、よくがんばった。ありがとな。もう少しの我が慢まんだから」

　抱き上げて頭を撫で、俺のシャツを羽織らせた。

　さて、本当にあと少しだ。ここから少し上の登山道にさえ出られれば――

「ご苦労なこったな」

　そのとき、声が聞こえた。果乃が立ちすくむ。

　浦坂と手下たちがニヤニヤしながらこちらに歩み寄ってきた。

「……振り切ることができてれば、言うことなかったんだけどな」

　俺はため息をつきながら前に出る。望んだ状況ではなかったが、予測はしていた。

　川に浮いていれば自然の力が俺たちを運んでくれる。が、当然ながら移動コースは川の流れによって規定される。加えて呼吸確保の必要上、水面に浮いていなければいけない。

　つまりこの山中を駆けるだけの身体能力がある相手には、容易に捕捉されるのだ。

「なあ、ガキ。どういう気まぐれで手を貸してるのかは知らんが、俺の目的はその女だ。差し出せば、見み逃のがしてやってもいいぜ」

　浦坂は嫌いやな笑い方をした。

　傷だらけ。体力はほぼゼロ。圧あつ倒とう的てき不利。俺の背後に立つ果乃の震えが伝わってきた。

「ね、天人、もう……」

「こいつを頼たのむ」

　俺は腕の中のウルリカを果乃に預けた。

「諦あきらめるのはナシな。亜夜花にも怒おこられただろ？」

「でも……」

「答えがほしい、ってさっき言ってたよな」

　縋すがるような眼めをして、果乃は俺に問いかけたのだ。

『――あたしは、誰かを信じてもいいの？』と。

「答えをやる。お前は俺を信じていい」

　俺は断言する。

「勝負はこれからだ。いいか、何があっても俺を信じ、俺の指示に従ってくれ。――そうすりゃ、俺たちは勝てる」

　返事は聞かず、俺はさらに進み出た。

「よーく聞けよ、鬼ども。依い頼らい人にんを差し出す？　お断りだ！　この俺をなめ――」

　そのとき、何の言葉も予備動作もなく、浦坂が金棒を振るった。片足が、あっさりと砕かれる。横転した俺を、手下たちが押さえつけた。

「……天人」

　視界の端はしに真っ青になった果乃が映った。大だい丈じよ夫うぶだって。ちょっとよけそこねただけだ。そんなこの世の終わりみたいな顔するなよ。

「んじゃ、果乃、お前に聞こう。――俺のところに戻もどるか？」

「…………」

　どすんと俺の頭の脇に金棒が突き立てられる。

「やめて！　天人に手を出さないで！」

　ほとんど悲鳴のような声だった。

「返事は？」

「…………る」

「ああ？」

「戻る。……戻り、ます」

　やめろ、と怒ど鳴なろうとしたが、泥の中に顔を突っ込まれていて、声が出せない。

「それは、俺の命令に従うってことか？　果乃。一晩中玩具になれと言ったらその通りにするってぇことか？」

　果乃は唇くちびるを噛かんでうつむいた。

「……します」

　まずい。それだけはダメだ。

　あと一歩なのに、お前が諦あきらめたら、そこで終わってしまう――

「何でも言われたとおりにするから……天人を放して。お願い、します」

「ダメなのですよ、そんなこといったら」

　そのとき、幼い声が響ひびいた。抱きかかえられたウルリカが、果乃を見上げながらむっと唇を尖とがらせていた。

「天人さまは『何があっても』とおっしゃったのです。天人さまががんばってるんだから、ちゃんと信じて協力しないとダメなのですよー」

　場ば違ちがいな声に気を取られたのか、俺の首を押さえていた手下の手がわずかに緩んだ。

　俺は力を振り絞しぼり、無理矢理顔を上げる。両脇の二人に肘ひじと拳こぶしを入れ、一瞬全員の注意がこちらを向いた瞬しゆ間んかん、大声で叫さけんだ。

「走れ！　向こうの道まで！」

　果乃は雷に撃たれたようにびくんと震え――そして背を向けて駆け出した。

　俺にとっての最優先課題は、果乃を逃がすこと。だから、こいつらに隙すきを作るパターンをいくつか考えていたのだ。

　最初の大げさな口上に注目が集まればそれでよし。仮に無力化されたら、そのまましばらく機会を窺うかがう。抵てい抗こう力りよくを失ったと思った俺が突如復活した場合、間ま違ちがいなく果乃から一瞬目が逸れるからだ。

　果乃の心が折れて動けなくなるのだけが唯一の心配だったが――どうやら、うまくいったようだ。

「全員で追え。今度は逃がすなよ」

　浦坂は落ち着いた声で言った。

　振り切るのは無理だろう。あいつも怪我を負っているし、ウルリカを抱えている。案の定、登山道に辿り着いたところで追いつかれたようだ。

　その光景を確かく認にんし、浦坂はふんと鼻を鳴らした。

「終わりだ。骨折り損だったなあ、文字通り」

　起き上がれずにいる俺を、嘲あざ笑わらう。

「……ああ、終わりだな」

　俺は同意した。

「ただ、骨折り損とは思わないし、このまま終わらせるのも性に合わない。もうちっと相手しろよハゲ」

　俺については別にいい。でも、ウルリカに怪我をさせ、果乃を悪あく趣しゆ味みにいたぶったこいつには、どうしても一発入れてやりたかった。

　浦坂を睨みつけながら、歯を食いしばって立ち上がった。その瞬間――

「アホが」

　声と共に、一陣の風が俺を捉とらえた。

　かろうじてガードが間に合った。だが、振り切られた金棒はその両腕を砕き、ホームランを放つように俺の体を吹き飛ばした。宙を飛び、二度三度とバウンドし、ゴロゴロと転がって、道の真ん中でようやく止まる。

「ぐ……はっ！　ゲホッ！」

　肺から逆流した血を吐はき出す。さすがに効いた。無事だろうか、俺の骨と内臓。

「天人！」

　悲鳴が聞こえた。

　手下たちの手を振りほどこうと暴れていた果乃たちが、すぐ隣となりに見えた。えらく飛ばされたものだ。

「なあ、こんなザマを晒さらしてる男を、お前はまだ信じるのか？」

　浦坂が悠ゆう然ぜんとした足取りで姿を見せる。勝利を確信した表情だった。

「……信じる」

「あ？」

「信じるよ。勝つって――天人は勝つって言ったもん！」

　涙に濡ぬれた目で、果乃は大男を睨んだ。

「――は」

　浦坂が鼻で笑いながら、倒れた俺に歩み寄る。そして肩かたを踏みつけた。

「じゃ、もうひと勝負いくか。ハンデやろうか？　かすり傷一つでもつけられたら、俺の負けでいいぜ。――果乃、お前はおとなしくしてろ。こいつ始末したら、すぐにでも孕はらませてやるからよぉ」

　おそらく精神的に責め苛むこと自体が目的なのだろう。浦坂はひどくサディスティックな笑え顔がおを浮かべていた。

「……俺の負けでいいぜ、かあ」

　俺は浦坂の台詞せりふを復唱した。

　そして笑った。肋ろつ骨こつがひどく痛んだが、それでも俺は体を震わせ、腹を抱えた。

「……何がおかしい？」

「負けで、いい、じゃねえよ」

　切れ切れに言う。笑ったせいか、それとも怪我のせいか、息が苦しい。

「もう、お前らは、負けて、俺たちは、勝ってるんだ……」

「はあ？」

　頭でも打ってイカレたのか、こいつは？という表情で、浦坂は俺を見る。

　俺は笑いを収めて、一つ大きく深呼吸した。視線を動かして少女の顔を視界に捉える。

「まあ、でも、俺の気も、済んでないんだよな。――なあ、果乃、もう一度訊きくぞ。お前、俺に勝ってほしいか？」

「……うん」

「俺がこいつに勝つと信じるか？」

「信じる」

　その表情に迷いはなかった。

「あたしは信じる。だから――勝って！」

　叫ぶような果乃の声と共に、俺は新たな力が湧きあがってくるのを感じた。

「よーし、んじゃ、やろうか――特別延長戦！」

　同時に俺は浦坂の足首をつかむ。同時に重力方向の反転。

「な――」

　バランスを失った浦坂は地面に片手を突ついた。俺は全身のバネを使って体を起こし、敵の右みぎ腕うでを取る。そして俺の両腕と右足を絡める。

　以前に千那さんとやりあったときに学んだ。力に勝る相手と組み合ってはいけない。やるなら牽制や駆け引きなど無視して、一瞬で全力の攻こう撃げきを叩き込むこと。

　もつれ合ったこの体勢から有効な打撃を放つほどの力は、もう残っていない。だから、全身の残った力を振り絞り――

「おぉあああああああぁぁぁぁ！」

　その太い腕をへし折った。

　鈍にぶい音。肉と腱が千切れる感かん触しよく。割れた骨が皮ひ膚ふを突き破る。さすがの浦坂が、ぐぅ、と小さく苦鳴を上げた。金棒が手から滑すべり落ちて転がる。

　俺は腕を放し、右足で思いきり後頭部を踏みつけた。まるで土下座をするかのように浦坂は顔面を地面に衝しよ突うとつさせ――そして、巨体からかくんと力が抜けた。

「は……ざまぁ――」

　息を荒あららげながら、俺も両りよ膝うひざをつく。今度こそ、すべての力を使い切った。もう指一本動かせない。

「まさか、これが、かすり傷以下とは、言わないよな。――俺の、勝ちだ」

　果乃とウルリカを拘束しつつ成り行きを見守っていた鬼たちは一瞬あっけにとられ……そして、口々に怒号を発しながら俺に殺さつ到とうする。

「来るんじゃねえ！」

　だが声が響いた。

「殺す。こいつは俺がぶっ殺す。雑ざ魚こが調子に乗りやがって」

　金棒を拾い上げた浦坂が、血走った眼で俺を睨みながらゆっくりと立ち上がった。

　赤黒く変色した肌はだ。筋肉が盛り上がり、さらに二周りほど大きくなった巨体。見事な二本の角。人間の姿を止やめて、本ほん性しようを現している。

　ついでに俺おれの折った腕も再生されているようだ。……インチキだなあ。

「倒せたとでも思ったか？　俺はまつろわぬものを統べ、力でその上に君臨する王。――てめえごときに傷つけられるかよ！」

　腕折られて痛そうな声上げてただろ、あんた。そう言ってやろうとしたが、代わりにいやな音を立てる咳が出た。血が気管に入ったか。

「そのザマじゃあ、さすがにもう逃にげられねえだろ。待ってろ、なぶり殺しにしてやる」

　怖おぞ気けを誘うような笑顔。浦坂の唇の隙間から乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞいた。

　俺は思った。――ああ、やっぱりわかってないんだ、こいつ、と。

「……あのな、俺、もう逃げる、必要は、ないんだよ」

　なぜならここはゴールだから。俺にとっても、果乃にとっても。

　そう、果乃をここに届けたとき、俺の勝ちは決まっていた。

「ああ？」

　浦坂は眉み間けんにしわを作る。

「少し前に、小学生の遠足に、付き合わされたことが、あってさ。結界の境を、頭に叩たたき込むため、地図を何度も見た。だから、知ってたんだ。ここは――」

　この登山道は――

「市の境界線にあたる。つまり、ここはもう市内なんだよねえ」

　唐突に、女性の声が聞こえた。

　全員が思わず動きを止める。

　彼かの女じよがいつそこに現れたのか、いつからそこにいたのか、理解できたものは一人も居なかっただろう。

「おかえり、天人君。おつかれさま、ウルリカちゃん。――そして鬼おにの一族の皆みなさん、人と人ならざるものが住まう街、実尋市へようこそ」

　のんびりと笑う御み子こ神がみてとらさんが立っていた。







　良くも悪くも、実尋市におけるてとらさんの影えいき響よう力りよくは強い。無用な刺激を避さけるため、実尋市の中においてさえ極力その神としての力は使わないようにしているという。

　――その制限が解かれる数少ない機会のひとつが、『外敵の排はい除じよ』。

　当然だろう。外からの侵攻を防げなければ、ここの特とく殊しゆな場所としての存在意義が保てないのだから。

　で、俺が請けた役目は『この鬼たちを倒たおすこと』ではなく、『果乃を実尋市まで送り届けること』。つまり、ここに辿り着いた時点で、目的は達成されていたのだ。後のフォローはてとらさん含めた『天てん秤びんの会』で引き受けることになる。

　だからまあ、最後の浦坂との一戦は、職分を超こえた余計な仕事だったわけなのだが。

「加勢してほしかった？」

　てとらさんが倒れた俺を覗き込んで言った。

「いいえ。俺の、わがまま、というか、意地、なんで」

「そ。――んー、甘やかさないほうが、成長するものなのかなあ、男の子って」

　苦くし笑よう気味の表情を浮うかべると彼女は俺を軽々と抱き上げ、果乃とウルリカの傍に下ろした。いつの間にか痛みが和らいでいる。これもてとらさんの力か。

「あなたが果乃ちゃんね。天人君を信じてくれてありがとう」

「え、あ、あの……」

「じゃ、ちょっと待っててね。あの人たちとお話し合いしてくるから」

　そう言うと、てとらさんは浦坂の方に歩いていった。

「……なんだてめぇは。どこから現れやがった？」

　あっけにとられていた鬼たちだったが、浦坂がようやく口を開いた。

「私は《在りて在るもの》。どこにでも在り、どこにも在らず、在り方を他者に規定されぬ絶対なる存在。――えーとまあ、わかりやすく言えば、『天秤の会』の責任者、御子神てとらと申します。よろしくねえ」

　緊張感のない声。浦坂は明らかに見下した嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「ああ、知ってる知ってる。人間と仲良くしようなんて考えてる、頭沸わいてる奴らだ」

　ひひひ、と手下たちも追従の笑い声を上げる。

「平和主義なんだよ。ケンカせずにのんびり暮らすのが一番幸せだと思うんだけどねえ。よかったらあなたたちも街を見学していかない？　歓迎するよー」

「……ね、あの人、大丈夫なの？」

　あまりにずれた対応に不安を覚えたらしく、果乃が囁いた。

「大だい丈じよ夫うぶ――だと思うけど。多分」

　まあ、普ふ段だんから何考えてるのかよくわかんない人ではあるが。

　浦坂が金棒を軽く振る。ぶぉんといううなりが、ここまで聞こえてきた。そして、そのままそれをてとらさんの鼻先に突きつける。

「こいつでその空っぽの頭吹ふき飛とばされても、まだ平和平和言えるかよ？」

「んー……頭が無くなったら口も無くなってるから、喋るのは無理だと思うけど」

　てとらさんは小さく首を傾げてそう返答した。

「とりあえずね、私としては、殺したり殺されたりっていうのは大だい嫌きらいだし、何があっても避けたいんだよ。求めてるのは、誰だれ一人死んだりしない幸せな結末。話せばわかる、どんな人でも話し合えばいつかはわかってくれる。そう信じてるから」

「…………」

「だから、繰り返し繰り返し何度でも説得するよ。組織の長たる者、我慢強くないとね。うん」

「……で、お前の要求は？」

「とりあえず今日のところは、その子――果乃ちゃんを置いて、何もせずに帰ってくれないかなあ？　どう？」

　浦坂の手下たちが失笑を漏もらした。

「――手ぶらで帰れってか。見返りは？」

「心の平安、かな」

　一瞬の間をおいて、今度は遠えん慮りよのない爆笑が返ってきた。中には体を折って笑い転げてる奴やつも居る。てとらさんは不本意そうにうーんと唸った。

「大事なことなんだけどなあ。心が安らぐと幸せになれるよ？」

「ちょっと、何のんきなこといってるの！」

　とうとう我慢しきれなくなったらしく、果乃が立ち上がって怒鳴る。きょとんとした顔でてとらさんがこちらに視線を向ける。

「説得なんて無理だよ！　暴力も殺しも平気でやるような奴らなんだよ!?　あたしのことはもういいから、殺される前に――」

「もう遅おせえよ」

　風を切る音。目にも留まらぬ速さで金棒が振るわれ、てとらさんを捉えた。

　湿しめった音。吹き飛ぶ体。血飛沫しぶき。

「あ……」

　果乃は蒼白な顔で固まった。

　地面に転がったてとらさんの体に、浦坂はもう一度金棒を叩き込む。まるで俺たちに見せ付けるように。

「いやいや、これじゃもう話し合いは無理そうだなあ。――果乃がでかい声出すから、思わず手が動いちまったよ。お前が余計なことしなけりゃ、こんな事態は起こらなかったかもなあ」

「あ、あたし……そんな、つもり、じゃ――」

　俺は震ふるえる果乃の肩に手を置いた。

「落ち着けって。――にしても、ひどい悪趣味だな、てとらさんも」

「天人君、冷たい。そんな言い方しなくてもいいのに」

　てとらさんは悲しそうな顔で言った。

「目の前でリアルなスプラッタ見せられて、いい気分になれるわけないでしょ？」

「インパクト重視したんだよ。ほら、ちゃんとみんなびっくりしてくれてるじゃない」

　確かに、俺とウルリカを除いた全員が言葉を失っていた。

　てとらさんの体にも服にも、傷一つない。路面や浦坂に跳ねた返り血も、きれいに消えている。――ま、この程度で死ぬなら『天秤の会』の長おさが務まるわけないのだ。

「……再生？　いや幻術の類たぐいか？　妙みような真ま似ねを」

　驚おどろきから立ち直った浦坂が呟つぶやいた。

「いーえ、どちらもはずれ。正しくは因果の書き換えです。――はい、ここで天人君に問題。『因果』って何のことでしょうか？」

　唐突に話が振ふられた。

「え？　えっと、原因と結果のことでしたっけ？」

「正解ー。まあ、難しく考えずに単純に概念として捉えればいいよ。例えば『殴られたから、傷を負う』『傷がひどいから、死に至る』『死に至るような傷だから、瞬時には回復しない』――こういうのが因果。で、人間言うところの〝奇き跡せき〟って現象は、つまりこの原因と結果の関連性を変更する力を言うわけ」

　なぜか講義が始まった。

「もっとも神にも得意不得意はあって、どんな種類の因果なら書き換えられるのかは、結構バラバラなんだけどね。信じる人間たちが神に何を求め期待しているのかによって、与えられる役割が変わってくる。例えば亜夜花ちゃんみたいに生死に関かかわる因果を書き換えられる存在は、結構レア」

「はあ。で、てとらさんは？」

「私はさらに特殊パターン。唯一なる存在として、あらゆる権能を一柱で引き受けることを求められたからね。だから《全能なるもの》という別称があったりするんだけど――」

　不意に金棒がてとらさんの側頭部に叩きつけられる。加減のない一撃に地面が震える。

　だが、受けたほうは一ミリも揺ゆらいでいなかった。

「――君は聞いたことない？　この国ではいまひとつ馴染みが薄いからなあ」

　微笑ほほえみかけられた浦坂は唇を歪ゆがめた。

「御ご託たくはどうでもいい。要するにお前は妙な術が使えて、まだまだ俺は楽しめるってことだろ？」

「んー、不毛だと思うよ」

　てとらさんは言った。

「君はきっと楽しめないから。とりあえず、それ、収めてくれないかなあ？」

「指図は受けねえよ。俺は自分が殺やりたいときに――殺るんだよ！」

　先ほどに倍する速度で金棒が振るわれ、てとらさんを直撃する。続けて二度、三度。

　隣の果乃がひ、と声を上げ身を竦すくませる。だが――

「不毛だって言ったのにねえ」

　てとらさんは何事もなかったかのように立っていた。

　金棒は間違いなくヒットしている。だが、羽毛で撫なでるほどのダメージも与えられていない。本性を現した浦坂は戦せん闘とう能力が数段跳はね上あがっているようだが、それでも、だ。

　浦坂は警けい戒かいの表情を浮かべ舌打ちすると、飛び退って距きよ離りをとった。

「ちなみに『攻撃されたから、ダメージを受ける』という因果を書き換えるとこんな感じになるわけね。――さて、我が慢まん強い私としては、殺し合ったりせず、幸せな結末のため説得を続けたいと思うんだ」

　にっこりと笑う。

「もう一回繰り返すね。――とりあえず今日のところは、果乃ちゃんを置いて帰ってくれないかなあ？」

　気け圧おされたように押し黙る手下たち。しかし、浦坂は一人哄こう笑しようした。

「――笑わせんな。俺たちは戦い逆らいぶっ壊す為ために生きてるんだ。戦いたいときに戦い、奪いたいときに奪い、殺したいときに殺す。相手がどんなやつでも、たとえ殺されても退かないのが、まつろわぬものの心意気ってもんなんだよ」

「……だから別に殺さないって言ってるのに」

　てとらさんが頑固な子だなあ、というような顔で呟いた。

「つまりは全力で遊んでも壊れない玩具ってことだろ？　だったら――楽しまないと嘘うそだよ、なあああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁッ！」

　理性のたがが外れたような笑顔と大声。そして嵐あらしのような連撃が始まった。

　巨きよ大だいな鉄てつ塊かいが縦横無尽に躍おどる。一撃ごとに大地が揺れ、空気が震える。

　てとらさんは微動だにしない。傷一つ負わない。しかし、さすがというべきか、浦坂の士気――あるいは狂気――はまったく衰える様子を見せなかった。

「なあ、いつまで遊んでくれるんだ？　百発？　千発？　万でも億でもかまわねえ！　俺は楽しみ尽つくしてやるからなあ！」

「…………」

　てとらさんは困った顔になると、うーんと何かを考えるように首を傾かしげた後、前に出た。そして、浦坂の分厚い胸板を軽く指で弾く。

　――その瞬しゆ間んかん、巨体の腰こしから上が消し飛んだ。まるで爆破でもされたかのように。

　血と肉片が雨となり、背後で控ひかえていた手下たちに降ふり注いだ。

　自分たちのリーダーに何が起こったのか、とっさには理解できなかったのだろう、全員がぽかんと口を開けて突っ立ったままだった。

　浦坂の残ざん骸がい、太くて大きな両足だけがゆらゆら揺れている。が、やがてそれも力なくぱたんと倒れた。

「ちょ、てとらさん……」

　動揺したのは俺も同じだった。てとらさんの力は承知している。でも、さっきは殺さないと言っていたような――

　が、俺はさらに驚くことになった。

　無惨に殺されたはずの浦坂が、五体満足で立っていたのだ。

「――な……に？」

　当人も状じよう況きようをよく呑のみ込めていないという顔をしている。

　先ほど、てとらさんが浦坂にやられて復活したときと同じだ。いつのまにか無傷の姿がそこに出現した――としか表現できない。

「これも因果の書き換え」
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　誰もが唖あ然ぜんとするなか、てとらさんの声だけが響く。

「簡単に言えばどんな傷を負っても死なないようにして、そして傷が一定時間で修復されるようにしたの。えーと、だから体が粉々になっても死なないし、すぐに元通りになるわけだねー」

　その口調はあくまでのんびりとしている。

「死んでない証しよ拠うこに、意識はずっと連続しているし、体が弾はじけて吹き飛ぶ感触も、その痛みも、ちゃんと覚えてるでしょ？」

「…………」

　浦坂は言葉を発しない。

　その顔に初めて狂気以外の表情が浮かんだ。

「これでも私、言ったことはちゃんと守るんだよ？　だから、殺し合いは絶対しないし、わかってもらえるまで説得する。平和的にねー」

（……ああ、そうか）

　俺は理解する。つまりこれは、亜夜花の加護の力と同じだ。

　冥めい界かい神しんである亜夜花は、制限つきながらも他者を『どんな傷を負っても死なない』という状態にすることができる。俺も何度か世話になった。

　あいつは『契けい約やく』に例えていた。

　通常は『致ちめ命いし傷ようを負う』という条件が満たされれば『死に至る』という契約が履行される。しかし、自分にはそれを書き換える権能があるのだ、と。

　あらゆる権能をその身に持つというてとらさんも、おそらくそうなのだろう。

　だから死んでしまったのではなく、浦坂は『ただ体が粉々になっただけ』なのだ。そして物質的な破損を修復すれば、元通り。

「が――がああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁッ！」

　突とつ然ぜん、雄お叫たけびをあげて浦坂が襲いかかった。明らかに余よ裕ゆうを無くしていた。

「うーん、じゃあ、もっと少し分かりやすく説明しようかな」

　出来の悪い生徒を受け持った教師のような顔で言うと、てとらさんは巨大な金棒を片手の指先だけで無造作に受け止め、まるで粘土のように折り曲げた。

　武器を失っても浦坂は止まらない。間かん髪はついれず巨大な拳こぶしがてとらさんに迫る。

　が、それも手のひらで受け止められた。そのまま軽くひねると、浦坂の右腕が付け根からちぎれた。苦く悶もんの声を噛み殺し、なお浦坂は蹴けりを繰り出す。しかし、これも腕うでと同じ。受け止められ、もぎ取られる。

　片かた腕うで片足を失った巨体は、バランスを失って無様に転がった。凄すさまじい苦痛に身をよじっているが、さすがにもう起き上がることはできないようだ。

「えーと、例えば今、傷口から出血してるわけだけど、仮に体中の血が全部なくなっても君は死んだりしないのねー。酸素の供給が止まっても、心臓が止まっても同じ。意識が無に返ることはなく、ここに在り続ける」

　まったく声の調子を変えず、優しく語りかける。

「どうだろ、わかってもらえたかなあ？　さっきも言ったけど、私、殺し合いって好きじゃないんだよ。――だから絶対殺さない」

　てとらさんは倒れた浦坂の傍かたわらにしゃがむ。そしてその顔を見つめながら言った。

「さあ、平和的に話し合い、しよ？」

　浦坂は、ひ、としゃくり上げるような声を立てた。

　鬼の王の戦闘能力も凶暴性も狂気も、通常なら十二分に脅きよ威ういだっただろう。だが、それも今は滑こつ稽けいな道化でしかなかった。

「――な、何をしてる！　お、お前ら、殺せ！　この女を殺せえ！」

　地面の上から浦坂が怒ど鳴なった。その声にはもはやはっきりとした怯えが混ざっていた。

　一瞬ためらいながらも、逃げずにてとらさんに襲おそい掛かかった手下たちは勇気があると言っていいものかどうか――間ま違ちがいないのは、俺がどう評価したところで結果は一ミリも変わらなかっただろうということだ。

　てとらさんは彼かれらにちらりと視線を走らせただけで、身じろぎ一つしなかった。

　パン、と何かが弾けるような音がして、周囲が赤く染まる。そして生きているもの、いや、原形を留めているものはいなくなった。

　もはや声も上げられない浦坂に、ゆっくりと顔を戻し、微笑みかける。

　そして、その額に足裏をあてる。

「や、やめ――」

　てとらさんは足に力を込める。まるで、ゆで卵を踏ふみ潰つぶすように。

　くちゃ、と湿った小さな音が響ひびいて、巨体が痙けい攣れん。そして動かなくなった。

「もう一度、言うね。話し合えばきっと、みんなが幸せな結末を迎むかえられる」

　てとらさんの前には――真っ直ぐに戻もどった金棒を手にした浦坂と手下たちが立っていた。全員、無傷。もちろん死んでなどいない。ただ、その恐きよ怖うふに凍り付いた表情は、もはや死人そのものだった。

「記き憶おくは連続してるよね？　さて、我慢強い私としては説得を続けたいと思うんだ」

　てとらさんは優しく語る。

「これ言うのは三度目だっけ？　――とりあえず今日のところは、果乃ちゃんを置いて帰ってくれないかなあ？」

　笑うことのできたものは、もう誰もいなかった。







「痛む？」

　てとらさんは寝ね転んだ俺の顔を覗き込んでそう言った。

「多少。だいぶマシにはなりましたけど」

　治癒能力を促進させてもらったので、しばらく休んでいるととりあえず動けるようにはなった。気が抜けた分、疲ひ労ろうも一気に押し寄せてきてはいるが。

　浦坂たちはおとなしく退散していった。さすがにどうこうできる相手ではないと思い知ったのだろう。平和的に解決できてよかった――そうてとらさんは笑った。

「あの……てとらさん、実はめちゃくちゃ腹立ててませんでした？　あいつらに」

「ん？　何のこと？」

「……いえ、何でもないです」

　まあ、俺やウルリカはある程度てとらさんをわかっているからいいのだが、果乃が震え上がってしまって落ち着けるのに一苦労だった。依い頼らい人にんを怯えさせてどうするのだろう。

「寮りように戻ったら、コウタちゃんに怪け我がを診みてもらうといいよ」

「そうします」

　おそらく一瞬で健康体に戻すような常識はずれの真似もできるのだろうが、浦坂たちの撃退という目的を果たした今、てとらさんは軽々しく力を使えない立場にある。

　実尋市には、例えば俺おれの担任の鷲わし住ずみのように『天秤の会』に協力的な神もいるが、当然ながらそうでない神も多い。てとらさんは、自分ができるだけ力を行使しないことを条件にそういう神々と協定を結んで、『天秤の会』の活動を黙認させているのだそうだ。身内に対し、その無制限ともいえる力で便宜を図れば、勢力拡大を意図した協定違い反はんだと非難されかねない。

　俺が実尋市に来て最初の事件のとき、心臓を抉えぐられた俺の命を助けてくれたことがあったが、あれはかなり危ない橋だったのではないだろうか。だから俺がてとらさんに従属するという理由づけが必要だったわけだ。――まあ、今いま更さらだが。

「ああ、ウルリカの方も診てやってください。あいつも足痛めたはずなので」

「はいはーい」

　てとらさんがそう軽く言ったとき、果乃がやってきた。

「あの……どうも、ありがとうございました」

「いーよいーよ、こういうのがお仕事だもの」

　のんびりと笑うてとらさん。

「とりあえず、しばらく寝ね泊とまりできるところを紹しよ介うかいするねえ。で、今後どうするか考えておいて。希望するなら家や仕事探しもお手伝いできるし。私たちは何も強制しないから、自分で熟考して決めること」

「は、はい」

　果乃は肯うなずいた。幾いく分ぶん腰こしが引けているような気がするのは、致し方ないところだろう。

「天人――さんも、ありがとう、ございました。そして、その、すみませんでした。あたし、かなり『天秤の会』を貶けなすようなことを言って……その、あんたがそうだって、知らなかったから……」

「ってか、なんで敬語なんだよ。やめてくれ」

「怒おこってるかな、って……」

「怒ってないよ。そもそも伝え損ねてた俺が悪い」

　さて、と声を出して俺は体を起こし、そして傍らの木に縋りながらゆっくりと立ち上がった。よし、行けそうだ。体力はいくらか回復した。折られた手足の骨も無茶をしなければ大だい丈じよ夫うぶだろう。

　俺はてとらさんに声をかけた。

「ちょっと亜夜花迎えに行ってきます。約束してたんで」

「あ、だったらあたしも――」

「お客様は先に戻ること」

　俺はついてこようとした果乃を制した。笑いかける。

「お前だって怪我してるだろ。――じゃな、ゆっくり休んでくれ」

「あの！」

　歩き出そうとしたところで果乃に呼び止められる。

「あの……天人は、実尋市の寮に住んでるんだよね？　あたしが実尋市で暮らすようになったら、また会える？」

「いつでも会えるよ」

　そっか、と果乃は口元を緩ゆるめて呟いた。ずっと張はり詰つめていた心がやっと解放されたような、柔らかい笑え顔がおだった。







「遅おそかったですね」

　亜夜花はむすっとした顔をしながら、木の下で雨を凌しのいでいた。

「悪いな」

　俺は苦くし笑ようする。

「……咎とがめてるのではなく、予定外のことが起きて、役目を果たせなかったのではないかと気になったのです」

「心配してくれたのか？」

「『天てん秤びんの会』全体の問題ですから」

「そこまで会に思い入れ持ってるとは意外だったな。――色々苦労はあったけど、果乃はちゃんと送り届けたよ。亜夜花が足止めしてくれたおかげでだいぶ助かった。そっちはどうだった？」

「――鬼おにたちはすぐに引き上げていきました」

「そっか、それはよかった……けど」

　俺は亜夜花の無表情を見つめる。

　何だろう。自分でもうまく説明できないが、何かが引っかかった気がした。

「……どうかしましたか？」

「いや、なんでもない。んじゃ、帰ろうか」

　背中を差し出すと、ん、と声をあげて亜夜花が乗っかってきた。

　雨に濡ぬれた服の感かん触しよくとしがみつく細い腕を確かく認にんすると、俺はゆっくり歩き出した。






　　　　　　◇　◇　◇





　浦坂は苛つきながら歩いていた。

　力の差は歴然だった。手も足も出ないまま退ひかざるをえなかったという事実は、彼のプライドを大いに傷つけていた。

　空気を察してか、後ろに続く手下たちは誰だれも言葉一つ発しない。それがまた神経を逆撫でする。不用意な一言で頭を叩たたき潰す理由を作ってくれる忠義者は居ないものか。そうすれば多少は気が晴れるだろうに。

「いよお、兄弟！」

　そのとき場ば違ちがいなまでに陽気な声が聞こえた。

　ボロボロになった大神が片手を上げながらこちらに歩いてきた。

「手ぶらでお帰りかい？　果乃の奪還には失敗したみてえだな」

「……お前がぶちのめされたせいだろうが」

　手下の半分を預けて先行させ、果乃と護衛の一行を襲しゆ撃うげきさせたのだ。本来は大神が下から、浦坂が上から挟はさんで、逃にげ場ばを奪う予定だった。奴やつらが目的地に辿り着いたということは、つまりこいつは手ひどくやられて失敗したのだ。

「いやあ、悪い悪い。精一杯やったんだがな、ヤツが予想より強かったから仕方ない。俺様完敗」

　なぜか妙に満足げな様子だった。怒りが込み上げてきた。

　そうだ、こいつさえ上手くやっていれば、結末は変わっていたかもしれない。

　いや、変わっていたに違いない。

　あんな常軌を逸した存在が出てくる前に果乃を捕まえていれば、問題なかったのだ。

「ま、俺様もお前も、あの小こ僧ぞうに負けた身だ。負け犬はおとなしく帰ろうぜ」

「俺は負けていない！」

　浦坂は吐はき捨すてるように言う。女の方にならともかく、あの半はん端ぱ者もののガキになど――

「……いやいや、お前は負けたんだ」

　大神はまるでたしなめるかのような視線を向けた。普ふ段だんのおもねるような色は、そこには無かった。

「自分で決めたルールを破っただろ。『かすり傷一つでもつけられたら負けでいい』だったか？」

「…………」

「男が一度口にしたことを違たがえたら、それはもう文句無しの敗北なんだぜ、兄弟よ」

　ひびの入ったサングラスから覗く目に見下されているかのような印象を覚えた。浦坂はそのことに言いようのない屈辱を感じる。

「ま、いずれリベンジを期すとしようや」

　大神はこちらに背を向けて歩き出した。

　浦坂はぎりっと奥おく歯ばを鳴らす。腹立たしい。腹立たしい。腹立たしい。

　なぜ自分とあの天人とかいうガキの勝負を知っているのか、とか、そもそも言い返せないのはその言葉が正せい鵠こくを射ているからではないのか、とか、そんな思考が頭に浮うかんだが、一瞬で揮発して消え去った。

　浦坂は、ただ怒いかりの捌はけ口ぐちを欲した。

　リーダーの意思に感応し、手下たちはお互いに肯き交わすと半円状に散会した。スケープゴートが定められたのだ。逃がしてはいけない。自分たちの安全のためにも。

　大神太陽は、もともとよそものだ。

　そもそも果乃を追うよう焚き付けたのはこいつらなのである。こいつらさえ居なければ、余計な恥をかかずに済んだ。

　浦坂はそう考えた。

　――報むくいを、受けろ。

　大神の後頭部目掛けて金棒を振ふり下ろす。手加減はしなかった。脳のう漿しようをぶちまけてくたばるがいい。

　衝しよ撃うげきが手に伝わる。だが――それは大神の頭を砕くだいたものではなかった。

「後ろからかよ。つまんねえ奴」

　人差し指一本。全力で叩きつけられた超重量の鉄塊は、ただそれだけで止められていた。

「俺様さ、こういう不意討ち騙し討ちが大だい嫌きらいなんだよな」

「な……あ――？」

　あり得ない光景に浦坂の思考が混乱する。

　なんで獣じゆう人じん風ふ情ぜいにこんな真ま似ねができる？

　こいつは、あの半神のガキにのされる程度の強さではなかったのか？

「考えてること、なんとなくわかるぜい、兄弟」

　大神はにい、と笑った。

「あの小僧とは全力でやったよ。――小指の指先程度の力の範はん囲い内でな。具体的には攻こう撃げき力も防御力も体力も、数千分の一に抑おさえた」

「……ああ？」

「だって、俺様、最初に言っちまったからなあ、それで十分だって。実際、事前情報通りならその程度であっさり倒せるはずだった。そうやって力の差を見せ付けて、敗北感と屈辱の中に沈めてやるつもりだったんだ。でもあいつ、こっちの想定より遥はるかに成長してやがってさ。おまけに折れない、諦めない、根性まで据すわってる、ときたもんだ」

　そう語る声は、なぜか楽しそうだった。

「ま、とりあえずそれはどうでもいいんだけどな。――お前の主張も嫌いじゃなかったんだぜ？　兄弟。強つええ奴はどんどん表に出てきて、どんどん好き勝手やって構わねえさ。シンプルでわかりやすいし、その方が世の中楽しい。ただなあ……」

　大神の表情には明らかな憐れん憫びんが含まれていた。

「お前は自分で信じてるほど強くもねえし、特別でもねえ。ただ、それだけの話だったんだよ」

　突如として浦坂は、目の前の男からすさまじい威い圧あつ感かんを覚えた。そう、あの『天秤の会』の女にすら匹敵するかもしれないほどの。

　大神の骨格が変化していく。バキバキと音を立て、その姿が膨れ上がる。

　浦坂より、否いな、本ほん性しようを現したときの浦坂よりも、さらに何倍も何倍も巨大に。

　もしかして――

　もしかして、自分はとんでもない失策を犯したのでは、と浦坂は思った。

「弱肉強食の世界を望んだ、まつろわぬものよ。――己おのれの理想に裁かれろや」

　目の前の怪かい物ぶつは、かあ、っと口を開く。巨きよ大だいな狼おおかみの牙きばが覗のぞいた。







「……気が済んだかい？」

　背後から声が聞こえた。

「済むわけねえよ。腹の足しにもなりゃしねえ」

　大神は答えた。

　周囲は血の海と化している。もっとも死体は一体たりとも見当たらない。

　服は本性を現すと完全に破れてしまうので、〝処分〟の前に適当な奴から拝借した。

「弱っちいわ、戦いの流儀は知らないわ、ウルリカにまで怪我させるわでどうしようもねえ連中だったがな、こんなのはただの弱いもんいじめだ。あんたが指示しなきゃ殺やる必要もなかったんだよ」

　気分のいい狩りだったとはいえない。あまりにも相手が矮わい小しように過ぎる。

「……ったく、あの半天使の方がまだ見込みはあったな」

　制限つきとはいえ、あの殴なぐり合あいは悪くなかった。口元がかすかに緩む。

「えらく買うんだな」

　少年は面白がる表情で大神を見た。とたんに不快な気分にとらわれる。

「……強くなる可能性があるだけだっての。まだタマゴ以下だ」

「ふーん。――なあ、太陽、〝敗北〟とはなんだと思う？」

「ああ？」

　また何かよくわからん話を始める気か、と大神は眉を寄せる。案の定、彼の返事を待たずに少年は続けた。

「それは、自分自身を否定すること。そのときまで信じていた己の強さ、知恵、理念、そうしたものの価値を認められなくなることだ。あの半天使は弱いのに、自分の芯だけは決して揺るがない。その意味では、なかなか面白おもしれー存在なんだぜ」

　くっくっと少年は喉を鳴らす。敗北論を語り合う気も起きなかったので、大神はさっさと話題を変えた。

「で、あんたは今まで何をやってたんだ？」

「ちょっと寮の方にちょっかいを出しに、ね。あちらはあちらでなかなか面おも白しろい。あの半天使をいじるのにいい駒こまが居る。――ま、手の内に入れ損そこねたら入れ損ねたで、それ自体が布石になるんだが……さて、天人君はどう反応するかな？　もちろん彼女たちに違和感を覚えるところまでは行くだろう。しかし、その先が見えるか？　破滅の種に気付くか？　さあ、ここが最初の分岐点だ。彼はオレの遊び相手になる資格があるかどうか――」

　相変わらず性格の悪いことだ、と楽しそうな少年を見ながら大神は思う。つまらん策略を巡めぐらせるより、正面から殴り合ったほうがよほどすっきりするだろうに。

「あと、もう一つ文句があるぜえ。――なんで亜夜花の奴が寮じゃなくてこっちに来てるんだよ。引ひき離はなしてあの小僧と殴りあうチャンス作るの、えれー苦労したぞ」

「だから予定外だと言っただろ。堂々と亜夜花の前で、あの半天使に勝負を挑めばよかったんじゃねえか？」

「どう考えても邪じや魔まするだろ、あいつ。少し前に海かい里りの奴がブチ切れさせて、ひでえ目に遭あってたじゃねえかよ。――まったく、なんであのバカ妹は、あんな弱いのにひっついてるんだか」

「見込みはあると言ってただろ、お前」

「だ、か、ら。まだ見込みだけだっての。とにかく俺様は、認めねえ」

　ふん、と大神は鼻を鳴らした。

「――ま、それはともかく、だ。太陽よ」

　少年は大神の正面に回りこむ。

「オレはお前のリクエストをちゃんと聞いて、舞台を整えてやったわけだ。鬼のコミュニティに入り込んで内部から操作、脱だつ走そう者しやを保護するというシチュエーションを用意し、名塚天人が全力で戦う理由を作った。お前が亜夜花に知られるのを嫌いやがったから、あいつらの位置情報を探って伝えてやった。行動方針を立て、アドバイスしてやった。結果お前は鬼たちを誘ゆう導どうし、亜夜花にも見つからず、浦坂に横取りもされず、あの名塚天人とやりあうという目的を果たせた。――試したかったんだろ、あの半天使を」

「…………」

「お前はオレに貸しが出来た。こっちの遊戯ゲームをもう少し手伝ってもらうぜ」

　大神は小さく舌打ちする。

　こいつの小細工好きな性格はどうしても受け付けない。力を借りるべきじゃなかったかもしれない。そもそも係かかわり合いになりたくなくて、人間としてのファミリーネームは別のものにしているのだ。初志を貫いたほうが良かったか。

「……あー、気が進まねえ」

「何か言ったか？」

「いーや、別に。心配しなくても借りはちゃんと返すさ、氷室結。いや――親おや父じ殿」

　自分より年下に見える少年に、大神はそう言った。









エピローグ　プレイヤー








「んじゃ、しばらくこっちに居るんだ」

　俺の言葉に果か乃のはこくりと肯いた。

　もう集落の方の保護者の人とも相談して、了りよ解うかいを得たのだという。

「期間は決めてないけどね。ただ、今後どう生きていくにしても、色々なものを見ておきたいと思ったから。まあ当分はこの街でフリーター」

　街に戻ってきてから二日後。夏休み最終日のハンバーガーショップで、俺と彼女は会話を交かわしている。

　あれ以降、浦うら坂さかからのコンタクトもないようだ。さすがにもうこちらに手を出す勇気はないのだろう。果乃が確認を取ったところ、集落の方にも戻っていないらしい。どこで何をしているのやら。

「天たか人との怪我はもういいの？　えっと、あと、あのもやしっ子な神様や犬の女の子も大丈夫だった？」

「見ての通りだよ。亜あ夜や花かもウルリカもピンピンしてる」

　この街に来てから月に一度は大怪我をしている気がするが、おかげで体が慣れたのか、このところめっきり治癒速度も向上しているようだった。今朝方、安静を命じようと状態を確認したコウタが、目を丸くしていたほどだ。

「お前の方も大丈夫なのか？　これから、嫌いだといっていた人間の中で生活することになるけど」

「人間は嘘うそついて騙だまそうとするかもしれない。馴れ合わないあたしを爪つま弾はじきにするかもしれない。その考えは変わらないよ」

　でも、と果乃は続ける。

「真実を以もつて誠実に接してくるかもしれないし、こんなあたしでも仲間だと認めてくれるかもしれない。――うん、ずっとわかってたんだよ、そんなことは。ただ、それを信じることが、そこに希望を置くことが、少し前までのあたしにはできなかった」

「今は違う？」

「多分ね」

　予想外の答えではなかった。

　ここに留まってみるという選せん択たくをした時点で、彼女の心境も変わっていたのだろう。

「あともう一つ。人間不信に打ち勝つコツを掴つかんだから」

「へえ、どんな？」

「この人にだったら、たとえ裏切られても後こう悔かいはない。――そういう相手に出会うこと」

　果乃は俺の目を真っ直ぐに見つめながら、そう言った。

「ああ、それはいいな」

　俺は心から感心して、肯いた。

「うん、すごくいいと思う。そんな考え方ができるなら、果乃はここでもうまくやっていける。絶対に」

「…………ありがとう」

　果乃は少しだけ間を空けてそう言い、笑った。なぜかちょっと残念そうに見えたのは、気のせいだっただろうか。

「だから、もう力を使うことはないと思う。天人には色々感謝してるよ。もちろん『天秤の会』にもね」

　今度は間ま違ちがいなく屈くつ託たくのない笑いだった。そういう表情をしていると、意外に幼く見えるんだなということを俺は発見した。







　その後しばらく他愛のない話をしてから果乃と別れ、俺おれは土産にクッキーを買って寮りように戻もどった。

「わ、おかし！　桜おう寿じゆ屋やさんのなのですー！」

　出で迎むかえたウルリカが尻尾しつぽを振る。

「おやつの時間だし、お茶にすっか」

　学校が始まると、平日のこの時間は寮にいられないしな。夏休み最後のティータイムだ。

　廊ろう下かを歩いていると、階段の上から声が聞こえた。

「おかえりー、たか兄」

　梨り玖くが眠そうな目をしながら、手を振っていた。俺が帰ってきた気配を察して起きてきたらしい。

「この間の事件の関係で出で掛かけてたんだよね。もう区切り、ついたの？」

「ああ、全部終わった」

　果乃はひとまずの答えを出し、自分の歩んでいく方向を見定めた。結末としては上出来だったし、その力になれたのを嬉うれししく思う。

「それはおつかれさまー」

　梨玖はニコニコと笑う。

「留守中はお前にも迷めい惑わくかけたからな」

　――そう、この俺が家を空けていた数日の間に何があったのかは、帰ってきた日に梨玖自身の口から聞いている。

　氷ひ室むろ結ゆいと名乗る存在。梨玖への誘惑。梨玖の拒きよ否ひとその理由――その全すべてを。







　――たか兄は、私と亜夜花ちゃんに喧けん嘩かしてほしくないの？

　――わかった。そう命じてくれたらしないよー。

　――うん、言ってくれたら、亜夜花ちゃんを嫌いになったり、悪い感情を持ったりもしないことにする。

　――ん？　どうして不思議なの？　たか兄がそう望むんでしょ？

　――なんで私の考えが問題になるの？　たか兄がそう命じたんだから、その通りにするに決まってるじゃない。

　――もし、たか兄が言わなかったとしたら？　何を命じたいのか知ろうとするかな。口にしなくとも、たか兄にはちゃんと意志があるわけだし。

　――私の意志？　今説明してるじゃない。へんなのー。







　俺は軽く頭を振って、終始笑え顔がおだったあの梨玖の記き憶おくを脇わきへ追いやった。

「あー、今からお茶淹いれるけど、お前も来るか？」

「あ、行く。手伝おうかー？」

「いや、いいよ。出来たら呼ぶから、先に着き替がえて顔でも洗ってろ」

　はーい、と答えて梨玖は顔を引っ込めた。







「…………」

　考え事をしながら自室に入ると、亜夜花がいつも通りパソコンに向かっていた。

「果乃に会ってきた。なんか吹っ切れたみたいだったよ」

「よかったです」

　いつものことだが、素っ気無い。

「ちゃんと依い頼らいを果たせてほっとした。亜夜花にも色々助けられたからな。ありがと」

「どういたしまして」

「……なあ、亜夜花」

「何です？」

　俺の声に何かを感じたのか、椅い子すをくるりと回してこちらを向く。

　整ってはいるが表情に乏とぼしい顔。黙だまっていれば不ふ機き嫌げんそう、口を開いても無ぶ愛あい想そ。基本的にはそういうやつだ。今もそう。

「？　天人さん？」

「ああ、いや……桜寿屋のクッキー買ってきたんだ。食うか？」

「食べます」

「んじゃ、食堂に出て来いよ。お茶にするから」






　　　　　★　★　★





　天人さんが部屋を出、私は一人残された。

　小さく息を吐く。ちゃんと普段通りに振る舞えた、と思う。

　天人さんは果乃さんの件を無事やり遂とげた。私も嬉しく思っていないわけではない。

　ただ、あの事件は、その結末に起こった忌いまわしい出来事の記憶に直結しているのだ。

　――思い出したくもないのに、あの男の顔が脳のう裏りに浮かんだ。







「――どうして、あなたがここに？」

　私は思わず言った。

　山中で鬼おにの一群と睨にらみ合っていた私の前に、少年の姿が現れたのだ。

　見た目は私とほぼ同年代。しかし、その実、外見年ねん齢れいなど意味をもたない存在。

「あー、お前ら、さっさと撤収。ここはオレが引き受けるから」

　鬼たちを退却させ、彼かれは私に向き直った。

「久しぶりだな、亜夜花。――しばらく見ないうちに、雰ふん囲い気き変わっちゃってまあ」

　ニヤニヤと笑う。

「白々しい。使い魔まを放って、このところずっと寮を覗き見していたでしょう？」

　小鳥、あるいは小さな羽虫、部屋の隅すみを這はう蜘く蛛も。この男の気配を感じたことは何度もあった。

「おう、気付いてたのか。さすが、優ゆう秀しゆうだなあ」

「質問に答えてください。なぜあなたがここに居るんですか？　父さん」

　今は氷室結とか名乗っているが、その実、力ある神の一柱だ。

「直接会いたいからに決まってるじゃねえか、わが娘」

「…………」

「ま、腹を探り合う手間は省こうか。この〝まつろわぬ者たち〟の集団とはたまたま付き合いがあってな、逃亡者の追つい跡せきにちょっとばかし力を貸してやってたんだ」

　偶ぐう然ぜん……のはずはない。意訳すれば、裏で糸を引いていたということだ。

「それにお前さ、『どうしてここに？』とか尋たずねたてたけど、実のところオレの登場は想定してただろ？　色々布石があったはずだ」

「……やはり、奏かなでさんに電話をかけていたのもあなたですね」

　幼い子どもを唆そそのかす〝トモダチ〟。そして、送り込まれてきた異界の猟りよ犬うけん。

「天人さんに目をつけたんですか？」

「そうだよ。なかなかおもしれーヤツだし、色々刺激を与えて観察してみたくてな。――おっと、怒るな怒るな。だいたい、お前も薄うす々うす感づいていたからこそ、こうして外に出てきてまでアレを護まもろうとしているわけだろ？」

「疑念が確信に変われば腹を立てるのも当然でしょう。手を引いてください」

「いいぜ」

　あっさりと結は言った。私は眉まゆをひそめる。この男がすんなりと引き下がるわけがない。

「ただし、お前が『天てん秤びんの会』を抜ぬけてオレたちのところに戻ってくるのが条件だ」

「私が？　なぜ？」

「親心だよ。お前のためだ。――おいおい、そんな不信感溢あふれる顔すんなよ。ほんとだって。なんせ、現在のオレの興味はどうやったら『天秤の会』を崩ほう壊かいさせられるか、だからな。娘が巻き込まれたら可哀想だろうが」

「……なんでまた、今になってそんなことを」

「今になって、じゃねえよ」

　結はにやりと笑った。

「何年も前からだ。お前が『天秤の会』に入るよりずっとな。そもそもお前、自分がなんであの寮に入ることになったのか覚えてるか？」

　二、三年前のことだったか――結に行けと言われたから行った。それだけだ。事情にも理由にも興味を持たなかった。

　私を招いたらしいてとらさんも他の神々も、寮では不ふか干んし渉ようだった。だからあの部屋にこもって過ごした。人間の社会に触れずにすむのならどこで暮らすことになろうと同じだったのだ。

　そう――あの半天使が部屋にやって来るまでは。

「裏事情の解説と行こうか。――お前がニュートラルハウスに入る少し前、実み尋ひろ市しであるトラブルがあった。最初は盛り場での一部の〝人ならざるもの〟の諍いさかい。ところが人間を巻き込んでそこから騒さわぎが拡大、ただの喧嘩から、大だい惨さん事じに発展しかける」

　果乃さんが言っていた事件だ。

　最初は〝人ならざるもの〟同士の争いか。ほとんどの人間には人外を見分ける力はないから、巻き込まれるのは必然だったのだろう。

「突発的な事態に『天秤の会』の対応は一歩遅れ、大惨事になるかと思われた。しかし、ある神が身を挺ていして収めたことで、犠牲者は最低限に止まった。代償として力のほとんどを失ってしまったそうだがね。いや実に立派な話だ」

　私の耳にしていた情報と大きく変わるところはない。が、この男の口から語られるという事実は、それに新たな意味を加える。

「……もしかして、あなたが指示して暴動を起こさせたんですか？」

「人聞きの悪い。そんな真ま似ねしたら、『天秤の会』に粛清されてるよ。オレはただ実尋市の宣伝をしただけ」

「宣伝？」

「こういう街があり〝人ならざるもの〟を迎え入れている、とね。大々的に。全世界的に。全宇宙的に。種を問わず、また存在の善悪も問わず、無数の移住者がやってくるように。これは実尋市のルールになんら抵触するものじゃねえよな？」

　ふと思い出す。梨玖さんの〝親〟である吸きゆ血うけ鬼つき。私も相対したあの男が街に来たのもそのくらいの時期ではなかっただろうか。私は自分の表情が険しくなるのを自覚した。

　結は続ける。

「ま、数が増えれば性質の悪い者も増えるだろうし、種族同士の相性を考こう慮りよするのもうっかり失念していたから、発火点は低下していたかもな。あと、流入する者が多すぎて『天秤の会』の手が及およぶキャパを超こえてしまうという現象が起こったりね。ああ、一応、先立って、『天秤の会』の処理能力を調べたり、御み子こ神がみてとらの能力に協定で制限をかけるよう働きかけたりはしたか」

「……ルールに反していないから、許されると？」

「許すか許さないかってのは誰だれが決めるんだ？」

「…………」

「どうでもいいことだな、それは。問題はゲームを楽しめるかどうか。どんな勝負だってルールを無視っていいのなら、勝つのは簡単なんだぜ？　だから、オレはルールは破らねえ。それだけの話だ」

「事件の後も、てとらさんは何も言わなかったんですか？」

「だから、別にどうこう言われることはやってねえんだって。――ただ、オレに向かって面白いことを頼たのんできやがったな、あいつ」

　面白いこと？

「『うちに一人欠員がでてしまったので、誰か紹しよ介うかいしてくれないかな？』だとよ。つまり今後、オレが妙みような真似をしないよう、人ひと質じちをよこせって意味だろ」

「それって、もしかして――」

「そ。お前のことだ。――なあ亜夜花、お前まさか自分の能力が役に立つとか、必要とされてるとか、勘かん違ちがいしてねえよな？　あの御子神てとらが、お前のような半はん端ぱな冥めい界かい神しんの力など欲するとでも思うのか？」

「…………」

「シンプルに言ってやんよ。『天秤の会』にとってのお前の価値は、人質として機能すること。ただオレに連なるものであるという、それだけ。その一点のみなんだよ。――だから、働かなくても役立たずでも何も言われなかったろ？」

「それ、は――」

　私の言葉は宙に消える。認めたくはないが、少なからず動揺していた。

　誰にも期待などしない。誰にも期待などされなくていい。どうでもいい。コミュニケーションなど必要ない。ただ平へい穏おんに暮らしたい。

　私はあの寮でそうやって暮らしていた――つもりだった。

　彼らから見た私の価値がどうであろうと、気にするような問題ではないはずなのに。

「あそこの面子のことは、お前も知ってるだろ？　人間が好きな変わりものだったり、あるいは信奉する誰かのためだったり……それぞれあそこに居る理由と意思がある。――さて問おう。亜夜花、お前には何がある？　世界に背を向け、流されるまま、何も知らないまま『天秤の会』に所属することになったお前には」

「…………」

　私は答えられない。結は楽しそうに微笑ほほえんだ。

「つまり、お前は奴やつらの仲間じゃない。間違いで紛まぎれ込こんだ、ただの〝異物〟なんだよ」

「違ちがう！」

　反射的に叫さけぶ。心を奮い立たせ、私は結を睨んだ。

「始まりがそうでも――今は違う。私にはあそこに留とどまる理由があります」

「名な塚つか天人かい？」

「…………」

「いやいや、いつの間にか、色気づいちまって。お父さん、嬉うれしいやら寂さびしいやら」

「あの人は……あの人はそういう――！」

「まあ面おも白しろいよな、あれ」

　激した私の言葉をどうでもよさそうに遮さえぎり、結は言った。

「個々の構成員をくっつける、接合部品ジヨイントのようなもんか。あいつのせいで少しずつ、『天秤の会』が変わってきてる」

「……だから、手を出した？」

「そーだ。脆もろいところを探さぐるために。どのあたりを叩けば愉快に砕けるかな？　ってな。妹ちゃんとか幼おさ馴なな染じみちゃんとか、周囲に人が多いということはつまり弱点も多いということだ。ああ、本人も成長性豊かで実力を上げてるが、神に抗するにはまだまだ。あれじゃあ、実力行使に出たら簡単に――」

「私が護まもります！」

　気付いたときには声を上げていた。

　これだけは胸を張って言える。私は彼と共に在りその力になりたい。

　そう、私にも、私にだって『天秤の会』に居る理由がある。

　結は私を面白い生き物を見るような目でしばらく眺め、口を開いた。揶や揄ゆの言葉でも出てくるかと思ったが、少し意外な台詞せりふを彼は言った。

「そうか。まあ、がんばれ。――んじゃ、帰るわ」

「…………」
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　結局何をしにきた？　私の意志を確かく認にんしただけ？

　――そう思ったとき、彼は足を止めた。

「あー、そういやさ、お前ら逃にげてる間、ずっと位置特定されてただろ。どうやったのか、知りたくねえか？」

「――あなたが何かしたんでしょう」

「そりゃね。でも、何をどうやったのか不思議に思ってる。違うか？」

　否定は出来なかった。

「名塚天人も追跡には十分注意していた。お前のほうは、オレの暗あん躍やくを想定に入れて絶対に見逃すまいと全神経を集中して気を張ってた。にもかかわらず、気配の片へん鱗りんすら感じ取れなかった。――だよな？」

　その通りだ。

　少し前、私は奏さんへの電話の件で、結の気配を見逃すという失態を犯した。今回も同じことを繰り返すわけには行かなかった。

　相手は父神であり不利は否いなめないが、手も足も出ないほどの神格差はない。だから、私は自分たちに何らかの魔まじ術ゆつなり霊れい力りよくなりが働けば確実に感知できるよう、ずっと神経を集中させていた。

　――結果は完全な空から振ぶり。寮にいるとき感じたような、使い魔の微小な気配さえ存在しなかった。

　にもかかわらず、追っ手は的確に私たちの居場所を突き止めていた。どうして？

「さて、お前はオレがどういう種類の神かよく知ってるよな？」

「……秩序を嫌い、偽いつわり、騙だまし、謀たばかる神格でしょう」

　トリックスターという呼ばれ方をすることもある。つまりは性格が根本から捻ねじ曲がっているのだ。

「そう。なら、偽るとは何か？　情報を自在に操り利用することだ。視覚聴覚嗅覚味覚触覚、思考や文章、電波にデジタルデータ、あらゆる情報に干渉し、自在に歪め、己おのれの望むままの形で伝達させるのがオレの本質。――というわけで、別にお前らを追跡したり、何かの術で覗のぞき見する必要はねえんだよ。お前らの居場所を、その情報を提供してくれるものがちゃんとある」

　そう言って結は上を指差した。

「お空の彼方にさ。お前さ、ＧＰＳ機能使って位置確認してただろ？」

　あ――と、私は口を開けた。彼の言わんとすることがわかったのだ。

「衛星からの信号を受け、座標計算のためのデータが基地局を経由する。だから、オレの力でそっちにアクセスして情報を読みとればいい。お前に接触する必要はかけらも無い」

　つまり、私たちの位置を教えて危険にさらしていたのは――

「そう、密告犯は、お前だったってわけだ。神経削けずって用心してたんだろうけど、無む駄だな努力だったな。お疲れさん」

　結はくすくすと笑う。私は唇くちびるをかんだ。

「……人間の作ったシステムに頼たより、しかもデータを覗き見ですか。ずいぶんとせせこましい悪いた戯ずらをされるんですね、お父様」

　負け惜しみなのは自覚している。それでも言わずにはいられなかった。

「いやいや、人の技術をすばらしいと評価したからこそ利用するんだよ。彼らは神々の奇き跡せきを再現するためありとあらゆる努力をし、受け継ぎ、発展させてきた。オレほど人間を評価している神はそういねえだろ」

　私の皮肉など、結はまったく気にした様子も無かった。

「ま、せせこましいのはその通りだ。――そうだなあ、スケールの大きい方向に行くなら、米軍のコンピュータあたりに干渉して、お前の携けい帯たいが教えてくれた座標に巡航ミサイルぶち込むってのはどうだ？　仮にそうなってたら、お前、今みたいな口が利けたか？」

「…………」

「手加減されたおかげで救われたんだよ、お前は。せせこましい悪戯で済ませていただき、ありがとうございましたと言うべきところだろ」

　言い返せない。一言も。

　父神は満足そうに頬を緩める。

「そうそう、その顔が見たかった。――お前が望むと望まざるとにかかわらず、オレはお前の存在を利用できる。何でも知ってるからな。能力も性格も、思考過程やその限界も」

「だ、だったら、何だと……」

「まあ、お前が『天秤の会』に留まりたいなら、それはそれで構わねえよ。その場合、お前は『天秤の会』に打ち込まれた楔くさびになる。オレは奴らを壊こわすために、それを利用する。そのとき割れて砕くだけるのは……さて、誰だろうなあ」

　結はこのうえなく楽しそうに声をあげて笑い、そして不意に表情を消した。

「最後に改めて訊きく。――お前は名塚天人を護れるのか？　本当に？」







「亜夜花さまー」

　声が聞こえて我に返った。ウルリカが部屋の入り口から顔を覗かせていた。

「天人さまがおやつにするそうですよー。こないのですかー？」

「……後で行きます」

　そう答える。ウルリカの姿が消えたのを確認してため息をついた。

　幸いにもというべきか、もともと感情表現は得意ではないので、表情を消していれば普ふ段だん通りに見えるはずだ。

　目の前のモニターはいつのまにか真っ暗になっていた。思考にふけっている間にスリープモードになってしまったのだろう。

　――『お前は名塚天人を護れるのか？　本当に？』

　あの男の声が心に蘇よみがえる。

　梨玖さんと向き合ったときはできるつもりだった。この寮りようの皆みなや、何より天人さんの力になれると信じていた。だが――

　誰にも求められない期待されない、人質のお人形。

『天秤の会』の異物。

　もし私がそういう存在であるならば――私は本当にここに居ていいのだろうか？

　居る意味があるのだろうか？

　それは今まで感じたことの無い疑問、そして誰にも知られたくない苦悩だった。






　　　　　＊　＊　＊





　やかんを火に掛かけ、その間にお茶菓子の用意をする。

　アイスティーを作るつもりだ。手間のかからない作り置きを否定するつもりはないが、やはり淹れたての方が段違いに美味おいしいのである。

　ああでも、亜夜花がクーラーにやられてるようなら、ホットにした方がいいのかな。あいつよく体を冷やしすぎて真っ青になってるし。

　グラスをがちゃがちゃと準備しながらそんなことを考える。

「――あ、天人君帰ってきてたんだ」

　キッチンに入ってきたてとらさんに声を掛けられた。

「どうだった？　果乃ちゃん」

「色々吹っ切れた様子でしたよ。いい感じでやっていけるんじゃないですかね。人間不信も直るといいけど」

「ま、騙そうとするのは人に限った話じゃないしねえ」

　てとらさんは冷蔵庫を開けて、がさがさと中を探りながら言った。つまみ食いでもするつもりなのだろうか。

「これからおやつですよ？」

「んーちょっと小腹がすいて。何か軽く食べておけば、おやつをよりおいしく味わえると思うんだけど……」

　意味がわからないことを言いながら、冷蔵庫から口の開いたポテチの袋ふくろを取り出すてとらさん。そして首を傾げる。

「……ポテトチップスって冷やすと美味しくなるものなの？」

「冷蔵庫に入れとくと湿し気けらないんですよ。このところ蒸しますからね。あとそれ、万ま那なさんのですから、食べたら怒おこられますよ。名前書いたシールが貼はってあるでしょ？」

「――空腹で目がくらんでよく見えない」

「……んじゃ、勝手にしてください」

　グラスの数を確認しながら、俺おれは果乃との会話を思い出していた。

（騙す、騙される――か）

　心が読めるという能力を持つがゆえに果乃はそのことに拘っていた。しかし、自分を偽らない、偽ったことのない人間などいないのだ。極言すればそれはコミュニケーションというシステムに最初から組み込まれている要素だとも表現できる。だから――

（だから、彼かの女じよたちに、俺は――）

「結局のところ、欺ぎ瞞まんとどう向き合っていくかって問題になるよねえ」

　ポテチ袋の中をがさがさと探りながら、てとらさんは言った。

　俺は思わず振り返る。

「例えば、お腹なかをすかせたかわいそうな女の子が、冷蔵庫からポテトチップスの袋を発見したとする」

　女の子？　――いや突っ込むまい。

「ポテトチップスは他人のものだ。名前が書いてある。しかし、あまりの空腹に命の危険すら感じた女の子は、それを見なかったことにして食べてしまう。もし咎められたら、他人のものとは知らなかった、と言い張るつもり」

　そう言っててとらさんはポテチを一枚取り出し、ぱりぱりと食べた。

「言うまでもなく、これは嘘うそ、ごまかし、欺瞞である。――でもね、されたほうも色々リアクションを取ることができるんだよねえ。取られたことを怒る？　かわいそうに思って許す？　それとも、空腹というそもそもの原因を解消してあげる？」

　嘘やごまかしがあるという事実は、最終結論を意味しない。

　そこは終点ではなく、まだ続きがある。

「…………」

　湯が沸いたようだ。火を切って、温度調節のためしばらく置いておく。

「――俺のも例えば、なんですけどね」

「うん」

「あるひきこもりが居たとします。先日、珍めずらしく外出したんですが、帰ってきて以降、ずっと無ぶ愛あい想そうでローテンションです」

「普段通りじゃないの？」

「普段通りすぎるくらいにね。無愛想でテンション低い状態は珍しくない。でも、ずっとそのままで変化しないというのがおかしい。無表情に見えて結構感情の起伏が大きいことを、彼女の同居人は知っているんです。だから、何かを隠かくすために普段どおりの自分を演じているんだと、実は気付いている」

　俺は息をついて続ける。

「もう一つ別の話。例えば、幼馴染が居たとします。彼女はいつも素す直なおで、楽しそうに笑っている。でもだから本当に彼女が真っ直ぐなのか、幸せなのかといえば、違うんじゃないかと思い始めている」

　二つの偽り。

　これまで色々な人に出会い、色々なものを見た。後味のいい結末も、苦い後こう悔かいも経験した。この街に来ることで挫ざ折せつから立ち直り、自分を取とり戻もどし、そして先日の奏の件で戒いましめと教訓を得た。多分、俺は人助けをすることで、自分も救われていた。

　そうしているうちに、少しずつ見える景色が変わって行ったのだと思う。

　だから気付けた。漠ばく然ぜんとした、しかし深刻な不安に。

「二人とも、どこかおかしいんです。でも、それだけじゃなくて、何かがズレ始めているというか……一つ対応を間違えると、俺が『天秤の会』で、そして亜夜花や梨玖と付き合う中で築いたもの、培ったものが全部崩れ去るような感じがするというか……うまく言えませんけど」

　不自然な、ありえない方向に未来がねじ曲げられていくような不快さ。これはあるべき姿ではない、正さなければならない、と心が警告を発しているような感覚。

　亜夜花や梨玖が抱えている問題、それは間違いなく彼女たち自身のものだけれど、その向こうに何かが居る気がする。

　そう、タイミングをはかり、敢えてわかりやすく問題を突きつけることで、俺を試している――何かが。

　隙を見せれば、たちまち俺は背中から斬りつけられる。

「俺は、あいつらのために何かをしなくちゃいけない。でも……何をどうすればいいのか、見えないんです。なんか、裏に誰かのひどい悪意がある気がするのに、それを掴みきれない、みたいな……」

　的確な説明にはほど遠いだろう。抽象的なことしか言えない自分がもどかしい。

　黙だまって聞いていたてとらさんは、口を開いた。

「んー、成長すれば、世界は広がる。そして世界が広がるということは、認にん識しきできる問題が増えるということでもあるんだよねえ。――ね、天人君、自分に神々の問題に踏ふみ込こむ資格があると思う？」

「資格……？」

　どういう意図で問われたのだろう。

　踏み込むつもりがあるか、と訊かれたなら躊躇ためらわずに首を縦に振っていただろう。

　でも、俺は自分に力がないことを知っている。自分を過信して手ひどいしっぺ返しを食らった経験もある。関かかわるなという遠まわしの宣告なのか？

　俺は考えて、慎しん重ちように考えて――

　そしてあきらめた。

「踏み込みたい、です」

　結局、俺の答えは、一つしかないのだ。

「仮に資格がなくても、誰を敵に回すことになっても。それで亜夜花や梨玖の力になれるのなら」

　てとらさんは軽く目を見張り、そして笑った。

「ストレートだなあ。もう少し悩なやむかと思ったけど。――そうだね、それが正解にして最初の一歩。資格とは意志のこと。自分の意志を示せないものには、何も選ぶことはできないからねえ」

　いつもののんびりとした口調。少し視線が遠くを向いた。

「『天てん秤びんの会』は常に完璧に、常に理想どおりに機能してきたとは言えない。みんな立ってる場所も、向いてる方向もバラバラだったりしたから。でも、それを正すには結局、それぞれが自分の意志で自分を見直さないといけないんだ。私なんかによる強制じゃなく、ね。――秩ちつ序じよを護るためというのはもちろんだけど、私は、〝人ならざるものわたしたち〟の在り方を変えたかったから、実尋市に降り立ち、『天秤の会』を作った。人に向き合い、係かかわり合い、対立ではなくその中に溶け込んで生きていく幸福を知ることができるように。だからね、特にそれが必要なんじゃないかなって子は、できるだけ手元に置くことにしてるんだ」

　それは――例えば、正義の味方として人を護ることに挫折した俺だったり、人に背を向けて拒きよ絶ぜつした亜夜花だったり、人の中に居場所を失って暴走した梨玖だったり。

「天人君は、ここを崩ほう壊かいさせようとする〝何か〟に気づいた。それと戦うという意志も表明した。じゃ――私が保護者でいるのはここまでね」

　俺はその言葉に肯うなずいた。覚悟は決まっている。

「あのね、これはゲームなの」

「ゲーム？」

「向こうが一手指し、こちらが一手指す。『天秤の会』を壊こわせるか、それとも護れるか。少なくとも仕し掛かけてきた相手にとってはそう。そして今、天人君が、相手に指名されてるんだよ」

　穏おだやかな口調だったが、てとらさんの目はまっすぐ俺を見つめていた。

「二年半ほど前、柚ゆず原はら一ひ二ふ三み君が肉体を失ったあの事件から始めるのがわかりやすいかな。――教えてあげる。あなたの敵となる存在、亜夜花ちゃんの父親にして、私たちに相対する神。あの《終わらせるもの》について」









あとがき







　お久しぶりです、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。」の６巻をお届けいたします。





　この巻を書いていたのは四月から五月、ちょうど新年度新学期が始まるあたりでした。慣れてない感じの初々しいバイトさん、社員さんが多く見られる時期でもありますね。私はノートパソコン持って外で執筆することが多いので、ファミレスやファーストフード店でよくそういう新人店員さんに遭遇したものです。

私「季節の限定ハンバーグをライスセットで」

店「は、はい。えー……え……？　あの、お客様、申し訳ございませんが、そのメニューは取り扱っており、ません？」

私「（疑問系？）いやでも、メニューブックのここに載ってますよ、ほら」

店「あ、ほんとだ。じゃあ、やっぱり取り扱ってるんですか？」

　はい、ものすごーくナチュラルに立場逆転しましたよー今。私に訊いてどうする。

　いや別に腹は立ちませんけどね。ドジっ子好きだし、ハンバーグもオーダー通ってちゃんと持ってきてもらえましたし。……まあ、ライスの存在をすっかり忘れていたらしく、ハンバーグが無くなったころに出されてそもそと単体で食べる羽目になったときは、少し悲しくなりましたが。






　ちなみに私、デビューから四年の新人で結構なドジっ子なんですが、締切の存在をすっかり忘れていたりしてもいいでしょうか？　ダメですかダメですねはい次も頑張ります。





　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストのみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。






　ではまた、７巻でお会いしましょう。




二〇一二年六月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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